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　　　第十五話　少年忍者と不思議な卵










　　　　　１




「こんにちは～～～～」

　時は日曜日、時刻はお昼ちょっと前の午前十一時五十分。春日かすが邸ていに少年の声が響いた。

　声の持ち主は、ぷくぷくほっぺとリンゴ頭、くりくりっとした瞳が似合う可愛かわいらしい少年だ。

　だけど侮あなどっちゃいけない。この少年の名前は血ち桜ざくらわに太た朗ろう。戦国時代よりうっかりやって来てしまった超極ごく悪あく忍にん者じや集団、血桜忍にん群ぐんを束ねる頭とう目もくなのだ。

　もっとも、血ち生なま臭ぐさいことは大嫌いなとっても心優しい少年なのだけれども。

　今日も、血桜のみんなの目を盗ぬすんでひょこひょこマコト宅へ遊びに来たのだった。

「あらあら、わに太朗様じゃないですか」

　玄関にてわに太朗を出迎えたのはかなでだった。

「こんにちは。かなで。ぼく遊びに来たんだけど、マコト兄ちゃんいる？」

「マコトさんと涼すず葉はさんはちょっとお買い物に行っちゃってます。上がって待っててくださいな」

「は～～い、おじゃましま～～～す」

　わに太朗は靴を脱ぬぐと春日邸によっこらしょっと上がり込んだ。

　そのまま廊下をとことこと歩いて居間へと向かう。もう幾度となく遊びに来てるから家の造りも覚えちゃってるのだ。勝手知ったるなんとやらだ。

　そして、わに太朗はそいつと遭そう遇ぐうした。

　わに太朗がやって来た居間のちゃぶ台の上に、そいつは意味あり気にあぐらをかいてた。

　何やら縦たてに長細い木箱だった。板には、ミミズがのたうちまわってるような字で何かが書かれてる。わに太朗には読めない文字だった。少なくとも日本語じゃない。ついでに言えば忍者の暗号文字でもない。多分、宇う宙ちゆう文字でもないだろう。

「ねーねー、かなで。これなあに？　中に何が入ってるの？」

「ふっふっふっふっふっふ」

　かなでは笑った。意味不明に笑った。三〇〇個くらい奥の手を隠し持ってる卑ひ怯きようなボスキャラのような笑いだった。

「見たら絶対にびっくりしますよ」

「なになになになになに？」

　好こう奇き心しん旺おう盛せいなわに太た朗ろうはさっそく両目をきらきらさせた。うるうるさせるのも得意なわに太朗だけど、きらきらさせるのも負けないくらい得意だった。

「それじゃ見せてあげますね」

　かなでは箱に手をかけると、もったいをつけてから蓋ふたを持ち上げた。

「じゃじゃ～～～ん！」

「うわ～～～、すごいな」

　わに太朗の目がさらに大きくなった。そしてさらにキラキラになった。

　箱の中に入ってたのは一ひと抱かかえもある卵だった。大きさはまるでバスケットボールだ。思わず、「ウソだあああああ!!」って叫びたくなるくらいの大きさだ。

「猫かぶり爆弾じゃありませんよ。ちゃんと本物の卵なんですよ」

　かなでが得意気に説明した。

「マコトさんのお父さんから送られて来たんです。ダチョウの卵なんですよ」

「ダチョウ？」

「そ～～です。ダチョウってのはですね」

　かなでは胸の谷間から子供動物事典を引っ張り出した。

　ど～～してそんなとこにそんな大きなものが入ってたかなんて不思議に思っちゃいけない。全すべては修業のたまものなのだ。

　ど～～してそんなもん入れてたなんてことも不思議に思っちゃいけない。全てはかなでの勝手なのだ。

「これです。これがダチョウです」

　かなでが見せた図ず鑑かんの写真に、わに太朗はさらにすごいすごいを連発した。

「すごいな～～。飛ばなくて走る鳥だなんて面おも白しろいな～～。こんなに大きな鳥だなんてすごいな～～。すごいな～～」

「あ、マコトさん達が帰ってくる前にあれを用意しておかなくちゃいけなかったんだ」

　かなでは思い出したようにそう呟つぶやくと居間を出ていった。

「すごいな～～すごいな～～すごいな～～」

　わに太朗はちゃぶ台の上の卵を見つめながらしきりにすごいなすごいなを連発してた。

　図鑑に載のっかってる写真とはちょっとだけ違ってたけど、（形とか色とか模様とか）そんな些さ細さいなことわに太朗は気にしなかった。

　わに太朗はそっと卵に手を当てた。思ったよりすべすべとした感かん触しよくだ。それに何だかほんわりと温かい。

　きっと、もうすぐダチョウの赤ちゃんが生まれるんだな。

　わに太朗は思った。

　そしたら毎日、マコト兄ちゃん家ちに来て一緒に遊ぼっと。それでダチョウが大きくなったら乗せてもらおっと。

　ダチョウに乗ってさっそうと町を飛び回る自分の姿を思い浮かべた。なんだかとってもステキな光景だ。

　名付けて、ダチョウさんと仲良くなろう計画だ。

「うふふふふふふふふふ」

　あまりのステキな計画に、わに太た朗ろうが目を細くして微笑ほほえんでた時だ。

「やっと見つけました。も～～涼すず葉はさんってば。あんな奥にしまうんですもの。見つけるのに苦労しちゃいました」

　かなでが居間に戻ってきた。その手には、鉄とプラスチックで出来た丸い円えん盤ばんのようなものを持ってた。

　たまにひょこひょこ町へ出かけて、家電製品売り場なんかを見て回ってるわに太朗には、それが何なのか一発で分かった。

　ズバリ！　ホットプレートだ。

「わに太朗様、ちゃぶ台の上の卵、どかしていただいてもよろしいですか？」

「は～～～～い」

　わに太朗はちゃぶ台の上の卵とその箱を部屋の端はしへと移動させた。

「二人が帰ってきたらお昼にするんで、わに太朗様もご一緒にいかがですか？」

「わ～～い」

　わに太朗は万ばん歳ざいして喜んだ。実は前々からこのホットプレートってのを使ってみたかったのだ。

「ねーねー、何するの？　焼肉なの？　焼きソバなの？　それとも……お好み焼き？」

「違いますよ」

　かなではにこやか～におっしゃった。

「オムレツです」

「わ～～い、オムレツオムレツ」

　今度もわに太朗は万歳して喜んだ。実は前々からオムレツってのを食べてみたかったのだ。

「オムレツってあれだよね。卵をふんわり焼く料理だよね」

「そ～～ですよ」

「卵をいくつ使うの？」

「一つですよ」

「え？　一つ………」

　わに太朗の顔がくもった。

　いくら何でも、卵一つで四人分のオムレツなんてムリだよ。いくらボクがお子様であんまり食べないって言ったって。

「やっぱりぼくまた後で来るよ」

「ど～～したんですか？　わに太た朗ろう様」

「ちょっとしかないオムレツ、分けてもらったら悪いもん」

　しばし目をぱちくりさせてたかなでだけど、わに太朗が言ってることを理解したのかケラケラと笑い出した。

「大丈夫ですよ。わに太朗様。オムレツは小さくなんかないですから。四人で食べたってあまるくらいかもしれませんよ」

「だけど、卵を一個しか使わないんでしょ？」

「ええ、一個ですよ。だけど大丈夫です。だってものすごく大きな卵なんですから」

　かなでは、わに太朗が移動させた卵に手を伸ばすと笑顔で言った。

「ね、大きいでしょ」

「……………………ええええ！」

　しばし目をぱちくりさせてたわに太朗だけど、かなでの言ってることは理解出来た。

　わに太朗は泣きそうな声で言った。

「それオムレツにしちゃうの？」

「はい、わたしはお好み焼きがいいって言ったんですけど、多数決でオムレツになりました。まぁ、オムレツも好きですからいいんですけど。楽しみですね。どんな味がするんですかね」

　かなではじゅるじゅるとヨダレをすすった。

「オムレツになっちゃう………」

　ダチョウさんと仲良くなろう計画は、どうやらしょっぱなから消しよう滅めつしそうだ。

　オムレツになってしまったら仲良くなんかなれる訳がない。いや、一時は一いつ心しん同どう体たいとも呼べる仲になれるんだろうけど、次の日にはお別れしなくちゃいけない。トイレでお別れしなくちゃならない。

　お別れしない訳にはいかない。そんなことしたら病気になってしまう。

　わに太朗は何だかものすごく悲しくなった。

　卵の中から、助けを求める声が聞こえて来るような気がした。

『わに太朗くん。ボクを助けてよ。ボク、オムレツになんかなりたくないよ』

　そんなわに太朗の心なんて知る由よしもなく、かなではちゃくちゃくと準備に取りかかっていた。

「さてと、そろそろ帰ってくるし。気をきかしてしゃかしゃかぐらいやっておいてあげよっと」

　でっかなボールをちゃぶ台の空あいてるとこに置いて、その上で卵を割ろうとがんばった。

　だけど割れなかった。かなり固かった。

　ちゃぶ台のへりでごんがごんがぶつけてみたけど、ヒビさえ入らなかった。

「固い固いとは聞いてたけれど、こんなにも固かったんですね。よ～～し、こうなったら」

　かなでは立ち上がった。両手で卵を持ち上げた。

「力一杯やってみよっと」

　せ～～のって、両手を振り上げたその瞬間。

　ドッシュ～～ン！

　何な故ぜか唐とう突とつに何の前触れもなく、かなでの意識はふき飛んだ。




　買い物から帰ってきたマコトと涼すず葉はが目撃したものは、粉で真っ白く染まった部屋の中、うつぶせに倒れるかなでの姿だった。

「かなで、かなで」

　涼葉がゆり動かすと、かなではむっくりと起き上がった。

「あれ………わたしど～～して」

　粉まみれのかなでに、涼葉は呆あきれた息を吐はき出した。

「かなで。いくらお好み焼きがよかったからと言ってもこれはないでござるよ。ちゃんと多数決でオムレツに決まったでござるから」

「え？」

「まったく、小麦粉でこんなに部屋を汚よごして。一体何をしようとしてたでござるか」

「違いますよ。あたし小麦粉いじってなんかいませんよ。あたしはただ卵を割ろうとしてて、あれれ？」
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　かなでは辺りをきょろきょろと見渡した。雪景色みたいになった部屋の中、卵はなかった。

「あれれ、卵？」

　なおもきょろきょろするかなでに、涼すず葉はが目を鋭くした。

「かなで！　一人で食べてしまうとはどういうことでござるか！」

「違いますよ！　わたしは食べてませんって」

「かなでさん。お腹なか空すいてたのは分かるけど、カラは出さなきゃダメだと思うよ。消化に悪いと思うから」

「も～～、マコトさんまで。ですから、あたし食べてないんですってば」

　ぷくって頰ほおを膨ふくらめるかなでは、そこでハッとした。

「そ～～です。わに太た朗ろう様です！」

「はい？」

「卵泥どろ棒ぼうの犯人はわに太朗様です！」

　かなでは床にこびりつく白い粉を指ですくうとそれをペロっと嘗なめた。

「間違いないです」

　麻ま薬やくＧメンのような顔でかなでは頷うなずいた。

「これは血ち桜ざくら忍にん法ぽうの一つ、痺しびれ白雪の術です。フグの毒から造り出したこの粉を火薬で爆発させ一瞬にして辺りにいる敵をマヒさせてしまうという恐ろしい忍にん術じゆつです」

　得意気に説明するかなでだったけど……、涼葉とマコトの目は変わらなかった。信じてくれなかった。

　信じてもらうには日頃の行ないがあまりにも悪すぎた。




　日頃の行ないその１　食事前につまみ食いする。

　日頃の行ないその２　好きなものは人より多く食べようとする。

　日頃の行ないその３　新作料理に挑戦して何な故ぜか爆発を起こす。




「で～～す～～か～～ら～～、本当にわに太朗様なんですってば～～～」

　かなでの悲痛の叫び声が、昼の春日かすが邸ていに響いた。




　　　　　２




　町外れの森の中にある廃工場、血桜のアジトだ。その裏にわに太朗はしゅばっとやって来た。

　辺りをきょろきょろと見渡して、誰もいないのを確認してからわに太朗はぽっこりと膨らんだ服のお腹のとこを引っ張った。

　取り出されたのは卵だった。そう、かなでの言う通り、卵泥棒はわに太朗だったのだ。

「どうしよ、思わず持って来ちゃったけど」

　わに太た朗ろうの頭に、怒ってる三人の顔が浮かんだ。涼すず葉はとかなでとマコトの三人だ。

　やっぱり返しに行った方がいいのかな？

　だけど、首を左右にぷるぷると振る。

「ダメだよ。そしたらダチョウ君が食べられちゃうもん」

　わに太朗は卵をぎゅっと抱だきしめた。

「大丈夫だよ。僕が守ってあげるから」

　とりあえず、近くにあった箱にわに太朗は卵を突っ込んだ。

「どうやって温めればいいか聞いてこよっと。毛け田だ五ご郎ろうなら多分知ってるだろうから」

　わに太朗はしゅばっとその場から消えた。

　しばらくが経過した後、やって来る影があった。

「おい、伴ばん介すけ。伴介！」

　恐い顔したでっかなおじさん。血ち桜ざくら忍にん群ぐん副ふく頭とう目もく、血桜虎牙ベンガルさんだ。

「まったく、昼の食事当番をサボるとは何事だ！」

　ぶつくさ呟つぶやく虎牙の大きな瞳に、それは映った。

「こいつは……なんともまあ大きな卵だな」

　虎牙は卵を持ち上げると感嘆の息を漏もらした。

「この時代にはこのような卵を産む鳥がいるのか。う～～む」

　虎牙は辺りをきょろきょろと見渡した。もしこの卵を産んだ鳥が近くにいたら焼鳥にしてしまおうと思ったのだ。

　だけど残念ながらそんな大きな鳥はいなかった。小さな鳥もいなかった。いたのは赤トンボくらいだった。

「ま、この卵一つでも大したものだからな。あまり欲張らないことにしよう」

　虎牙は卵を懐ふところに突っ込むと、てくてく歩き出した。




『卵の孵かえし方でございますか？　そんなのはさほど難しいことではございません。腹巻の中にでも入れて割れないように注意しておけば孵りますよ』

　わに太朗の質問に、血桜忍群中ちゆう忍にん、血桜毛田五郎はそんな風に教えてくれた。

　動物使いの異名を持ち、動物にまみれて生きている毛田五郎の言うことだ。間違いないだろう。

　だからわに太朗はでっかな腹巻を持ってやって来た。ちなみにこの腹巻は虎牙のものだ。黙って借りて来たのだ。

「卵ちゃんたっだいま～～～～」

　工場裏に戻ってきたわに太朗は、とことこと卵を入れた木箱に近づいた。

「卵ちゃん。すぐに温めてあげるから……」

　わに太た朗ろうは目をパチクリさせた。箱に入れたはずの卵がなかったからだ。

「あれれ？」

　辺りをきょろきょろと見渡したけれど、やっぱり卵は見当たらなかった。

　もしかして、もう生まれちゃったのかな？

　そう思ったけれど、すぐに首を横に振る。箱の中にはその回りにも、割れたカラなんて一つもない。

　もしかして、卵が勝手に逃げ出したのかな？

　わに太朗の頭に、ぴょんぴょんと飛び跳はねていく卵が浮かんできた。

　だけどそれも違うようだ。

「いくらダチョウさんの卵だって、そんなに元気じゃないよね」

　それじゃど～～したんだろ？

　なおも首をひねってるとこに、一人の下げ忍にんがやって来た。

「あ、わに太朗様。ちょうどよかったです。そろそろお昼の準備が出来ますからいらしてください。今日のおかずは卵」

「ええええええ！！！」

　すごい勢いでわに太朗が下忍の首にかじりついた。

「今卵って言った？　言ったよね」

「え、ええ。広場で鉄鍋なべ出してゆで卵にしようって」

「あああああ卵ちゃん!!」

　わに太朗の姿がしゅばっと消えた。後に残されたのは、わに太朗が着ていた現代の少年服と、そして虎牙ベンガルのでっかい腹巻だけだ。

「齢よわい九歳さいにしてあの消えっぷり。さすがはわに太朗様だな～～」

　おれもがんばらなきゃな～～って感じに、下忍はのんびりと言った。




　ぐらぐらぐらぐらぐらぐらぐら。

　広場に置かれたでっかな鉄鍋の中では、これでもかってくらいお湯が煮えたぎっていた。

　そして、お湯の回りにはたくさんの下忍達が集まってた。

「よ～～～し、茹ゆでるぞ～～～」

「お～～～！」

　無意味に高いテンションで卵を鍋の中に入れようとした瞬間。

「わ～～～～～～！！！」

　弾丸のように飛び込んで来た何かが、料理当番の下忍達の間を駆かけ抜けた。

　そして、下忍達は倒れた。一瞬にして急所に強烈な一撃をたたき込まれてたのだ。

「わに太朗様！」

　弾丸の正体に、下げ忍にん一同どよめきの声を上げた。

　これが虎牙ベンガルなら下忍達だって驚かなかったろう。虎牙が下忍に暴力を働くのはいつものことだ。三六五日、一日もかかすことなく下忍を殴なぐりつけてる。そんな困った上じよう司しだ。

　だけどわに太た朗ろうは違う。突然変異で生まれてしまったとしか思えないよい子ちゃんなのだ。

　血ち生なま臭ぐさいことが大嫌いで、ケンカが大嫌いで、悲しいことがあるとすぐに瞳をうるうるさせちゃう男の子なのだ。

　そんなわに太朗が下忍に乱暴を働くなんて、前代未み聞もんの出来事だ。

　下忍達の頭の中に、一つの単語が浮かび上がった。

　ザ！　ご乱心！

　思わず周りが身構える中、わに太朗は倒れた下忍達に駆かけ寄った。

「ごめんなさい。卵ちゃんを助けたかったの。この卵ちゃんを………」

　あれれ？　だった。

　ザルの中の卵は、わに太朗の捜さがし求めてた卵じゃなかった。ごくごく普通サイズの卵達だったのだ。

「それじゃ、卵ちゃんはどこなんだろ？」

　もう手がかりはなくなってしまった。何だか悲しくなって、わに太朗はしくしくと泣きだした。

「あの、わに太朗様、どうかしたのですか？」

　どうやらご乱心じゃないぞってことに気がついた下忍達が近寄ってくる。

　わに太朗は涙ながらに説明した。

「ぼくの、卵ちゃんがどっか行っちゃったんだ。こんなぐらいの大きさの卵ちゃん」

「………………待てよ」

　一人の下忍が眉まゆ毛げと眉毛の間にたてジワを走らせた。

「おい、なんか心当たりがあるのか？」

「ああ、実はな」

　下忍はこんな話をした。

「さっき、鉄鍋なべを抱かかえた虎牙様と会ったんだ。そろそろご飯ですからいらしてくださいと言ったら、今日は食欲がないからいいとか言うのだ。そしてこそこそと森へ入って行ってしまった。今思うと、何やら懐ふところが不自然にふくらんでいたような気がする」

　下忍一同、ため息を吐はき出した。

　虎牙の行動パターンなんていっつも一緒にいる下忍達にはお見通しだったのだ。

「虎牙様、独り占めするつもりだな」

「あの人はがめついからなあ。こと食べ物のことになると」

「まったく、いい年してみっともないよなぁ」

　ぶつくさ下げ忍にん達が愚ぐ痴ちる中、わに太た朗ろうはきょとんとしてた。よく状況を理解してなかったのだ。

「つまり、どういうこと？　虎牙ベンガルが卵持ってるかもしれないってこと」

「間違いないでしょうね」

　ため息混じりに、下忍が答えた。

「しかも、独り占めして食べてしまおうと思っているはずです」

「ええええええ！　やっぱ食べちゃうのぉ！」

　悲鳴をあげ、慌あわてて走り出そうとするわに太朗を、下忍が呼び止めた。

「お待ちください！　わに太朗様」

「え？」

「詳くわしい事情は分かりませぬが、頭とう目もくであられるわに太朗様の窮地。我ら血ち桜ざくら忍にん群ぐん下忍として見逃す訳にはまいりませぬ。およばずながら我らの力をお貸しいたします」

「本当に？」

「本当でございます」

　下忍一同、その場にかしずいた。

「お願い！　虎牙を探すの手伝って！　見つけたら卵食べちゃダメって言って！」

「承知!!」

　一礼すると、下忍達は森へ向けて飛び立っていった。

「みんな、ぼくのために………ありがと～」

　感動色に染まってるわに太朗だけど……。

「わに太朗様の命令だからな。ちょっとくらい虎牙様に手荒なことしちゃっても仕方ないだろう」

「そうだそうだ、ちょっとくらい手しゆ裏り剣けんを投げちゃっても」

「そうだそうだ、ちょっとくらい忍にん者じや刀とうで斬きっちゃっても」

「ちょっとくらい爆弾をぶつけちゃっても」

「皆のもの。このせっかくの好機に普段の恨うらみをはらそうぞ」

「お～～～～！！！」

　本当の動機は、けっこう不純だった。

　度重なる暴力にけっこうフラストレーションたまっちゃってる下忍達だった。
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　ぐらぐらぐらぐらぐらぐらぐら。

　鉄鍋なべの中では、これでもかってくらいお湯が煮えたぎっていた。

「もうそろそろ頃合だろう」

　虎牙ベンガルは、大きな瞳をぎょろぎょろ動かして辺りを見回した。

「よし、誰もいないな」

　にんまりと微笑ほほえむと、虎牙は懐ふところに手を突っ込んだ。取り出されたのは、偶然に見つけた大きな卵だ。

「やはり男なら豪ごう快かいにゆで卵で食べるというものだな。うむうむ」

　満足気に微笑んだ虎牙が卵を鍋なべにぶち込もうとしたまさにその時だった。

　虎牙の瞳が鋭く光った。

　ガチョ～～ンって仕し込こみ爪づめを飛び出させた左腕を力一杯振りたくった。

　ガキン!!

　鈍い音をたてて、手しゆ裏り剣けんが地面に突き刺さった。何者かが虎牙のことを狙ねらったのだ。

「何者だ！」

「おれ達だ！」

　下げ忍にん達の登場だった。それぞれの手にそれぞれの武器を握り締め、わさわさと虎牙のこと取り囲んだ。

「見つけたぞ！　虎牙様！」

「大人おとなしくその卵を渡せ！」

「渡さないと虎牙様とて容よう赦しやはしないぞ！」

「いつも殴なぐられてる我らの恨うらみ、思い知れ！」

　ちょっと本音も出てしまった。

　バックにわに太た朗ろうがついてるってことで下忍達は調子こきまくっていたのだ。

「お前ら～～～～」

　虎牙は奥歯をぎちぎちと鳴らして叫んだ。

「この卵はわしが見つけたのだ！　誰にも渡さんぞ!!」

　右腕からも仕込み爪を飛び出させ、虎牙はかまえた。

「うが～～～～～～！！！」

　虎牙の猛もう攻こうが始まった。下忍達が面おも白しろいようにぶっ飛ばされていく。

　だけど下忍達も負けなかった。懐から白い塊かたまりを出すと一いつ斉せいに虎牙に向かって投げつけた。

　粘ねん着ちやく性の白い糸が、虎牙の体をがんじがらめにした。いくらその怪力をもってしても、身動きが取れない。多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいだ。

「虎牙様。ここまでのようですね」

　笑いをかみ殺して、下忍は言った。

「卵のことはお諦あきらめくださいまし」

　やっぱり笑いをかみ殺して、別の下忍が言った。

　だけど、殺し切れなかった。

「わ～～いわ～～～い」

　下げ忍にん達はみんなで手をたたき合って勝利を喜び合った。まるで試合に勝った女子バレー部員のようだ。

「き、きさまら………」

　虎牙ベンガルが唸うなった。

「この血ち桜ざくら虎牙を………甘くみるなよ」

　押し殺した声で、虎牙が呟つぶやいた。

「我が体内に眠ねむるケダモノの魂たましいよ。今こそ封ふう印いんをとき目覚めるがよい」

「い、いかん！　あの呪じゆ文もんは!!」

　下忍達の顔色が変わった。キャピキャピ女子バレー部員の時間は一瞬にして終わった。

「虎牙様！　落ち着いてくださいませ！　これは全すべてわに太た朗ろう様の命令で……」

　説明なんか聞かず、虎牙は空を仰あおぐと叫んだ。

「開眼しろ！　金色の瞳よ！」

　虎牙の瞳から色が失われた。がっくりと頭を垂れる。

　絶望的な沈黙の中、虎牙がぐいっと顔を持ち上げた。髪の毛やヒゲがチリチリと震え、その瞳は金色に輝いていた。もはや妖よう怪かいと言ってもいい形ぎよう相そうだ。

「ガオォォォォォォォ！！！」

　一声吠ほえると、虎牙は体に巻き付いた白糸を一気に引き千ち切ぎった。

「狂きよう虎この術！　自らを獣けものへと変えてしまう虎牙様最強の術だ！」

　下忍がカラカラに乾いた声で叫んだ。

「そのあまりの危険さに、二度と使わないと自ら封ふう印いんしたと聞いたが……」

「まさか、食べ物を守るためだけに封印を解くなんて」

「さすがは虎牙様……食い意地がはっている」

　とことん呆あきれながらも、下忍達は感心もした。

　だけど感心してる場合じゃなかった。

　狂虎は目を細めてゆっくりと下忍達を睨にらみつけていく。まるでどいつから食ってやろうか考えているかのように。

「ちゃんと訳を話してもとに戻っていただく訳には……」

「無む駄だだ！　言葉なんて通じん！　あの術が発動したら最後、誰かを八やつ裂ざきにするまでは虎牙様はもとには戻らん。もしくは虎牙様を気絶させるしか………」

　下忍達はとっても素す敵てきに押し黙った。

　オーソドックスな戦闘では血ち桜ざくら忍にん群ぐん最強と呼ばれる忍び、血桜カバネ丸。彼がこんなこと言ってたのを思い出したのだ。

『あいつに勝ったのは奇跡だね。あいつってのは虎とらになった虎牙さ。一度戦ってなんとか倒したが、一歩間違えたら俺おれがくたばってたよ。もし今度虎牙ベンガルが虎とらになったら、俺は一番に逃げるからな』

「とにかく、カバネ丸様を呼んで来るのだ！　あとはなんとかここで虎牙様を食い止める。里に下りて行ったら大変なことになってしまうからな！」

「よし、分かった。カバネ丸様を呼んで来る！」

　一人の下げ忍にんがしゅばっと消えた。

「しかし、食い止めると言っても……カバネ丸様が苦戦した相手だぞ。我らで何が」

「戦うだけが能ではない。ようは時間がかせげればいいのだ。虎と言えば猫ねこの大きなもの。そう考えれば手はある」

　下忍が懐ふところから巨大な猫じゃらしを取り出した。

　同じく、他ほかの下忍達も猫じゃらしを引っ張り出した。ど～してこんなもん持ってたかは知らないけど、入ってたからいいのだ。

「よちよち、かわいい猫たんですね～～」

　下忍数人による猫じゃらし作戦が開始された。

「お～～よちよちよちよち」

「ウガァァァァァ！」

　ベキ！

　下忍数人は軽くふっとばされた。

　猫じゃらし作戦は残念ながら失敗に終わった。

「く～～、ならば毛糸玉作戦だ！」

　毛糸玉作戦も失敗した。

「ならばならばマタタビ作戦！」

　マタタビはあいにく持ってなかった。

「ならばならばならば、猫まっしぐらのカルカン作戦！」

　持ってるはずがなかった。

「だ～～～～～～!!」

　万ばん策さくつきて頭を抱かかえてる下忍達のもとへ、一人の下忍が現れる。カバネ丸を呼びに行ったあの下忍だ。

「おお、戻ってきたか！」

　希望の光だった。

「それで、カバネ丸様は？」

「それが、虎牙様が虎になったと話した途と端たん、急に両耳を塞ふさいで、俺は知らんぞ！　俺は聞いてないぞ！　と連呼しながらあさっての方向に………」

「逃げてしまわれたのか？」

　こっくりと頷うなずく下げ忍にんに、絶望の声が上がった。

「どうする？」

「どうするもこうするも………どうしよう」

　下忍一同、頭を抱かかえ込んだまさにその時。

「虎牙ベンガルみ～～～っけ！！！」

　弾はずんだ声とともに、わに太た朗ろうがやって来た。

　虎牙が虎とらになっていることにも気がつかず、その前にちょこんと着地する。

「ねー卵返して欲しいんだけど。ねえ虎牙」

　下忍一同、悲鳴を上げた。

「ああああああああああ、わに太朗様ぁぁぁぁぁぁぁ」

「その卵はぼくのなんだ。返してくれるよね」

　虎牙は卵を返してくれなかった。それどころか一声吠ほえるとわに太朗めがけて爪つめを振り下ろした。

「虎牙………」

　爪を避けたわに太朗は、思わず泣きそうになる。

　だけどぐぐって涙を飲み込んだ。

「いくら虎牙だって、卵返してくれないんなら容よう赦しやしないんだぞ！」

　わに太朗が背中の忍にん者じや刀とうを引き抜いた。

　そして戦いが始まった。

　幼いとはいえ、忍者のサラブレッドの家系に生まれ、忍術や体術をたたき込まれたわに太朗だ。その技や動きのキレはなかなかのものだった。

　だけども、今回は相手が悪かった。

　カバネ丸ですら恐れる、狂きよう虎ことなった虎牙なのだ。

　怒ど濤とうのような爪攻撃を避けたわに太朗だったけど、間かん髪ぱつ入れずに繰り出された蹴けりの一撃は防ぼう御ぎよするだけで一杯だった。

　わに太朗の小さな体がふっとばされた。

　下忍達が並んで壁になって受けとめなかったら、大木に背中を打ちつけていたことだろう。

「わに太朗様！　ここはお逃げください！」

「今の虎牙様は普通の虎牙様じゃなくて危険です。いや、いつもの虎牙様も十分すぎるくらい危険なんですけど、そんなもんじゃないくらい危険です！　狂虎の術で正気を失っているのです！　虎になってしまわれたのです」

「ここは我らが食い止めます。ですから、ですから！」

「虎？　虎牙って虎になっちゃったの」

　目をぱちくりさせてから、わに太朗はポコンと手を叩たたいた。

「よ～～し、それじゃボクも負けないぞ。虎牙ベンガルが虎とらなら、ボクはわにになっちゃおっと」

　わに太朗は軽くその場で宙ちゆう返りした。下りて来た時には毎度お馴な染じみのわにわにの着ぐるみを着てた。

　下げ忍にん一同、何て声をかけていいんだか分からず口ごもった。

　それでも、下忍の一人が覚かく悟ごを決めて言った。

「わに太朗様。気持ちは分かりますが…………そんなことではどうにも」

「違うよ。これで終わりじゃないんだよ」

　わに太朗は首を横に振った。

「お父さんが教えてくれたんだ。すっごく強くなるっていう忍術。でも、お父さんヘンなこと言うんだよ。教えてくれたくせに絶対に使うなって言うんだ。これを使ったら大変なことになっちゃうって。だけどしょうがないよね。こんな時なんだもの」

　下忍達の背中をやな汗が流れた。忍者の第六感って奴やつがミラクルに危険信号を放ってた。

「わ、わに太朗様！」

　慌あわてて止めに入ったけれど、時すでに遅すぎた。

「じゅーげーむじゅげーむごごーのすりきれ……」

　もこもこの手を動かして、わに太朗は呪じゆ文もんを唱えた。

「てけれってのぱ！！！！！！」




　そ・し・て……




「ん？」

　わに太朗が目を覚ますと、もう夕方になっていた。

　ど～～してか分からないけど、辺り一面焼け野原のようになっていた。あったはずの木々が噓うそのように消えうせていた。

　あたりには、忍しのび達が転がっていた。下忍だけじゃなく中ちゆう忍にんだっていた。みんなしてぼろぼろになって転がってた。

「ど～～したんだろ？」

　可愛かわいらしく首を傾げて、わに太朗は記憶を思い出した。

「え～～と、確か虎牙が虎になっちゃったからボクがわにになろうと思って、そうしないと卵が……そうだ！　卵ちゃん！」

　目的を思い出して、わに太朗は辺りを見渡した。

「卵ちゃん卵ちゃん。あ、あった！」

　頭から地面に埋うもれる虎牙の脇に、捜さがし求めてた卵が転がってた。

「良かった。割れてないや」

　卵にくっついた泥どろをはらうと、わに太た朗ろうはすりすりと頰ほお擦ずりした。

「ボクが温めてあげるからね。だから安心するんだよ」

　ほくほく顔で帰っていくわに太朗。

「なあ、生きてるか？」

　下げ忍にんの一人が、息もたえだえに言った。

「生きてるぞ」

　近くで転がってた下忍が答えた。

「俺おれ、今度からわに太朗様がわにになったら一番に逃げるぞ」

「俺もだ」

　それだけ言うと、二人仲良く意識を失った。
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「そっか、わに太朗くんが卵持ってっちゃったのか」

　お茶をすすりながら、マコトが呟つぶやいた。

「きっと、可哀かわい想そうになったのでござるよ。わに太朗殿どのらしいでござるな」

「だけど、あの卵温めたってかえんないと思うぞ。わに太朗くんにちゃんと伝えた方がいいんじゃないかな？　そのこと」

　もう一度ずずずってお茶をすすってから、マコトは縁側を見やった。

「なぁ、かなでさん」

「……………」

　かなでは部屋のすみっこで小さくなっていた。すみっこを指でつんつん突いてた。かなりいじけてるようだ。

「ど～～したでござるか？　かなで」

「ど～～したでござるかじゃありませんよ！」

　かなでは唇くちびるを尖とがらしてぶ～れた。

「昨日あれだけアタシが説明したのに、ど～～して信用してくれなかったんですか！！！」

　マコトと涼すず葉はは顔を見合わせると、静かに笑った。

　てへへへへって笑いだ。

　ずっとずっと、卵紛ふん失しつ事件の犯人はかなでだって信じて疑ってなかったのだ。

　今朝になってテレビの裏からわに太朗の置き手紙が発見され、それで真犯人が判明したのだ。

「悪かったとは思ってるんだ」

「そうでござるよ」

　謝罪の言葉を並べても、かなでは許してくれなかった。

「もういいです。マコトさんと涼すず葉はさんなんてい～～です。い～～ったらい～～です」

　い～～～って歯をやってから、かなではぷりぷり怒りながら居間を出て行ってしまった。

　部屋でふて寝でもするつもりなのだろう。

「かなでさんに悪いことしちゃったな」

「気にすることはないでござる。どうせ、しばらくすればすっかり忘れて下りて来るでござるから。それから冷蔵庫を開けて叫ぶはずでござる。アイスクリームがないって」

　かなでの行動パターンなんてとっくの昔にお見通しのようだ。

「それでは、拙せつ者しや、ちょっと買い物に行って来るでござる」

「ああ、行ってらっしゃい」

　涼すず葉はを見送ってから、マコトはその場にごろんと横になった。

「やっぱり、お詫わびってことでアイスクリームでも買って来てあげよっかな」

　天てん井じよう見上げてそんなこと呟つぶやいた直後だった。

　コンコンって音が縁側の窓から聞こえて来た。

「ん？」

　立ち上がって行ってみると、ちょろんとしばった髪の毛が見えた。わに太た朗ろうだ。

「わに太朗くんじゃないか」

　マコトは窓を開けてあげた。

　わに太朗は、ものすごくバツの悪そうな顔で、マコトのこと見上げた。

「あの、卵のことなんだけど」

「大丈夫だよ。別に怒ってないから。わに太朗くんの気持ちも分かるしね」

「本当？」

「本当だよ。ぼくもお店で買って来た卵が何だか可哀かわい想そうになってこたつで温めたことがあったもん。結局、何も出てこなかったけど」

　あの頃は幼かったなってマコトは笑った。

「ただ、わに太朗くんには言いにくいんだけど、あの卵を温めたって……」

「昨日の夜にうまれたんだよ！」

「そー、何も生まれないん…………え？」

　マコトは、目をパチクリさせた。

「今、何て言ったの？」

「だから、昨日の夜に生まれたんだよ！　ダチョウの赤ちゃんが！」

　わに太朗は懐ふところから何かを取り出し、両手に載のっけて突き出した。

「ほらほらほら!!」

「ぬわんと！！！」

　マコトは素直に驚いた。わに太朗の手の上には、もそもそ動く奴やつが載っていた。生き物なのは間違いなかった。

　だけど、ダチョウのヒナかと問われれば、かなり疑問が残った。

　どう見てもくちばしついていないし、毛も生はえてないし、目がぎょろっとしてるし、肌がのっぺりしてるし、四本足で歩いてるみたいだし。

　ダチョウのヒナは見たことないけど、断言出来る。これが鳥類であるはずがない！　絶対にない！

　マコトは頭の中で太たい鼓こ判ばんをドスンと叩たたき付けた。

「ピヨ丸って名前つけたんだよ。かわいいでしょかわいいでしょ」

　わに太た朗ろうはその奇妙な生せい物ぶつにすりすりと頰ほお擦ずりした。思わず鳥肌がたってしまいそうになる。

「それでマコト兄ちゃん。お願いがあるんだけど、このピヨ丸、ボクが飼かってもいいかな？」

「まぁ、そりゃ別にかまわないけど」

「本当？　わ～～いわ～～い」

　無む邪じや気きに喜んでから、わに太朗はその生物を懐ふところに突っ込んだ。

「それじゃ、マコト兄ちゃん。ボクそろそろ帰るね。ピヨ丸がもっと大きくなったらまた見せに来るから。バイバイ」

　小さな手を振ると、わに太朗は去って行った。

「う～～ん、どう思い返してみてもあれは鳥のヒナじゃないだろ鳥のヒナじゃ」

　腕を組んで首を傾げながらマコトは唸うなった。

「どちらかと言えばあれは爬は虫ちゆう類るいだろ。トカゲとかイグアナとかの……」

　その直後だった。部屋の電話が鳴り出したのは。

「はいはいはいっと」

　ひょこひょこと電話機のとこに向かうと受話器を取る。

「もしもし、春日かすがですけど」

『お、マコト。元気してるか？』

　ひさしぶりの肉親の声。そう、南の島にいる父親の声だ。

「父さん！　まぁ元気はしてるけど」

　いろいろ大変なんだよってことは飲み込んだ。くノ一いち二人と同どう棲せいしてて、おまけに命を狙ねらわれちゃってるんだってことは秘密にしてるのだ。

『それより、卵のことなんだがな。届いたか？』

「昨日届いたけど」

『もしかして、もう食っちまったか？』

「いいや、まだ食べてないけど」

　マコトは、わに太朗が持ってたあのグロテスクな生き物を思い浮かべた。

　そして小声で付け加えた。

「多分、これからも食べないとは思う」

『よかった。まだ食ってなかったのか』

　やれやれとばかしに息が吐はき出された。

「あの卵がどうかしたの？」

『いや、実はだな。その卵は実はダチョウの卵じゃないんだ』

　いや～～、まいっちゃったよ～～って感じに声は続いた。

『特別天然記念物のポアチアマモルゲというトカゲの卵なんだ』

「……………………」

　マコトは絶句した。ものすごく絶句した。

『パンチパパイヤ島にしか生息しない超希き少しようなイグアナなんだぞ。絶滅の危機さえ囁ささやかれて政府の厳重な環境のもとで飼し育いくされているイグアナなんだ。すごいだろう』

　得意気に説明する父親だったけど、素直に聞いちゃいなかった。

　マコトは実に素朴な疑問をゆっくりとぶつけてみた。

「父さん。その、なんとかかんとかっていうすごく珍しいトカゲの卵が、ど～～してうちなんかに送られて来たのさ？」

『ちょっとした手違いだ』

　説明は短かった。その一言で終わってしまった。

　マコトはこめかみにキリキリとした痛みを覚えた。

　出来ることなら、それがどんな手違いなのか首ねっこ捕まえてとっくり尋ねたいとこだけど、いかんせん相手は南の島だ。首ねっこが遠すぎる。手が届く訳がない。

『とにかくま～～そんなだから、卵は大事に持っててくれよ。明日にでもパンチパパイヤ環境職員がそっちに到着して卵を回収するように手て筈はずはととのえておいたから。じゃあ、そういうことだから。ちゃんと飯食えよ。風呂入れよ』

　電話は一方的に切れた。

「相変わらずラテン系の血が流れてんだから」

　やれやれってため息吐き出してから、マコトは真顔で呟つぶやいた。

「それにしても、父さん向こうでどんな仕事してんだよ」

　とてもじゃないが、缶かん詰づめ工場の派は遣けん所長とは思えない話だった。

「なんか裏でみょ～～な仕事やってんじゃないだろうな。実は諜ちよう報ほう員いんで悪の組織と戦ったりしてるとか」

　自分で考えて自分で吹き出した。

「何考えてんだろ。僕」

　と、また電話機が鳴り出す。

「もしもし」

『お、一つ言い忘れてたことがあった』

　親父おやじ再びだった。

『その卵をねらって国際的希き少しよう動物密売組織が動いてるって噂うわさがあるんだ。とりあえず気をつけろ。それじゃな。歯みがけよ。うがいしろよ』

　また一方的なこと言って電話は切れた。

「こくさいてききしょうどうぶつみつばいそしき」

　いかがわしさてんこもりだ。

「とりあえず気をつけろって言われたってな～～。ど～～することも出来ないし。それにまさかそんなね。父さんの冗じよう談だんだろ。いくら何でもそんなテレビやマンガのような話は………」

　マコトはそれ以上一言も喋しやべれなかった。

　なんか、いつの間にか妙な格好した連中に取り囲まれてたからだ。

　真っ黒くピタっとしたスーツに身を包んだ覆ふく面めんの集団。どう見たって怪あやしいことこの上なしだ。

「いや～～～、はっはっはっはっはっは」

　でっかな汗を頰ほおにかきながら、マコトは笑った。笑うしかないから笑った。

　この後におよんで、マコトは呟つぶやいた。

「いくら何でもそんなことあるわけ……」

　残念ながらそんなことあった。




「ふわ～～、あたしってばちょっと横になるとすぐ眠ねむくなっちゃうんだよなぁ。きっと前世が受験生だったのね。それでいつも睡眠不足だったのよ。きっとそうに違いないわ」

　目め茶ちや苦く茶ちやな論理を並べながら、かなでが二階から下りて来た。

「アイスアイス、アイスクリーム」

　そんなこと口ずさみながら冷蔵庫を開けようとしたかなでは、居間で転がってるイモムシ君に気がついた。

「あらあらあら」

　口んとこに手を当てて、かなでは言った。

「マコトさんって、そ～～ゆ～～趣味があったんですか。びっくりですね」

「もがもがもが」

　猿ぐつわをはめられて簀すのこ巻きになったマコトが必死にもがいた。

　必死になってそうじゃないって瞳で訴えるんだけど、かなでは分かってくれなかった。

「言ってくれればあたしがもっと縛しばってあげますよ」

　何ど処こからかヒモを引っ張り出すかなでに、マコトは危機感を覚えた。

　このままかなでに身を委ゆだねていたら、羽う化か出来ないくらいガッチリとしたサナギにされてしまう！

　必死になって首を動かして、なんとか自力で猿さるぐつわを外したマコトは力の限り叫んだ。

「大変なんだ！　わに太た朗ろうくんが危ないんだ！」

「はい？」

　かなでは意味が分かりませんって顔をした。

「国際的希き少しよう動物密輸組織なんだ！」

「国内気象情報道草ソーメン？　何ですかそれ」

　やっぱり通じなかった。

「そうじゃなくって、ちゃんと説明すると……」

　イモ虫のまま、マコトは超早口に説明した。

「あの卵はダチョウの卵なんかじゃなくって、なんか南の島のすっごい珍しいイグアナの卵だったんだ。それをおいかけて悪い奴やつらがやって来て。なんとか食べちゃったって誤ご魔ま化かそうとしてた時にうっかりわに太朗くんがまた来ちゃって。借りてたマンガを返しに来たんだけどまぁそんなことはいいや。で、わに太朗くんが抱だいてたイグアナに気がついた国際的希少動物密輸組織がわに太朗くんのこと追いかけて行ったんだ！」

「なるほど～～、なんとなくですけど理解しました」

　かなではこっくりと頷うなずいた。

「それは確かに心配ですね～～」

「そうだよ！　早くなんとかしないとわに太朗くんが！」

「何言ってるんですか？　マコトさん」

　かなでがキョトンとして言った。

「アタシが心配だって言ったのは、その国内気象情報道草ソーメンの方々ですよ」

「え？」

「ホント心配ですね。食べられちゃわなきゃいいんですけど。心配ですね～～」

　そんなこと繰り返しながら、かなでは台所へ戻ると冷凍庫を開けた。

　そして叫んだ。

「あ～～、アイスがない!!」
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「う～～む」

　男は静かに唸うなり声を上げた。

「ガキの後をこっそりつけて来たものの………」

　男の目の前にはボロっとした廃はい工場がたたずんでいた。とても人が住める場所とは到底思えない。

「こんなところで一体何を？」

「細かいことは気にしないようにしようぜ。あのガキが抱かかえてたのは間違いなく例のトカゲだ。卵からかえっちまってるのは計算外だがな」

「しかし、こんなつまらん仕事にオレ達を使わなくたっていいのによ」

「まぁいいじゃないか」

　リーダー格の男が頷うなずいて見せた。

「あのトカゲを奪い取ればたっぷりと金がもらえるんだ。全力で行くぞ」

「ラジャー！」

　男達は、それぞれの服に手をかけた。下から現れるのは体にぴったりと張り付く特殊スーツだ。まるで特殊部隊のようだ。

　実際にそれは間違ってなかった。男達は、世界中の闇やみの組織から仕事を引き受ける裏仕事専門の特殊チームだったのだ。

　どんな危険な任務も確実にこなす戦闘のプロフェッショナル達なのだ。

「よし、行くぞ」

　リーダーの合図で、男達は工場の敷地内に足を踏み入れた。

　誰もが、この任務はすぐに終了すると思っていた。

　汗をかくことすらない楽な仕事だと信じて疑ってなかった。

　だけどそれは違ってた。

　この廃工場は、彼らが思っていたよりも一〇〇万倍も恐ろしく、そして危険な場所だった。

　気がついた時には、時すでに遅すぎた。

「うぎゃ～～～～～！！！」

　見せ場なしで、男達は敗北した。




「我ら血ち桜ざくらの根ね城じろに忍び込むとは、命知らずな奴やつらめ」

　木に逆さかさまにぶらさがる男達を見上げ、虎牙ベンガルはくっくっくと笑った。

　昨日、わにに変身したわに太た朗ろうによってこてんぱんにやられたくせに、もう復活してた。まったくもって呆あきれる体力だ。

「それにしても、こいつら何者なんでしょうかね」

　下げ忍にんの一人が呟つぶやいた。

「ぶちのめした時、うわ言でトカゲがど～～のこ～～の言ってましたけど」

「トカゲ？　う～～～む」

　虎牙は唸うなった。

「わに太朗様が抱かかえていたあのトカゲと関係があるのか？」

「さぁ、詳くわしくは分かりませんけど」

「わに太朗様にお聞きしてみるか」

　虎牙がそう呟いた直後だった。

「え～～～～～～ん、虎牙ベンガル」

　半ベソかきながら、わに太た朗ろうがやって来た。

「いかがなされましたか？　わに太朗様」

「ピヨ丸が、ピヨ丸が」

　わに太朗は持ってたトカゲを両手に載のっけて突き出した。

「病気になっちゃったんだ！」

　トカゲはぶるぶると震えていた。弱々しく胸が上下してる。お世せ辞じにも元気だとは言いがたい雰囲気だ。

「う～～む」

　虎牙は困った。トカゲの病気の治し方なんて彼は知ってなかった。トカゲのおいしい食べ方ならいくつか知ってたけれど。

「毛け田だ五ご郎ろうに聞いてみては？」

「毛田五郎は毛の生はえてない動物のことはよく知らないって言うんだ」

「う～～む」

　虎牙はまた唸うなった。

「わに太朗様。一つお伺うかがいしますが、これをどこで手に入れたのでございますか？」

「え？」

「きっとこの動物に詳くわしい者が近くにおるはずで」

「そうだ！」

　わに太朗の瞳に希望ってのが燃え上がった。

「南の島のお父さんに電話かけてもらおっと。それからピヨ丸のこと聞いてもらおっと」

　わに太朗はしゅばっと消えた。

「オロチ！　ミカゲ！　わに太朗様のことは頼んだぞ」

「は！」

　オロチとミカゲがわに太朗をおいかけて飛んだ。

「さてと………」

　木にぶる下がった人々に目を戻し、虎牙は壮絶な笑みを浮かべた。

「こいつらにいろいろ尋ねなければな」

　楽しげに、指をボキボキと鳴らす。昨日死にかけたとは思えないくらいの元気さだ。

「さ、あらいざらい吐はいてもらうぞ」

　下げ忍にん一同、それはムリだなって頭の中で呟つぶやいた。

　虎牙ってばやりすぎ大魔王だから、その拷ごう問もんを受けたら大抵吐き出す前にノックダウンしてしまうのだ。

　真相は永遠の闇やみの中なんだろうなって、下忍達は思った。
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　所変わって春日かすが邸てい。

「え～～～ぃ！　離せ！」

　バット持って家を飛び出そうとしてるマコトを、涼すず葉はとかなでが必死になって止めてた。

「早くしないとわに太た朗ろうくんが、わに太朗くんが」

「だから大丈夫なんですってば。わに太朗様だって忍しのびなんですから。そんな簡単に負けたりしませんって」

「そうでござる。それに血ち桜ざくらの根ね城じろに向かうなど無む謀ぼうすぎるでござる。ここは拙せつ者しやとかなでが様子を見に行くでござるから」

「わ～～～」

　マコトには聞こえてないようだった。

「本当に、他ほかの人のことになると見境がなくなるんですから」

　そう吐はき出した後で、かなでがポツリ呟つぶやいた。

「まぁ、そんなとこが好きなんですけど」

「何でござるか？」

「いいえ、何でもないです。何でも。あははは」

　適当に笑ってから、かなでは小さな石のようなものを取り出した。それを手の中でごりごりと潰つぶす。

　そして、唇くちびるだけで涼葉に言った。

『マコトさんには眠ねむり粉で少しだけ眠っててもらいます』

『頼んだでござるよ』

　涼葉も唇だけで言った。

『それじゃいきます』

　かなでが手に握り締めた掌てのひらをマコトの前で開こうとしたその瞬間。

「マコト兄ちゃ～～～ん！！！」

　ゴム鞠まりのように、わに太朗が三人の中に飛び込んで来た。

「うわああ」

「きゃああ」

　マコトとかなでが見事にひっくり返った。

「いたたたたた、鼻ぶつけちゃったじゃないですか」

　鼻をさすりながら、かなでは思い出した。

　あら、そう言えば右手に眠り粉を持ってたんだっけ？

　思い出した時には、もう眠りの世界に片足を突っ込んでた。

「すぴ～～～～」

　かなではさっさと眠ねむった。ただでさえ眠るのは得意な女の子なのだ。眠り粉の誘惑に逆さからえる訳がない。

「かなで……お主ぬしという奴やつは」

　毎度ながらのかなでのポケポケにため息一つ吐はき出してから、涼すず葉ははわに太た朗ろうのことを見た。

　涼葉が何か言う前に、マコトが口を開いた。

「わに太朗くん。無事だったんだね」

「無事？」

「ほら、黒い服着た妙な連中がわに太朗くんのこと追いかけたでしょ」

「え？　うん。そう言えばなんかいたな」

　わに太朗はこともなげに言った。

「木に逆さまに吊つるされてたよ。虎牙ベンガルにやりすぎちゃダメって言っときゃなきゃいけなかったな」

　やっぱり忍にん者じやは伊だ達てじゃない。

　マコトは心の中でその言葉を呟つぶやいた。

　ついでに、その忍者達に命を狙ねらわれてるんだってことを思い出し、今更ながらぶるぶるってした。

「それよりマコト兄ちゃん。ボクのピヨ丸が、ボクのピヨ丸が」

　わに太朗が突き出したトカゲを、マコトは恐る恐る手にした。

「急に元気がなくなっちゃって。どうしよう」

　泣きそうな顔のわに太朗に、マコトは少し考えてから口を開いた。

「僕は別に動物のお医者さんって訳じゃないから詳くわしいことは分からないけど、多分、寒いからだと思う」

「寒い？　それじゃ温めてあげればいいんだね」

　ホッとするわに太朗に、マコトは静かに言った。

「ここで育てるのはものすごく大変なことだと思うよ。このトカゲ………ピヨ丸は、ここよりもずっとずっと暖かい南の島の生き物なんだ。父さんが言ってた。その島でしか生きられない生き物なんだって」

「でも、ちゃんと世話すれば」

「気温だけの問題じゃないんだよ。食べ物のこともあるし。それに……このピヨ丸は本当に数が少なくてもう絶滅しちゃうかもしれないって言われてる動物らしいんだ。ピヨ丸が一番過ごしやすい場所で育ててあげた方がいいんじゃないのかな」

「……………」

「もうすぐ、向こうの人がピヨ丸のこと迎えに来るから。だから返してあげないか？」

　かなでの寝息しか聞こえない無言の時が流れた。

　最後の最後に、わに太た朗ろうが小さく呟つぶやいた。

「……………分かったよ」

　わに太朗はトカゲと鼻を付き合わせると、瞳一杯に涙を溜めながら言った。

「ピヨ丸。ボクが大きくなったら絶対にお前に会いに行くからさ。遠い遠い南の島に絶対絶対行くからさ。ご飯たくさん食べて、大きくなってるんだよ」

「いい子でござるな。わに太朗殿」

「そうだな」

　ちょっとだけ感動しながら、マコトは頷うなずいた。

「ダメですってマコトさん。そんなとこで歯を磨いちゃ」

　せっかくのいい雰囲気の中、かなでの意味不明な寝言が響いた。




　感動してるのはマコトだけじゃなかった。

　庭の茂みの陰では、オロチとミカゲの二人が感動してた。

　しかもマコトなんか比じゃないくらいに激しくだ。

「わ、わに太朗様、大人おとなになられて」

「立派な決断ですわ。わに太朗様」

　涙と鼻水がだーだー流れてた。ハンカチがいくらあっても足りないくらいだ。

　わに太た朗ろうのこととなるといっつもダメダメになってしまう困った兄妹だった。
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　そして、しばらくがたった日曜日。

　日当たりのいい縁側でぼ～～っとしてるマコトのとこへ、お茶を持った涼すず葉はがやって来た。

「マコト様。お茶でござる」

「あ、ありがと」

　お茶を受け取ってずずってすする。

「もうけっこう大きくなったんじゃないのかな？　わに太朗くんにあげたヒナ」

「そうでござるな」

　涼葉が頷うなずいた。

　あの一件の後、マコトが知り合いの家からアヒルのヒナを一羽もらって来てあげたのだ。それをわに太朗にあげたのだ。

「わに太朗殿、すごく喜んでたでござるな」

「ああ、いろんなこと教えるんだってはりきってたもんな」

　マコトは苦笑いした。

「まぁ、アヒルなんだから芸させるなんてムリだと思うけど」

「そう言えば、忍にん鳥ちようというのがいるでござるよ」

　涼葉が口を開いた。

「忍鳥？　鳥が手しゆ裏り剣けん投げたり刀振ったりするのか？」

「さすがにそれはムリでござるよ。密書を運んだりするのがおもな仕事でござる」

「う～～～む」

　マコトは想像した。

　口に巻物をくわえて運んでいるアヒルの姿をだ。

　ぺたぺたぺたぺたぺたぺたぺたぺたぺた。

　御お世せ辞じにも密書を運ぶのに適しているとは思えなかった。

「十分に修業を積んだ忍鳥ともなれば戦いの時にそのクチバシとツメで敵を攻撃するとも聞いたことがあるでござる」

　マコトは想像した。

　クチバシとツメで敵を攻撃しているアヒルの姿をだ。

　ガアガアガアガアガアガアガアガア！

　御世辞にも強そうとは思えなかった。

　アヒルってのは忍鳥にするにはものすごく不適切な鳥だなってマコトは思った。

「さてと」

　涼すず葉はが、よいこらしょと立ち上がった。

「それでは、拙せつ者しやはかなでを起こして来るでござる。ほっとくと昼まで眠ねむってるでござるゆえ」

「お～～、行ってらっしゃい」

　ぴらぴらと手を振って涼葉を見送ってからマコトはまた縁側から空を外を眺めた。

　そんな時だった。

「マッコト兄ちゃ～～ん!!」

　弾はずむようにわに太た朗ろうが登場した。

「見て見て見て見て、ガー介すけこんな大きくなったんだよ」

　わに太朗が小こ脇わきに抱かかえてた動物を突き出した。

　もうちゃんとクチバシも平べったく広がって、ちゃんとアヒルの姿をしてた。

「ほ～～、すっかりアヒルっぽくなっちゃって」

「うん、ご飯たくさん食べさせたもん」

　続けて、わに太朗は言った。

「それにね、簡単なことなら出来るようになったんだよ。ぼくが教えてあげたから」

「それはすごいじゃないか」

「見ててね」

　わに太朗はアヒルを地面に置いた。

　てっきり、わに太朗が歩くとアヒルがくっついてくる。そんな程度だとマコトは思ってた。信じて疑ってなかった。

　だけど違ってた。

　わに太朗は元気よくおっしゃった。

「ガー介！　手しゆ裏り剣けん！」

　アヒルが羽をはばたかせた。その羽の中から黒い塊かたまりが飛んで行く。マコトの顔の脇を通って居間の壁に突き刺さった。

　マコトは思わずお茶を吹き出した。

「ガー介！　居い合あい斬ぎり！」

　アヒルが飛び上がると羽をしゅばって動かした。きらめく刃やいばが一瞬だけ見えた。マコトの手にもってた湯のみが真っ二つに割れた。

「ガー介！　微み塵じん隠がくれの術！」

　アヒルは地面に黒い玉を叩たたき付けた。ぼっかんって爆発が起こった。

　爆煙の晴れた後には、アヒルの姿はなかった。

「うん、もう出てきていいよ」

　地面がもこもこってしてアヒルが姿を現した。地面にもぐって隠れてたのだ。

「うん、いいこいいこ」

　頭をぐりぐりと撫なでてから、どんなもんだいとばかしにわに太た朗ろうはマコトを見た。

「ど～～かな？」

「……………」

　何も言えなかった。

「そっか、やっぱりまだまだだよね」

　がっかりと息を吐はき出した。

「もっともっとすごいことが出来るようになったらまた見せに来るから。楽しみにしててね。行こ、ガー介すけ」

　わに太朗はしゅばっと消えた。

　アヒルもその後を追いかけるようにシュバっと消えた。

　マコトはまだ黙ってた。

「ふわ～～、せっかくの休みだってのにもっと眠ねむらせてくれればいいのに～～」

　欠伸あくびしながらパジャマのかなでが居間へとやって来る。

「あら？　マコトさん。ど～～したんですか？　なんか爆発に巻き込まれちゃったような顔して」

　爆発で少し黒くなった顔をかなでに向けると、マコトは力一杯に叫んだ。

「ウソだああああああああああああ！！！！！！」





第十五話　完　















　　　第十六話　アルバイトで忍
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　深夜の春日かすが邸てい。

　ちゃぶ台の上に置かれた財さい布ふを前に、春日マコトは特大のため息を吐はき出した。

　財布に問題があった訳じゃない。そりゃ古くさいけれど、まだまだしっかりとしてる。小銭がこぼれ落ちるなんてこともない。

　問題は、その中身だ。

「う～～～～～む、今月はまだ半月もあるってのに…………困ったもんだな」

　マコトはまたため息を吐き出した。

　ご存じの通り、マコトは海外赴ふ任にんしてる両親の仕送りで暮らしている。その額は、一人暮らしとしては多くもなし少なくもなしといったとこだ。

　だけど、これが三人暮らしともなればハッキリと断言出来る。

　足りんぞ！！！（マコトの魂たましいの叫び）

　これまではなんとか騙だまし騙しやっては来たけれども、とうとう限界が来てしまったのだ。来るな来るなと威い嚇かくしてたけど、その意味もなく来やがってしまった。

「仕方ない」

　マコトは重々しく呟つぶやくと、立ち上がり電話機へと向かった。むんずと受話器を摑つかむと、壁に張った紙に書かれた、何やらおっとろしく長い番号をプッシュする。

　しばらくしてから、回線が繫つながった。

「あ、もしもし、母さん。久しぶり」

　パンチパパイヤ島の母親だ。

「実はさ、仕送りをちょっとばかし増やして欲しいかな～～なんて思ってんだけど。いや、ちょ～～っとでいいんだちょ～～っとで。出来ればそのもう二、三万あると楽って言うかパラダイスって言うか」

　交渉は、五分程続いた。

　残念ながら失敗に終わった。

　マコトは受話器を置くと、やれやれとため息を吐き出した。

「………やっぱりダメだったか」

　仕送り値上げ交渉は何も今回が初めてって訳じゃない。これまでだって何度も繰り広げられている。そしてことごとく失敗している。

「状況を説明したら今の金額じゃ足りないって分かってくれるかもしれないけど………」

　それは言えない。言える訳がない。

　女の子二人と同どう棲せいしてますなんて言ったら最後、パンチパパイヤ島から血けつ相そうを変えた両親がやって来て、そして連れてかれてしまうに決まっている。

「とにかく、さしあたっての問題は来月の仕送りまでをどうやって過ごすかだよな」

　マコトはまた財さい布ふを前にして考え込んだ。数枚の紙し幣へいを睨にらみつけて考えた。

　コトリ。

　物音がして、マコトは振り返った。

　誰もいなかった。

　そして何もなかった。

「気のせいか………」

　マコトは再び少ない紙幣に目を戻した。また悩み出した。

　まさか、パジャマ姿の涼すず葉はが天てん井じようにへばりついてたなんて思いもしなかった。

　思う訳がないってもんだ。
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「マコト様は拙せつ者しやに気づくことなく、しばらくしてから部屋を出て行ったでござる」

　涼葉はそこまで話すと一息ついた。ここは涼葉らが通う向日葵ひまわり高校の二階。二年三組の教室だ。

　時は放課後。教室には、さして用事もなく友達とだべってる生徒が三さん々さん五ご々ごしている。

　涼葉もそのうちの一人だった。

　そして、涼葉の話してるお相手は、くノ一いち仲間のあの方だ。

「という訳でござるよ。かなで」

　涼葉は、席についてるかなでに目を向けた。

「すぴ～～～～～～」

　かなでは居い眠ねむりぶっこいてた。いつもながら拍手したくなるくらい鮮やかな寝つきのよさだ。全国の不眠症の人に爪つめの垢あかを煎せんじて飲ませてあげたいくらいだ。

　涼葉のこめかみにバッテン印が浮かび上がった。かなでが居眠りぶっこいて人の話は聞かないのはよくあることだけど、なまじっか真ま面じ目めに話してただけに頭にきたのだ。

　涼葉の手に、ハリセンが握られた。

　スパコ～～～～ン!!

「いった～～～～い」

　愛のこもった一撃で、かなではパッチリとお目覚めした。

「も～～、何するんですか涼すず葉はさん。人がせっかく気持ちよく眠ねむってたのに」

「文句を言いたくなるのは拙せつ者しやでござる。人が真ま面じ目めに相談しているというのに。ぐ～～すか居眠りなぞしおって」

「大丈夫ですよ。ちゃんと話は聞いてましたから。夢の中で」

　疑わしそうな目をする涼葉に、かなでは説明した。

「えっと、夜中に不意に目が覚めて、それでマコトさんがいないのに気がついて。マコトさんは居間にいて………何やってるのかなって思ってこっそり覗のぞいたんですよね」

　居眠りぶっこいてたようだけど、どうやら内容は把は握あくしてるようだ。もし本当に眠りながら聞いてたとしたら大したもんだ。

　バカは時々すごいことをするもんだ。

　涼葉はその言葉を嚙かみ締めた。

「でもね、そんな心配することないですよ。涼葉さん」

　にっこり笑って、かなではおっしゃった。

「マコトさんだって男の子ですもん。それぐらい普通ですよ」

「？？？」

　涼葉は眉まゆ根ねを顰ひそめた。かなでが何言ってんだかさっぱり分からなかったのだ。

　だから尋ねた。

「かなで、何を言ってるでござるか？」

「え？　だって」

　かなでは目をぱちくりさせておっしゃった。

「マコトさんが夜中、Ｈなビデオ見てたんですよね。それを見て涼葉さんはびっくりしちゃったって話じゃないんですか」

　やっぱり内容はちゃんと把握出来てなかった。

　涼葉は握り締めた拳こぶしをぷるぷると震わせると、両手を伸ばしてかなでの頭を摑つかんだ。

　そして、耳の穴にトゲトゲした言葉を叩たたき込んだ。

「異国の御両親に仕送り値上げの話をしているのを見たのでござる！」

「あ～～、分かりました分かりました」

　かなでが金切り声を上げた。忍しのびとして鍛きたえられた鼓こ膜まくだから、こういった攻撃には弱いのだ。

「つまり……ぶっちゃけて言っちゃえばお金がないってことですよね」

「ぶっちゃけ言うとそういうことでござる」

「涼葉さんとしては自分が居い候そうろうしてるせいで生活が苦しくなるのが肩身が狭いってところなんですね」

「ま、そうでござる…………」

　こっくり頷うなずいてから、涼すず葉ははジト目でかなでを見やった。

「かなで。一応言っておくが、お主ぬしもそんな居い候そうろうの一人でござるからな。無関係ではないでござるのだからな」

「分かってますって。アタシだって気持ちは同じです。いっつも肩身のせま～～い思いをしてるんです。あ～～せまいせまい。肩身も肩幅もわけへだてなくせまい。せまいせまい」

　かなでは大げさに体をくねらせた。

　かなりうさんくさいぞって涼葉は思った。

　もし本当にかなでが肩身の狭い思いをいつもしてたとしたら、あんな風に元気よくご飯のおかわりは出来ないはずだ。毎晩毎晩どんぶり飯三杯も食べないはずだ。毎晩毎晩食後にアイスクリームを食べるなんてことしないはずだ。それからそれから……。

　なんか、そんなこと考えてるとむしょうに腹が立ってきた。かなでの口に親指を突っ込んで左右にび～～って引っ張ってやりたくなった。

　だけど、今はび～～ってやってる場合じゃない。これからのことを考えなくちゃいかん。

「やはり、拙せつ者しやらが働くしかないでござるな」

　硬い表情で涼葉は呟つぶやいた。

　何も初めてって訳じゃない。これまでにだって何度も労働って奴やつに挑戦してる。

　だけどその度にミスを重ねて（皿割った、店壊こわした、客に斬きりかかったｅｔｃ．）、頼むからバイトはしないでくれとマコトに泣きつかれてるのだ。

「あ、アルバイトだったらアタシに任せてくださいよ」

　かなでがバスンと弾力のある胸を叩たたいて言った。

「ちょっと待っててくださいね」

　かなでは教室を飛び出して行った。

　しばらくして、かなでは一人の女の子の手を引っ張って戻って来た。何て言うか、今時の女の子って感じだ。

「一年Ｆ組の富ふ士じ宮みやチミちゃん。最近お友達になったんですよ」

　かなでの交友範囲の広さはなかなかのものだ。持ち前の脳天気な明るさで、今じゃ全学年にわたって友達の輪を広げてる。広げまくってる。

「ところでチミちゃん。例の彼、どうなったの？」

「それが聞いてよ。かなでちゃん」

　きゃぴきゃぴとした話が始まった。実に今時女子高校生っぽい会話だった。涼葉にはついていけない分野だった。

　涼葉は力の限り咳せき払いして、無言で自己主張した。

「あ、いけないいけない」

　ペロって舌を出すと、かなではチミに言った。

「チミちゃんに来てもらったのはね、アタシ達にアルバイトを紹介してもらおうと思って」

「アルバイトを紹介？」

「うん、ほら、チミちゃんっていろんなお店と仲がいいじゃない。何かアルバイトしたかったらチミちゃんに聞けば一発だって噂うわさだもん」

「まあ、それほどでもないけどね。少しくらいはね」

　チミは満まん更ざらでもない顔をしながら、どっからか分厚いファイルを取り出した。

『アルバイト事典』

　かわいらしい丸文字でそんなことが書かれてた。

　チミは委員長みたいな眼鏡めがねを装着すると、ぱらぱらとファイルをめくった。

「希望はあるかしら？　職種だとか、お給料だとか」

「とくにこだわりはないんですけどね」

　かなではそう前置きしてから、まくしたてた。

「楽しくて疲れなくて遊んでるみたいで、それでいて少しくらい失敗しても怒られなくて、あんまり長い時間働かなくてもお金がたくさんもらえる仕事がいいです！」

「かなで、いくら何でもそんな都つ合ごうのいい仕事は……」

　チミはパタンとファイルを閉じた。

　怒り出すのかと思いきや、じっとかなでと涼すず葉はの顔を見つめる。

「うん、二人とも可愛かわいいし。大丈夫ね」

　そう呟つぶやくと、チミは今度は別のファイルを取り出した。

『裏アルバイト事典』

　裏ってくっついてるとこに、何だかものすごく不安をかきたてられた。

「いい仕事があるのよ。ちょっと座って男の人と話してるだけでお金がもらえるっていうお仕事。現役の女子高生ならきっと特別ボーナスも出るはずよ。あ、だけどあんまり大きい声じゃ言っちゃいけないんだった。どうかしら？　このお仕事」

「あ、それならなんか簡単そうですね。それじゃそれやります」

「分かったわ。それじゃ店長には私から電話しておくから、早速明日にでも面接に」

「だ～～～!!」

　進んでいくいかがわしい話に、涼葉が割って入った。

「そんないかがわしい仕事。絶対にダメでござる！」

「え～～楽してお金稼かせげるんですよぉ」

「そうそう、それにそんないかがわしくなんかないですよ。センパイ。まあ、ふとももくらいは触さわられるかもしれないけれど」

「それぐらいなら大丈夫ですよね。これに決めちゃいましょうよ。涼葉さん」

「ダメでござる！　ダメって言ったらダメでござる！」

　顔を真まつ赤かにして、涼すず葉はは怒ど鳴なった。

　怒った涼葉には逆さからえない。逆らったら固くて尖とがった物が飛んで来る。ぼんやりしてると頭に突き刺さっちゃうような物ぶつ騒そうなもんだ。

　そのことをよく知っているかなでは静かに口をつぐんだ。

「でも、やっぱり楽して稼かせごうと思ったらやっぱり少しお触さわりがあるぐらいは我が慢まんしてくれないと……」

　少しだけ不ふ機き嫌げんそうに、チミはぱらぱらとページをめくった。

　そして、一つのページで指を止めた。

「あった！　これだわ！」

　チミが突然大声を出したもんだから、涼葉もかなでも体をビクッとさせる。

「ピッタリのがあったわ。うん、ちょっとくらい失敗しても大丈夫だし、それにお触りもないわ」

「どんなお仕事なんですか？」

「仕事はウエイトレスよ。注文を取ったり料理を運んだりするあれね」

「ウエイトレスでござるか」

　涼葉の顔が不安色に染まった。ウエイトレスには苦い思い出があるからだ。

　だけど、そんな不安を払ふつ拭しよくするように、チミが笑顔で言った。

「大丈夫。少しくらい接客が下へ手たでも、お皿を割ったとしても、ここなら全然許してくれるから。店長には私から連絡しておくから。また明日面接の日取りとか話すね。それじゃ」

　チミは風のように去って行った。

「よかったですね。いいアルバイトが見つかりそうで」

　ほくほく顔のかなでだけど、涼葉は不安だった。そのアルバイトが『裏』の方から選ばれたってとこが不安で不安でたまらなかった。

　だけど思い直した。

「ここでがんばらねば。マコト様に苦しい思いをさせることになるでござる」

　拳こぶしをぐぐぐって握り締めて、涼葉は誓ちかった。

「どんなアルバイトであろうとも、拙せつ者しやはやり通してみせるでござる！」




　そ・し・て、次の土曜日




「な、何でござるかこの格好は!!」

　フリフリのウエイトレス服を着た涼葉は、怒ど髪はつ天てんをつく勢いで叫んだ。

　なんて言うかものすごくフリフリだ。色だってピンクだし、どっかのアニメからすぽんって飛び出して来たような感じだ。

[image: ]

　胸をものすごく誇張したデザインで、露出が多いという訳ではないけれど健全か健全じゃないかと問われれば二億六千万人くらいが健全じゃないって言うはずだ。神様に誓ちかったっていい。

「何でござるかって、ウエイトレスの制服じゃないですか」

　やっぱりフリフリのかなでが、あっけらからんとして言った。胸が大きなぶんかなりダイナミックなことになってる。視覚的にもものすんごく危険なことになってた。

「お店に制服があるのは当たり前じゃあないですか」

「そんなことを言ってるのではないでござる。拙せつ者しやが言いたいのはこの制服の破は廉れん恥ちさでござる!!」

「破廉恥ですかね？」

　かなでは自分の服を見下ろしてみた。軽く体を揺らしてフリルをフリフリさせてから、ニッコリして言った。

「可愛かわいいじゃないですか。フリフリしてて」

「だああああああ」

　価値観の違いに、涼すず葉はは最寄りのちゃぶ台をひっくり返した。（ＩＮ想像の世界）

「それに、ここってものすごくお給きゆう金きん高いんですよ。制服のことで文句言ったらバチ当たっちゃいますよ」

「ハッ！」

　お給きゆう金きんという言葉で、涼すず葉はは想像の世界でちゃぶ台をひっくり返すのを止めた。一〇〇個くらいひっくり返した後だった。

「そうでござる。全すべてはマコト様のためでござる。ここは歯を食いしばって耐えるのが、お仕つかえする忍しのびというものでござる」

　誇るべき職業意識で、涼葉はなんとか納得した。

「二人とも、着替えが終わったらこっちに来てくれないかい？　仕事の説明をするから」

「は～～～い、店長さん」

　更こう衣い室しつのドアの向こうから聞こえて来た声にそう返事を飛ばしてから、かなでは涼葉を見た。

　そして、無む邪じや気きな笑みを満面に浮かべて言った。

「それじゃがんばりましょ。涼葉さん」

「………………」

　苦虫を奥歯でかみ潰つぶしたような顔で、涼葉はこっくりと頷うなずいた。
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「………すごいな」

　目の前に並んだ豪華料理の数々に、マコトは思わずそう呟つぶやいた。

　牛肉のコロコロステーキに一口トンカツ、海え老びフライに鳥のからあげ、クリームシチューにはまぐりの酒さか蒸むし。

　なんともまあ豪ごう華かな料理の数々だ。

　出来上がった料理に関してはとくに疑問は覚えない。今日の食事当番は涼葉とかなでだ。最近は、学校の図書館で料理の本を借りたり料理番組を見たりして現代の料理をマスターしている。

　疑問は別のところだ。

　こんな豪華な食材を買うお金のことだ。

　台所の財さい布ふの中身は、悲しくなるくらい乏とぼしかったはずなのに……。

　謎なぞだった。

　すこぶる謎だった。

　だからマコトは尋ねた。

「マコト様からもらったお金を………かなでと二人でためてたでござる」

　それが答えだった。

　涼葉とかなでには、少しは自由になるお金がないと可哀かわい想そうだろうと、月にいくらかずつ支給してた。そのことを言ってるのだ。

　だけど、やっぱり疑問は疑問のままだ。

　マコトが見る限り、かなでは貯金なんかしてないはずだ。毎日のようにアイスクリームやらお菓子やらを買ってていつもすっからかんのはずだ。

　そんなかなでのために、文ぶん房ぼう具ぐやら何やらを買う涼すず葉はも、やっぱり貯金なんか出来ていないはずだ。

　謎なぞだった。

　すこぶる謎だった。

　だけど、目の前においしそうな料理が並んでいることに変わりはない。

「ま、いっか」

　その一言でマコトは片づけることにした。元来どちらかと言えば脳天気な性格だ。そうじゃなかったら忍にん者じやに命狙ねらわれてるっていう状況の中、のんびり生活なんか出来ない。

「いっただっきま～～～～す」

　マコトは箸はしを片手に料理に突撃した。

「うん、うまいうまいうまい」

　がつがつ料理を胃袋に押し込んでから、マコトは思い出したように尋ねた。

「ところで、今日は二人して出かけてたけど、どこ行ってたの？」

「それはですね、隣町に新しく出来たお店でアルバ………」

　口走るかなでの口に、鳥のから揚げが突っ込まれた。しかも三つもだ。

　手錬てだれの涼葉による一瞬の早はや業わざだ。

「もがもがもが」

　目を白黒させてるかなでに代わって、涼葉が答えた。

「修業でござる！　やはり忍しのびたるもの常に修業を怠おこたってはならないゆえ」

「なんか隣町に新しく出来たお店とかかなでさんが言ってたんだけど」

「それは、隣町まで走って行ったということでござる。そこに店が出来ていたということでござる。深い意味はないでござるよ。本当でござるよ」

　不自然を絵に描いて額がく縁ぶちにはめ込んだような涼葉の言動だけど、マコトはそんなに気にしなかった。そんなことに悩んでる暇があったら目の前のご馳走を食べるべきだ。冷めてしまったらもったいない。

　うまいうまいってご馳走を食べてるマコトを見て、涼葉はほっと一息ついた。

　それから、かなでを睨にらみつけて、唇くちびるだけで言った。

『アルバイトのことはマコト様には秘密だと言ったでござるよ。かなで』

『別にいいじゃないですか』

　なんとか鳥から揚げを飲み込んだかなでが、やっぱり唇だけで喋しやべった。

『恥ずかしいことじゃないんですから』

『恥ずかしいことでござる！　あんな破は廉れん恥ちな格好をしていることがマコト様に知られたら』

『だから、気にしすぎですって。きっとマコトさんだってフリフリしてて可愛かわいいって言ってくれますよ。いっそ次の休みに来てもらったらどうですか？　アタシ誘っちゃおうかな』

『冗じよう談だんは止やめるでござる。そんなことしたら許さないでござるよ』

　激しく繰り返される読どく唇しん術じゆつによる静かな言い争いは、傍はた目めから見てると無ぶ気き味み以外の何物でもなかった。

「何してるの？　二人して口をぱくぱくさせて」

「何でもないでござる。そうでござるな？　かなで」

　しゃべったら斬きる！

　かなでを睨にらみつける瞳がそう語ってた。

　涼すず葉はの瞳は噓うそつかないことで有名だ。もとい噓つけないことで有名だ。

　うっかり喋しやべっちゃったら最後、刃やいばが飛んでくることは必ひつ至し。

　かなでは唇くちびるを尖とがらせ、ぶすっとして言った。

「何でもないです」

　不ふ機き嫌げんそうにエビフライを食べ始める。

「？？？」

　さっぱり分かりませんって顔つきで、マコトは首を傾げた。

　だけどやっぱり言った。

「ま、いっか」
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「ふわあああああああ」

　時計の針が十一時を過ぎた頃、マコトはゆっくりとお目覚めした。

　しょぼしょぼした目を擦こすりながら一階へと下りて来る。

「おはよ～～～」

　返事はなかった。

　もう一度、大きな声で言ったけれど、やっぱり返事はなかった。

「二人で仲良く買い物にでも出かけたのかな？」

　見ると、ちゃぶ台の上に置き手紙があった。





　マコト様へ

　かなでと二人で修業に行ってくるでござる

　夕方には帰るでござる


涼葉






　追つい伸しん　冷蔵庫にお昼のお握りが入ってるでござる






「また修業か……」

　マコトはよくやるよなって苦笑いした。

　にしても、涼すず葉ははともかくあのかなでさんも一緒ってのがすごいよな。

　休みって言えばゴロゴロしてる食っちゃ寝の女王様のかなでが、修業に励むってのがちょっと想像しにくかった。

　マコトは思わず思い浮かべた。

　かなでの首に鎖くさりを巻き付けて引っ張っていく涼葉の姿をだ。

　青紫の顔したかなでがずるずる引っ張られていく。

　そして砂浜にはかなでが引き摺ずられて行った後が続いていく。どこまでもどこまでもどこまでも。

　認めたくはないけどある種の青春と言えるかもしれない。

「ありえそうなとこが恐い」

　苦笑いしたマコトがそう呟つぶやいた時だ。

　棚んとこで充電させてた携帯電話がぷるぷるって自己主張した。

「もしもし」

『おっす～～。マコト』

　バカ友の福ふく本もとだ。年がら年中女の尻しりを追いかけてることではかなり有名な奴やつだ。

『今日ヒマだろ？　今から駅に来いよ。遊びに行こ～～ぜ。面おも白しろいとこ連れてってやるからよ』

「面白いとこってどこだよ？」

『それは来てからのお楽しみさ。いいから今すぐ来いよ。待ってるからな』




　そして……………一時間後。




「で、ここが福本が言ってた………面白いとこな訳」

「そ～～だよ」

　福本は言った。胸を張って言った。

　行列が出来ていた。誰がどう見たって立派な行列だ。保証書をくっつけたっていいぞ。

　マコトは行列の先を見やった。何だかショッキングピンクの屋根の店が見えた。見たところファミリーレストランのようだ。

「単なるファミレスにこんなに人が並ぶなんて。ものすごくうまいのか？　それともすごく安いとか？」

「いや、味は大したことないんじゃないのか？　値段は少し割高だと思うぞ」

「それじゃど～～して」

「ぬっふっふっふ」

　気味の悪い笑いを響かせると、福ふく本もとはポケットから一枚のチラシを引っ張り出した。

「だだ～～～ん」

　すっごいフリフリでプリプリな格好したウエイトレスさんの写真が写ってた。

「なるほどね」

　心の底からマコトは納得した。

「福本のその装備の意味がやっと分かったよ」

　ジト目で悪友の格好を見やった。

　何だかカメラを持ってた。毛穴の中まで撮れそうなごっつい奴やつだ。

「フリフリのウエイトレスさんの写真をこっそり撮って来るのさ。いい娘こがいたら特大パネルに入れて部屋に飾ったりもするぞ」

　うほ～～って盛り上がってる福本に、マコトは冷めた目で見つめた。

　そんな視線に福本が、不満そうに唇くちびるを尖とがらした。

「何だよマコト。テンション低いじゃないか。お前だって男だろ？　フリフリの可か愛わい娘ちゃん見たくないのか？」

「そりゃ見たくないって訳じゃないけど」

　マコトは行列を見た。

　行列はいくら眺めても行列以外の何物にもならなかった。

　こんだけ行列を作ってるのだ。どう早い回転を考えてもたっぷり二時間くらいはかかりそうだ。

　マコトだって男だから、フリフリの可愛い娘ちゃんは見たい。だけどそこまでして見ようとは思えない。だったらゲームセンターで遊んでた方がマシだ。

「なあ、福本。ゲームセンターにでも……」

　提案しようとしかけたけど諦あきらめた。どう見たって提案が受けいれられるとは思えなかった。

　このにやけた顔を見るかぎり、フリフリの可愛い娘ちゃんを見るためなら二、三日飲まず食わずだって待っていられそうだ。

『パトラッシュ！　あれがフリフリの可愛い娘ちゃんだよ！』

　とか言って死んで行きそうだ。（意味不明だけど）

　ある意味では立派な男の最さい期ごかもしれないけど、死んでも尊敬はしたくないぞってマコトは思った。

　と、その時だった。福本のポケットの携帯電話が、小刻みに鳴き声を上げた。

「はいもしもし……え？　病院？」

　その表情のまま、福本は携帯を切った。

「おい、どうしたんだ？　何か病院とか聞こえたけど」

「ばあちゃんが、階段から落っこちて……救急車で病院に運ばれた」

「大変じゃないか。すぐに行かなくちゃ」

「いや！　その必要はないさ」

「でも」

「たかが階段から転げ落ちたぐらいで大げさだぜ。なははははは」

　また電話が鳴った。

「もしもし…………え？　息が止まった？」

　やっぱりそのままの表情で、福ふく本もとは携帯を切った。

「………なんか、息が止まったとか聞こえたけど」

「いいんだ！　フリフリの可か愛わい娘こちゃんのためなら。ばあちゃんだって分かってくれるさ！」

「分かるかぁぁぁぁぁ！」

　マコトのグーにした拳こぶしが、福本の頰ほおに炸さく裂れつした。

「早く病院に行けって！」

　福本は拳と奥歯を握り締めると、血の涙を流して言った。

「春日かすが！」

　でっかなカメラがマコトに託たくされた。

「後は頼んだ！」

「え？」

「フリフリの可愛い娘ちゃんの姿をこれでばっちり収めておいてくれ！」

　それだけ叫ぶと、福本はすっ飛んで行った。

「フリフリの可愛い娘ちゃんの写真を撮って来い………か」

　血の涙を流してまでされた男の願いだった。一応、友達としては叶かなえてあげたい。

　だけど出来ないことは叶えられない。それは仕方ないってもんだ。

「僕にはムリだな」

　マコトはさっさとそう結論づけた。二時間待つのはともかくとして、店の中でこんなでっかいカメラかまえて女の子の写真を撮るってのがマコトにはちょっとムリな話だった。

「写真が撮れないんなら、行ったって仕方ないよな」

　マコトはさっさと行列を離脱した。

「さてっと、ゲームセンターにでも寄って帰ろ」

　と…………、後ろから声をかけられる。

「春日センパイ」

「ん？」

　振り返ると、知らない顔した女の子が立ってた。

「あ、初めまして。一年の富ふ士じ宮みやチミって言います。かなでちゃんの大親友です。春日かすがセンパイのことはかなでちゃんから聞いてます。かなでちゃんのお父さんが春日センパイのお父さんの大親友だそうで。それで下宿させてもらってるとか」

「あはは」

　マコトは微妙な笑みで受け流した。そういうことにしてるのだ。

「そんな大きなカメラ持っちゃって、センパイも気になっちゃったんですね。二人のこと」

「え？　二人？」

「いいんですよ。いくら一つ屋根の下だからってあんな格好してって頼める訳ないですよね。でもかなでちゃんに頼めば家でもやってくれると思いますよ。だってかなでちゃんってセンパイのことけっこう………おっと、これって秘密だったんだ。聞かなかったことにしてください」

「あの、一体何を」

「そ～～だ、並ばなくたっていいですよ。アタシの顔ですぐに入れるようにしてあげますから。さ、行きましょ」

　チミがマコトの手をぐいって引っ張った。

「あの……君、ねえ」

「いいからいいから。よかったですね。アタシが通りかかって。あ、アタシはちょっと用事があってご一緒出来ないんで。よろしく伝えてくださいね」

　何だか分からないけれど、マコトは引っ張られて行った。
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　空からになった食器をトレイに載のっけて、洗い場へと持って来る。そこにあるステンレスの台に涼すず葉ははトレイごと置いた。

　どっと押し寄せてくる疲労感に、大きく息を吐はき出す。

「生き恥とは………このようなことを言うのでござるな」

　涼葉は心の底から呟つぶやいた。

　休日ってこともあり、店内はメチャクチャ混み合ってた。そしてすべからく客は男性客ばかりだった。しかもみんな目がギラギラしてた。ギラギラした目で、涼葉のこと見てた。見まくってた。

　忍しのびという職業柄、なまじっか感覚を磨とぎ澄すましてあるだけに、向けられるねとっこい気配が我が慢まん出来なくなってしまう。

　まだ殺気の方が何百倍もましでござるな。

　涼葉はチラリと自分の格好に目を落とした。確認するまでもなくフリフリの格好だ。恥ずかしいことこの上なしだ。

　もし……もしこんな姿をマコト様に見られでもしたら………拙せつ者しやは………拙者は……。

　涼すず葉ははぐもももって拳こぶしを握り締めると、小さく叫んだ。

「舌を嚙かむでござる」

「涼葉さん。涼葉さん」

　後ろから肩んとこをちょんちょんと叩たたかれて、涼葉は振り返った。

　かなでが立っていた。今日も笑顔は馬ば鹿かっ晴れだった。

「さっき店長さんに言われちゃいました。お給きゆう金きん上げるからこれからずっとお店にいないかって。うふふ」

　涼葉の苦悩の百万分の一も感じてないのだろう。神様に誓ったっていい。感じてる訳がない。

　つっこみを入れる元気すらなく、涼葉はため息を吐はき出した。

「お前は平気なのでござるか？」

「え？　何がですか？」

「男達の視線でござる」

　かなでは目をぱちくりさせてから、にかって笑って言った。

「嬉うれしいじゃないですか。みんなが見てくれるなんて。アタシ、ニコって笑って手を振るようにしてるんですよ」

「…………拙者はついていけない考えでござるな」

「あ、店長さん涼葉さんのことも誘ってましたよ。ど～～です？　これからずっと」

「冗じよう談だんじゃないでござる！」

　涼葉がプチ爆発した。

「とりあえずまとまった給金を受け取ったらすぐにでもこんなとこ辞やめるでござる！　大体、このような破は廉れん恥ちな店が存在することじたい拙者は……」

「あ、マコトさん！」

　かなでの言葉に、涼葉のプチ爆発が止まった。

「マコト様がどうかしたでござるか？」

「今、入り口から入ってきたんですよ。あれマコトさんですよ」

「……………何をバカなことを」

　涼葉は鼻で笑った。

「マコト様がこのような場所に来るはずが」

「でも、マコトさんでしたよ。ほらほら」

　涼葉をひっぱってドアの所まで行く。そっと顔を出して覗のぞくと、店内の様子が見えた。

　テーブルに座っているのは、間違いない、春日かすがマコトその人だ。

「ね、マコトさんでしょ」

　えっへんってするかなでの隣で、涼葉は唇くちびるをわなわな震わせてた。

「マコト様が、このような破は廉れん恥ちな場所に来るなんて……」

　ちょっとショックだった。

　だけど強制的にショックから立ち直った。

　かなでが、口メガホン作って叫んだのだ。

「マッコトさ～～ん！」




「ん？」

　メニューに落としてた顔を、マコトは持ち上げた。

「なんか、かなでさんに呼ばれたような気がしたけど……気のせいだよな」

　フンって鼻を鳴らす。

「かなでさんがこんなとこにいるはずないじゃないか」

　修業の帰りに寄ったとも考えにくい。涼すず葉はが一緒なのだ。

　テレビで水着の女の人が出て来ただけでも破廉恥だとわめく涼葉だ。こんな店に立ち入るのを許すはずがない。

　こんなフリフリの女の子達のいる店を……。

　マコトの頭の中で、想像虫がちょっとざわめいた。

　フリフリの制服を着た涼葉とかなでの姿を思い浮かべてしまったのだ。

　何だかドキドキしてしまった。

「いかんいかん。何を考えてんだ僕は」

　顔を赤くして、マコトはメニューに目を落とした。

「ジュースでも飲んでさっさと帰ろっと」




「ぺっ！」

　口に詰め込まれたおしぼりを吐はき出したかなでが、唇くちびるを尖とがらした。

「も～～、いっつもいっつもアタシの口にいろんなもん突っ込んで。涼葉さんのせいで口が大きくなっちゃったらどうしてくれるんですか」

「お主ぬしが軽はずみだからでござる！」

　鋭く一いつ喝かつしてから、涼葉は青ざめた顔を見せた。

「まさか、まさかマコト様は拙せつ者しや達がここで働いていることを知って」

「それはないんじゃないですか？」

　胸の谷間から引っ張り出したくねくねした竹たけ筒づつを覗のぞきながら、かなでが言った（ちなみに、この竹筒には鏡が仕込んであって、潜せん水すい艦かんの潜せん望ぼう鏡きようのようなものだ）。

「マコトさん。別にアタシ達のこと探してる様子もないし。普通にお店に来たんですよ」

「…このような場所に…………普通に……」

　それはそれで涼すず葉はにとってはショックなことなんだけど、今はショックにうちひしがれてる暇はない。

「どうやってマコト様に見つからないようにするでござるか」

　爪つめを嚙かみ締める涼葉に、かなでが脳天気に言った。

「そんな心配しなくてもいいんじゃないですか。ほら、マコトさんの席からは、アタシ達の受け持ちのテーブルは見えませんよ。こっちに来さえしなければ見つかりませんよ。マコトさんがお店を出る時だけは気をつけなくちゃいけませんけど」

「確かにそうでござるな」

　涼葉はこっくりと頷うなずいた。少しだけ希望の光が差し込んだのだ。

　だけど希望の光はすぐに途切れた。

　しゃがんで密談してる二人のとこへやって来たオカマっぽい店長さんが、こんなことをおっしゃったのだ。

「あ、涼葉ちゃん。実はミカちゃん具合悪くなっちゃったの。悪いけど三番テーブルもお願いね」

　オカマっぽい店長さんはそれだけ言うと去って行った。

「三番テーブル…………………」

「マコトさんの座ってるテーブルです」

　神妙な顔つきでかなでが頷いた。

　涼葉は天てん井じようを見上げると、心の中で呟つぶやいた。

　神様は意地悪でござる！

　ど～～すればいいのか頭を抱かかえる涼葉に、やれやれといった感じにかなでが言った。

「分かりました。こうなったら最後の手段ですね」

「逃げるのでござるか？」

「違いますよ」

　かなでは涼葉の手を引っ張ると厨ちゆう房ぼうの方へと連れて来た。

「すみませ～～ん。ちょっと借りますねこれ」

　ボウルやら泡あわ立て器やら小麦粉やらベーキングパウダーやらを借りてくると、かなでは何やらしゃかしゃかやり始めた。

「かなで……こんな時に何をやってるでござるか」

「いいから私に任せてください！」

　ひたすらしゃかしゃかしながら、かなでは笑顔で言った。

「これで涼葉さんを別人にしてあげます！」

　しゃかしゃかしゃかしゃかしゃかしゃかしゃかしゃか。

　どう見たってお菓子を作ってるようにしか見えなかった。

「………不安でござる」

　涼すず葉はは心の底から呟つぶやいた。
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「い、いらっしゃいませ」

　かけられた声に、マコトは顔を持ち上げた。

　ウエイトレスさんが立っていた。フリフリコスチュームの娘むすめさんだ。

「ど、どうぞ」

　ウエイトレスさんはトレイに載のってた水入りグラスをマコトの目の前に置こうとした。

　そして素す敵てきに失敗してくれた。

「うわあ」

　マコトの服がびっちょりと水に濡ぬれてしまった。

「ああああ」

　ウエイトレスさんは慌あわてておしぼりでマコトの服を拭ふき始める。

「申し訳ないでござる！」

「いえ、大丈夫ですから………」

　そこでマコトはおやって思った。

　ござるだって？

　ウエイトレスさんはそう言った。確かに言った。間違いなく言った。

　普段聞き慣れてる言葉尻じりだから普通に聞き流してしまうとこだったけど、聞き止めてみればおかしな話だ。

　こんなフリフリドレスのウエイトレスさんが口にするには少々不適切だ。

　すごくしつけの厳しい家庭に育ったのかな？　それともひょっとしたらこの娘むすめも涼葉と同じで忍にん者じやだったりして。

　そんなこと考えて、マコトは一人でぷって吹き出した。

　何バカなこと考えてんだろ僕。そうあちこちに忍者が転がってる訳ないじゃないか。

「あの、どうかなさいましたか？」

　ウエイトレスさんに尋ねられて、マコトは慌あわてた。

　失敗を笑われたと勘かん違いされたら気の毒だと思ったから、しどろもどろに説明した。

「あ、別にウエイトレスさんが水こぼしたのがおかしかったんじゃないんです。その、さっきの言葉遣いがちょっと知り合いの言葉遣いに似てたから何だかおかしくなっちゃって」

　ど～～してか分からなかったけど、ウエイトレスさんはいきなり口をぱくぱくしだした。まるで酸欠の金魚だ。

　人間、よっぽどマズイことがなければこんな顔になんかなれないだろう。

「あの、ど～～かしましたか？」

「いえ、その！　あのでござ……じゃなくってその……」

「はーいはいはいはいはいはいはいはいはいはいはい！」

　ふりふりドレスをなびかせて、別のウエイトレスさんが風のように突進して来た。

「も～～、ダメですよお客さん。ナンパは禁止されてるんですから」

「いや、ナンパなんて」

「はい、ご注文は何ですか？」

　ずずいっと開いたメニューが突き出される。

「今日のお勧めはハンバーグランチセットですよ。あとこのピザドリアもおいしいです。お食事がおすみでしたらイチゴパフェなんかもどうですか？　それからそれから」

　早いとこ注文しないとこのマシンガントークは終わってくれそうもなかった。

「それじゃ、クリームソーダ」

「は～～い、クリームソーダですね。しばらくお待ちくださ～～～い」

　まだ一人であわあわしてるウエイトレスさんかっさらって、元気なウエイトレスさんは走り去って行った。

　障害物もぴょんぴょんと飛び越え普通じゃない速度で厨ちゆう房ぼうの方に姿を消すウエイトレスさん。何事かと辺りの客達も思わず静まりかえる。

「すごいな」

　マコトは思わず呟つぶやいた。

「まるで涼すず葉はとかなでさんを見ているようだ」




「も～～、ダメですよあんなにあわあわしちゃ」

　厨房の片隅で、元気なウエイトレスさんは腰に手を当てた。

「しかしでござるな」

「ござるは禁止です！」

　ぴしゃりと叩たたき付けられて、あわあわしてたウエイトレスさんは押し黙った。

　実は何を隠そうこの二人、涼葉とかなでの二人なのだ（何を今更って感じだけど）。

　かなでがボウルでしゃかしゃかやって作った血ち桜ざくら流の変装マスクを顔にくっつけて別人のフリをしてたのだ。

「変装は完璧なんですから、普通にしてれば絶対にばれませんよ」

「普通………でござるな」

「そ～～です。普通です。自然体です。お仕事してるただのウエイトレスさんです」

「拙せつ者しや、もう間違いはおかさないでござる！」

　涼葉は拳こぶしを握り締めた。

「この草くさ影かげ涼すず葉は。まだ未熟とはいえ、これでもれっきとした忍しのびでござる。心苦しくはあるでござるが見事マコト様をあざむいてみせるでござる！」

　瞳の奥で燃えていた。炎ほのおがメラメラ燃えていた。

　普通のウエイトレスさんにはあるまじき燃えっぷりだった。暑苦しいことこの上なかった。

　かなでははあってため息一つついて呟つぶやいた。

「いくら鈍どん感かんなマコトさんでも、さすがに気がついちゃうかも」




「ど、どうぞ。クリームソーダです」

　マコトの目の前にどんってクリームソーダが置かれた。

　さっきのウエイトレスさんだ。

「失礼するでございまする！」

　妙ちくりんな日本語を喋しやべってウエイトレスさんは逃げるように去って行った。

「何なんだろ？　ありゃ」

　不自然の塊かたまりだったけど、マコトはそんなに気にしなかった。けっこう鈍感なとこあるのだ。

「さてと、さっさと食べて帰ろっと」

　マコトはスプーン片手にクリームソーダに取りかかった。

　甘いものは嫌いじゃなかった。どちらかと言えば好きな方だった。

「うん、うまいうまい」

　マコトが舌したづつみをぽんぽこ打ってる時だった。辺りがざわめいた。

「おい見ろよ」

「何だよあいつら」

　口をもごもごさせながら辺りを見渡したマコトは、ざわざわの理由を知った。

　新しく入ってきた客に、人々は注目してたのだ。

　男が七、八人。団体の客だ。別にすんごい顔してるって訳じゃない。少し不ぶ精しよう髭ひげが生えてるのを抜かせばどこにでもあるような普通の顔だ。

　問題はその服装だ。

　体にぴったりとはりつくスケートウェアを着てたのだ。

　スケート場ならともかく、こんなとこでそんなもんを着てたって格好よくもなんともない。全身タイツにしか見えないから笑っちゃうとこだった。

　そんな全身タイツの集団が並んで歩いてるのだ。

　まるでマッチ棒の行進だ。

　がっちりと装着されてるゴーグルが怪あやしさに拍車をかけていた。

「う～～～む」

　マコトは首を傾げてから呟つぶやいた。

「オリンピックが近いのかな？」
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　残念ながらオリンピックは近くなかった。

　だからスケートの選手って訳じゃなかった。

　男達は窓際のボックス席に座ると素早く注文を済ませた。みんなしてパフェとかの甘いもんだ。
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　ウエイトレスさんが去って行くと、男達は辺りをきょろきょろと見渡した。

「すごい。まるで別世界に来ているようだな」

「時代とともに飯めし屋やも進化するということか」

「時を超えて正解だったのかもしれんな」

「こら！　声がでかいぞ！　我々が時を超えて来た存在だということは軽々しく口にするな！」

　男はつけ加えてこう言った。

「サインをねだられたら面倒ではないか！」

　なにを隠そうこの集団、五〇〇年の時を超え現代へとやって来てしまった極ごく悪あく忍にん者じや集団、血ち桜ざくら忍にん群ぐん。その下げ忍にん達だったのだ。

　本当はこんなとこ来ちゃいけないことになってるのだけれど、好こう奇き心しん旺おう盛せいだからたまにアジトを抜け出してこうやって里にやって来てるのだ。

　ただ、問題は常識のなさだった。

「しかし、先ほどから気にはなってたのだが、我々ど～～も目立っておらんか」

「何だ、お主ぬしもそう思うか。実はわしもさっきから視線がちくちく痛くての」

「この服がいけないんじゃないか？　女物だとか」

「いいや、オレはちゃんと店の人間に尋ねたのだ。男物だと言っておった。間違いない」

「ううむ、それでは一体」

「ふっふっふっふっふ、そんなことも分からないとは未熟な奴やつめ」

「五ご介すけ！　お前には分かるのか？」

「当たり前だ。皆が我らの服装に注目する理由。それは……」

　思いきりタメをつけて五介は言った。

「ナウいからだ！」

「なうい？　何だその言葉は」

「この時代の勉強が足りぬ奴め。ナウいという言葉はな、時代の流行をとらえていることを意味する言葉なのだ」

「なるほど、我らは今この時代の最先端をとらえているのか」

「そういうことだ。よし、我らに注目しているこの時代の人間にこの間覚えたあれをやって見よう」

「おお、あの仕し種ぐさのことだな」

「ああ、ナウい仕種だ」

　下げ忍にん達は自分達に視線を送ってる人々に向かってニカって笑うと、ピースサインをして見せた。

　人々が一瞬にして視線を外したことは言うまでもない。

「どうだ？」

「どうやら我々がナウすぎて驚いてしまったようだな」

「ふははははは」

　笑いをさざめき合う下忍達だったけど、一人の下忍だけは違ってた。

　口をぱくぱくさせてた。かなり驚いているようだった。

「おい、ど～～した伴ばん介すけ」

「かかかかかか」

「おいおい、蚊かの季節はもう過ぎただろう」

　伴介は首を左右に振った。振りたくった。

　どうやら蚊じゃないようだ。

「かすかすかすかすかすかす」

「お前が酒かすで作ったかす汁が好きなのは知っておるが、こんなナウい飯めし屋やにはないだろう」

　伴ばん介すけはまた首を左右に振りたくった。

　かす汁のことを言ってるようでもないようだ。

　残った下げ忍にん達は顔を見合わせてから、一いつ糸し乱れぬ動きで伴介の指さす方向に顔を向けた。

　そこには、クリームソーダをちゅーちゅー吸ってる若者の姿があった。

　下忍達にとっては、かなり馴な染じみ深い顔だった。

　思わず、下忍達は叫んだ。

「ああああ!!　かすがまこと！」




「ん？」

　ちゅーちゅーするのを止やめて、マコトは顔を上げた。

「今、誰かに呼ばれたよ～～な」

　辺りを見渡した。知り合いは見当たらなかった。

　全身タイツの集団も瞳に入った。もちろん知り合いなんていなかった。

　マコトはふと思った。

　しかし、みんなしてあんな格好してたら誰が誰だか分かりにくいだろ。まあ、顔が出てる分だけあの方達よりはマシなんだろうけど。

　あの方ってのは言うまでもなく、自分の命を狙ねらってわさわさ追いかけてくる血ち桜ざくらの下忍達のことだ。皆して同じ忍び装しよう束ぞくを着て、同じ覆ふく面めんしてて、目んとこしか見えてないくせに、誰が誰だか分かってるって話だから驚きだ。

　一度、かなでに尋ねたことがあった。

『ど～～してあんなにも同じ格好してるのに誰が誰だか分かるの？』

　かなでは元気よく答えてた。

『勘かんです！』

　もっとも、勘なのはかなでだけで、残りの連中はちゃんと目つきやら仕し種ぐさやら顔の輪りん郭かくやらで判断してるとのことだ。

　それにしたって紛まぎらわしすぎるぞ。おでこんとこに番号でも縫ぬいつけておいた方がいいんじゃないか？

　マッチ棒集団を見つめながらそんなこと考えてたマコトの前を、ふりふりのウエイトレスさんが通り過ぎた。

　ちょっとふとももが見えた。

　マコトはちょっと赤くなると、慌あわててクリームソーダをちゅーちゅーしだした。




「まさか……まさかこんなとこに春日かすがマコトがいたなんて」

　下忍の一人が押し殺した声で呟つぶやいた。

「偶然とは恐ろしいものだな……」

　しばしの沈黙ののち、数人の下げ忍にんが動きかけた。

「ここで会ったが五〇〇年目」

　それぞれ、全身タイツの中から物ぶつ騒そうなもんを引っ張り出す。忍にん者じや刀とうだったり手しゆ裏り剣けんだったり投げ苦く無ないだったり爆薬だったり。ピッタリした服の一体どこに隠されてたのかものすごく謎だけど、とにかく出てきた。

「バカな真ま似ねは止やめろ」

　制止が入った。

「わに太た朗ろう様のお許しがないではないか」

　動きかけた下忍達が大人おとなしくなった。

　忍者業界ってのは呆あきれてしまうくらいに体育会系だ。完全ピラミッド形の業界なのだ。

　そのピラミッドの頂点に君臨しているのが、血ち桜ざくら忍にん群ぐん頭とう目もく、わにわに忍者のわに太朗くんだ。

『ぼくのいないとこで勝手なことしちゃダメだよ』

　ってわに太朗の言葉を無視してしまったら最後………下忍ごときの末まつ路ろは決まっている。

　死…………あるのみ。

　下忍達はそろって漬つけ物もの石のように押し黙った。

「それにだ、修業をさぼってこんなとこに来ていることが虎牙ベンガル様にばれでもしたら……」

　やっぱり…………死あるのみ。

　またまた下忍達は漬物石のように押し黙った。

「結論は出たな」

　一人の下忍が口を開いた。

「我々は春日かすがマコトなぞ見なかった。それでいいな」

　一同、こっくりと頭を縦たてに動かした。
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「ど～～ですか？　涼すず葉はさん。マコトさん怒ってました？」

「何を言っておるのだ？」

　すれ違い時にそんなこと囁ささやくかなでに、涼葉はきょとんとした。

「え、だからこんなとこでアルバイトしてることに対してですよ。ばれちゃったんでしょ」

「ばれてなどいないでござるよ」

　憮ぶ然ぜんとして涼葉は言った。

「え？　ばれなかったんですか？」

「ちゃんと怪あやしまれぬようふるまったでござる」

　得意気に頷うなずいて通り過ぎていく涼葉を、かなでは見送った。

「いくら顔が違うからってあんな不自然な涼すず葉はさんに気がつかないなんて」

　かなでは深刻な顔して呟つぶやいた。

「マコトさんの鈍どん感かんさって、思った以上だったんですね」

　さてと、お仕事お仕事って動き始めたかなではふと足を止めた。

「あ、あれがみんなが言ってた全身タイツの人達ですね。うわ～～、へんな格好。ど～～してあんな格好してんだろ………」

「おや？」って顔をかなではした。

　全身タイツの人達は、ちょっと見覚えのある人達だった。って言うかよく知ってた。

「あらあらあら」

　口元に手を当ててそんな声を出すかなでの隣に、トレイを持った涼葉がやって来た。

「かなで、何をぼーっとしてるでござるか。ちゃんと働かないと給きゆう金きんがもらえないでござるよ」

「あ、すみませんすみません。ちょっと知った人達がいたからびっくりしちゃって」

　かなでが全身タイツの集団を指さすのを見て、涼葉は顔をしかめた。

「かなで、お主ぬしの交遊関係に文句を言うつもりはないでござるが。もう少し友達は選んだ方がいいと思うでござるよ」

「あはは、友達ってのとはちょっと違うんですよね。仲間って言うか同どう僚りようって言うか。だけどもうあたしはＯＢなんですけどね。引退してるから」

「かなで、部活動でもやってたでござるか？」

「やですね。あたしはずっと帰宅部じゃないですか」

　ケラケラ笑ってかなでは言った。

「それじゃ一体どういう知り合いでござ……」

　涼葉はそこで言葉を止めた。

　ちょっとばかし心当たっちゃったからだ。

　だけど慌あわてて思い止まった。

　さすがにそれはないでござるな。もしあの連中があれだったとしたら、もっと大騒ぎしてるはずでござる。いくらかなでが脳天気だからって、あの連中を前にして平然としていられるはずがないでござる。だからそれはないでござる。

　自分で組み立てた論理にとりあえず納得する涼葉だったけど……。

「あれは血ち桜ざくらの下げ忍にんのみなさんですよ」

　悲痛な現実が爆発した。

　涼葉が思ってた以上に、かなで様は能天気女王様だった。

「か～～な～～で～～～～!!」

　涼葉はかなでの首を絞しめると前後左右に振りたくった。

「お前という奴やつは～～。よくもまあこの状況下で平然としていられるでござるな」

「ちょっと涼すず葉はさん。止やめてくださいって。脳味噌の形が変わっちゃいますってば。涼葉さんってば」

　気がすむまでかなでの首をかっくんかっくんさせてから、涼葉は拳こぶしを握り締めた。

「こうしちゃいられないでござる！　早くマコト様をお助けせねば！」

　フリフリの制服のどこにそんなもん隠してあったかどうか分からないけど、涼葉の手に忍にん者じや刀とうが握られた。くの一いちマジックだ。観客がいたらびっくりだ。

　文句なしに飛び出して行こうとする涼葉を、かなでが必死になって止めた。腰にしがみついて止めた。がんばって止めた。

　五メートル程ずりずり引き摺ずられた辺りで、涼葉がやっとかなでに気がついてくれた。

「かなで、放すでござるよ！　この一大事に」

「マコトさんのことは心配しなくても多分大丈夫ですって」

「大丈夫なはずがないでござるよ。あれだけ近くにいるのでござる。もし見つかりでもしたら」

「ちょっと落ち着いて話を聞いてくださいってば」

　涼葉を必死に厨ちゆう房ぼうの方まで引き戻してから、かなでは大きく深呼吸した。

「あたし思うんですけど、又また八はちさん達は……あ、又八さんってのは一番端はしっこにいた下げ忍にんの人の名前です。ほら、ちょっと鼻の頭が赤い人がいたじゃないですか。あの鼻の頭が赤いのは生まれつきじゃないんですよ。昔々、まだまだタイムスリップする前の話なんですけど、みんなで芋いも掘りに出かけたことがあるんです。芋ってのはさつま芋でもじゃが芋でもなくて山芋なんですけどね。そのときにスズメ蜂ばちがやって来て…………だから待ってくださいって」

　かなでのスペシャル脱線話なんか聞いてられるかとまた飛び出そうとする涼葉を、かなではまた必死になって止めた。

　それから、かなきり声で叫んだ。

「又八さん達は、内ない緒しよでやって来たんだと思うんです！」

「内緒？」

「はい、あの頑がん固こな虎牙ベンガル様がこんなとこでお茶するのを許すはずがありません。きっと修業か何かを抜け出して内緒でやって来たはずです。あたしには分かります！」

　無意味に胸を張ってかなでは主張した。

「あたしもよく抜け出しましたから」

　そこはエバルとこじゃないだろって意見も覚えたけれど、涼葉はその点については黙ってた。

　話をこじらせたくなかったからだ。

「で、奴やつらが修業を抜け出して来たことがマコト様の安全につながるのでござるか？」

「つながりますよ。又八さん達はここにいることを虎牙様に知られたくないはずなんです。だからマコト様を襲うことなんてしないはずです。虎牙様のお仕置はハンパじゃないですからね。本当にもう、ハンパじゃないんです」

　ぶるるって震えてから、かなでは付け加えた。

「第一、わに太た朗ろう様の命令があるじゃないですか。勝手に襲ったりするなっていう。血ち桜ざくらにとってわに太朗様の命令は絶対ですからね。それに逆さからうなんてこと普通はしません。よっぽど精神が錯さく乱らんでもしないかぎりしません！」

　かなでには珍しく、論理的な説明だった。確かに筋も通っている。言ってることも分かる。

　だけど、安心出来ない。出来る訳がない。

「やはりここは万一のことを考えて……」

　再び忍にん者じや刀とうを握り締める涼すず葉はに、かなでが声を張り上げた。

「そ～～だ！　それじゃこうしましょ！」

　胸の谷間に手を突っ込むと、竹の筒つつを引っ張り出す。

「血桜秘伝の眠ねむり薬です。これを又また八はちさん達の食べ物や飲物に仕し込こむんです。そしたらすぐに眠ってしまってしばらくは起きません。マコト様は安全です」

「なるほど、確かにそれならば安心でござるな」

「でしょでしょでしょ」

　トレイにパフェをたくさん載のせたウエイトレスさんが見えた。下げ忍にん達の座るテーブルに向かって歩いている。

　かなでは竹筒から粒つぶ々つぶの薬を掌てのひらに載せるとそれを指でぴんぴんぴんぴんぴんって弾はじいた。

　ぼけぼけしてるようでもやっぱり忍びだ。粒々の薬は、パフェの生クリームにピトピトと張り付いて行く。

　パフェは無事に下忍達のもとへと運ばれた。

『あれ、このぱふぇ、ゴマなんかついてたっけ？』

『気にするな。ゴマは健康にいいんだぞ』

『うん、うまいうまいうまい』

　下忍の皆様は、薬のことなんかちっとも気にせずパフェに取りかかり始めた。

「これでオッケーですね」

　かなでが満足気に頷うなずいた。

「しばらくしたら下忍のみなさんはぐっすりとお休み。マコトさんは安全。戦うこともないからあたし達のこともばれなくてすみます。一件落着ですね。さてと、お仕事しなくちゃ」

　かなでの後に続こうとする涼葉だったけれど、まだ少し足取りが重かった。

　まだ頭の片隅に不安が残っていた。鍛きたえ抜かれた忍しのびの勘かんとゆ～～奴やつだろうか？

　いかんいかん。

　涼葉は首を振った。

　緊張を張りつめることは大事でござるが、張りつめてばかりいてはダメでござるな。今は春日かすが家の家計をなんとかするために仕事に励むことが先決でござる。

　そう思い直し、はりきって仕事を始めようとする涼すず葉はだったけれど……。

　鍛きたえ抜かれた忍しのびの勘かんは、噓うそつかなかった。

　涼葉の不安は、見事に的中した（悲しいことに）。
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　夜の春日かすが邸ていの居間にて。

「はぁ」

　涼葉が特大のため息を吐はき出した。

　どこからどう見ても落ち込んでた。落ち込みオリンピックがあったら間違いなくメダルが狙ねらえる程にだ。

「らんらんらんっと」

　鼻歌歌いながら、かなでが居間に入って来た。その手にはアイスクリームだ。

　落ち込んでる涼葉に気がついたかなでは、そっと近づくと肩をぽんぽんって叩たたいた。

「そんな落ち込まないでくださいよ。運が悪い時ってあるんですから」

「運？　今、運と言ったでござるか？」

　険けん悪あくって樽たるの中に一〇〇万年間ぐらい漬つけ込んだような声で、涼葉は言った。

　ギロリ!!

　思わずそんな音が聞こえてきそうな勢いで、涼葉はかなでのこと睨にらみ上げる。

「あれのどこが運のせいでござるか。誰がどう考えたって運なんてもののせいじゃないでござる。あれは、あれは………」

　思い切り息を吸い込むと、波は動どう砲ほうのごとく涼葉は叫んだ。

「お主ぬしのせいでござる！」

「あははははははははは」

　バツの悪そ～～な顔して、かなでは笑った。

「だから、悪いとは思ってるんですよ。………薬を間違っちゃったことは」

　だけど言い訳もした。

「だけど、しょうがないじゃないですか」

　胸の谷間に手を突っ込むとたくさんの竹の筒つつを引っこ抜いた。

「こんなにたくさんあるんですから、間違っちゃうこともありますよ」

「だああああああああ」

　当たり前のことだけど、言い訳は通用しなかった。

「お主が眠ねむり薬と幻げん覚かく剤ざいとを間違えたせいで、あんなことに………あんなことに……」

　涼葉はがっくりと頭を抱かかえ込んだ。

「店は目め茶ちや苦く茶ちや。給きゆう金きんをもらうどころの話じゃなかったでござる。しかもマコト様にあんなとこで働いてたのを知られて……」

「ど～～なんですかね。変装マスクは外れてなかったからもしかしたらバレてないのかも」

「あの戦いを見られてバレていないはずがないでござる!!」

　また怒ど号ごう砲ほうが飛んだ。

「あはははははは」

　かなではまたバツが悪そうに笑った。

「まー、バレちゃってるのは間違いないと思いますけど。だけどそんな怒られたりはしないと思いますよ。別に悪いことやってた訳じゃないんですから。そうだ、このアイスクリーム半分あげますから元気出してくださいよ」

　アイスクリームも受け取らなかったし元気も出してくれなかった。

　涼すず葉はが短刀をひっこ抜くと自分の首につきつけたもんだから、かなでは飛び上がって驚いた。

「あああ～～～涼葉さん何やってるんですか！」

「あんな生き恥をマコト様にさらしては生きていられないでござる！」

「そんなダメですってはやまっちゃ」

「放すでござる！」

「落ち着いてくださいってば！　涼葉さん！　涼葉さんってば！」

　涼葉を必死になって止めてたらアイスクリームがコロンと落っこちた。

　この世の終わりのような顔でかなでが叫んだ。

「あ～～、アイスクリームが～～！！！」

　と………。

「ただいま～～～」

　襖ふすまが開いて、マコトが居間へと入って来た。

「いや～～、ゲームセンターに寄ってたらすっかり遅くなっちゃって………」

　何やらくんずほぐれつやってる二人に、マコトは目をぱちくりさせた。

「二人そろって何してるの？　そんな物ぶつ騒そうなもん出して」

「マコトさんからも言ってくださいって。そんな恥ずかしがることじゃないって」

「恥ずかしがること？　ああ、あれか」

　マコトは目を細めて笑った。

「かなでさんの言うとおりだよ。恥ずかしがることなんかないって。可愛かわいかったと思うよ」

「え！」

　信じられないって顔つきで、涼葉はマコトのこと見た。

　かなでが意外そうに尋ねた。

「マコトさんってやっぱりあ～～ゆ～～のが好きなんですか？」

「好きだよ。くれるんならもらいたいくらいだよ」

「えええええ！！！」

「……そんなびっくりすることかな？」

　涼すず葉はのびっくりに、マコトはぽりぽりと頰ほおを搔かいた。

「それじゃ着替えて来るよ。それからご飯はんにしよ」

　マコトは部屋を出て行った。

　くノ一いちが二人、残された。

「よかったですね。涼葉さん。可愛かわいかったって」

　にこやかに話しかけるけれど、涼葉は聞いちゃいなかった。

「まさか、マコト様にあんな趣味があったなんて」

　が～～んが～～んが～～んが～～ん。

　ショックに打ちひしがれてる涼葉の様子に、かなではやれやれってした。

　だけどまあ、これでもうさっきみたいな馬ば鹿かなことはしないか。

　そう思いふうって息を吐はき出してから、かなでは呟つぶやいた。

「それにしても、マコトさんってフリフリの服が好きだったんですね。知らなかったなぁ」

　かなでは思った。

　お小こ遣づかいためて材料買ってフリフリの服を作っちゃおっかな。それでそれを着てマコトさんのこと起こしに行こっかな。ひょっとしたらひょっとしちゃうかも……。

　ちょっといけないことを想像して、かなでは両頰に手を当てた。

「きゃ～～～」




　ジーパンを脱ぬぎ捨てて、ラフな部屋着へと着替えをすます。やっぱり家の中ではこうでなくっちゃ。

「よしっと」

　めくれ上がってたトレーナーを下ろして、マコトは頷うなずいた。

「それにしても、涼葉の奴やつあんな恥ずかしがってたんだな。あのつぶれ猫ねこ」

　家庭科の授業で涼葉の作ったフェルトマスコットを、マコトは思い浮かべた。

　つぶれた甘あま食しよくみたいなマスコットだった。言われるまでそれが猫だってことには気がつかなかった程だ。

「あれはあれで味があって好きなんだけどな」

　と、携帯がぷるぷると自己主張を始めた。

「もしもし、あ、福ふく本もとか。おばあさんの具合どうなんだ？　そりゃよかった」

　ベッドに腰を下ろして、マコトは安あん堵どの息を吐はき出した。

「え？　店はどうだったかって？　それが聞いてくれよ。すごかったんだぞ」

　興奮した口調でマコトは説明した。

「全身タイツを着た妙な客が五、六人来てたんだ。最初は静かだったんだけど、いきなり暴れ出してさ。そしたらウエイトレスさんが二人すっとんで来て五、六人をのしちゃったんだ。いや～～～すごかったぞ。きっとあのウエイトレスさん達ってそ～～と～～すごい武術を習ってたりするんだぞ」

　かなでの想像してた以上に、とてつもなくマコトは鈍どん感かんだった。

「まるで、涼すず葉はとかなでさんを見ているよ～～で………いや、何でもないよ何でもない。気にしないでくれたまえ。あははは」

　本当に鈍感だった。
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　所変わって、血ち桜ざくら忍にん群ぐんのアジト。

「この恥さらしが！」

　毎度おなじみに、虎牙ベンガルが吠ほえていた。

「修業をさぼって町へとくりだし、調子に乗って暴れ出すとは何ごとだ！」

　逆さかさまに木に吊つるされた男達がぶらぶらと揺れた。全身タイツの男達だ。あの下げ忍にん達なのだ。

「しかもだ、飯めし屋やの給仕ごときに倒されるとはどういうことだ！　お前らはそれでも血桜の忍しのびなのか！」

「しかし、虎牙様！　あの娘むすめ達は普通じゃなかったのです！　よく覚えてないんですが」

「そ～～です。普通の動きじゃなかったのです！　やっぱりよく覚えてないんですけど」

「言い訳をするな～～!!」

　虎牙がまた吠えた。すごい勢いで吠えた。

　下忍達がまた揺れた。いっそこのまま吹き飛ばされちゃいたいって下忍達は思った。紐ひもがうらめしかった。

「三日くらいそこで反省していろ！　その後は、わし自らびしばし鍛きたえ直してやるわ!!」

　言いたいことだけ言うと、虎牙は去って行った。

「しかし……ど～～して我々はあんなとこで暴れたりしたのだろ～～な」

　一人がぼそっと呟つぶやいた。

「うむ、どうしてなのだろうな」

「それに、どうしてあんなフリフリの娘二人に後れを取ったのであろうか？」

「それも謎だ」

「う～～～む」

　逆さまになったまま、下忍達はうなった。

「わしは悔しいぞ」

　一人が、搾しぼり出すように言った。

「思わず舌を嚙かんでしまいたくなるくらい悔しい」

「言うな、我らの気持ちは同じだ」

　全員そろって奥歯を嚙み締めた。悔しさに耐える男の表情だった。

　だけど、悔しがってる理由ってのが大したことなかった。

　忍しのびとして、フリフリの娘むすめに敗北したことが悔しかった訳じゃない。

　パフェを味わうことが出来なかったのが悔しかったのだ！

　忍びのプライドなんかよりもパフェに心奪われちゃう困った方々だった。

「いいか、必ずや再びあの店を訪れ味わうことの出来なかったパフェを堪たん能のうするぞ！」

「お～～～!!」

「りべんじだ！」

「お～～～!!」

「我らの心に迷いわないぞ！」

「お～～～!!」

　秋風にぶらぶらと揺れながら、下げ忍にん達は決意を固めあった。

　そして、そろって盛大なクシャミをかました。

「ヘックション！！！」




　そして………………数日後。




　宣言通り、下忍達は町へとやって来た。虎牙ベンガルのお仕置きとしごきを乗り越えてやって来た。またまた全身タイツ着てやって来た。

　だけど……………リベンジはなされなかった。

　下忍達の前に店はなかった。

　潰つぶれちゃってたのだ。

　がら空あきの建物の前で並ぶ全身タイツの集団を、道行く人が遠巻きに見つめていた。

「おい、店はどこにいったのだ？」

「さあ」

　下忍達は、ずっと空からっぽになった建物を見つめてた。いつまでもいつまでもいつまでも。

　そして、そろって盛大なクシャミをかました。

「ヘックション!!」





第十六話　完　















　　　第十七話　極悪を再び！
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　ひまわり市の外れにある、古ぼけた廃はい工場。この陰いん気き臭くさい場所こそ、過去からうっかりやって来ちゃった極ごく悪あく忍にん者じや集団、血ち桜ざくら忍にん群ぐんのアジトだった。

　アルバイトもないたまの休日、廃工場前の広場にて虎牙ベンガル、そして下げ忍にん達が日向ひなたぼっこしてた。

　と、しゅばって影が現れる。姿を現したのは数人の男達だ。センスじゃちょっとおかしいけどちゃんと現代の服を着ていた。

「虎牙様、ただいま買い出しから戻ってまいりました」

　米やみその入った袋を持ち上げ、男達は一礼した。

「おつりでございます」

「ご苦労。いつものように倉庫に入れておけ」

「はは」

　歩き出そうとする下忍達だったけど、虎牙の瞳がピキーンって光った。

「ちょっと待て」

「何か？」

「わしの目は節穴ではないぞ」

　虎牙が立ち上がった。腕に力を込めると二本のかぎ爪づめががちょ～～んって飛び出す。仕し込こみ爪だ。

　このごつい肉体に、虎牙は鉄の武器を埋め込んでいるのだ。

「おりゃあああああ!!」

　虎牙の腕が一いつ閃せんした。

　一人の下忍の服が切り裂さかれた。いやーんだ。

　そこから落っこちたのは、四角い箱だった。

「あ、こいつポッキーなんか持ってるぜ！」

「お釣つりを誤ご魔ま化かして買いやがったんだぜ！」

「ふてえ野や郎ろうだ！　俺おれにも一本よこせ！」

「馬ば鹿か野郎！　オイラにもだ！」

　たちまち下忍達の戦いが始まった。階級は下と言っても鍛きたえ抜かれた忍しのびの戦いだ。刃やいばと刃がぶつかり合い手しゆ裏り剣けんや苦く無ないが飛び交う壮絶な戦いだ。

　だけど、その戦いの理由がポッキー食べたいためってのがとてつもなく情けなかった。

「この馬ば鹿か者があああああああああ！」

　虎牙ベンガルの怒ど号ごう砲ほうが飛んだ。下げ忍にん達なんてかる～～く吹っ飛ばされてしまう程の威力だ。

「こんなもんがあるからいかんのだ」

　落っこちたポッキーの箱をつかみ上げると、虎牙は自分の特大の口に押し込んだ。そのままもしゃもしゃすると一気に飲み込む。

　虎牙だから出来る人間離れした芸当だ。よい子は真ま似ねしちゃいけない。箱がビニールが喉のどに詰まってしまうから。

「あああああああ!!　ポッキーがぁ」

　悲鳴を上げる下忍達をぎろりと睨にらみつけて黙らせてから、虎牙は牙きばをがちがち鳴らしながら言った。

「お前らは情けなくはないのか？　極ごく悪あく忍にん者じや集団血ち桜ざくら忍にん群ぐんとしての誇りがないのか？　あの頃を思い出せ！」

　あの頃ってのは、もちろんタイムスリップして来る前。戦国時代のことだ。

「人々より恐れられていたあの頃をだ！」

　冗じよう談だんでも誇張でもなく、本当に血桜忍群は恐れられていた。

　血桜忍群を敵に回したら最後、命はないものと思え！

　奴やつらは人ではない。魔物だ。魔性の物じゃ！

　そんなことを囁ささやかれ、恐れられていた。名前を聞いただけでも恐怖のあまり漏もらしてしまう武将がいる程だったのだ。

「確かに、五〇〇年もの時を超えてやって来たこの時代のせいもある。昔のようにはいかないのも分かる。だが、そのようにふ抜けていてはどうなるのだ？　かつての心意気だけは失ってはならんのだ。極悪、残ざん酷こく、非ひ道どう。この三つの言葉を胸に、我ら血桜忍群は進まなければならぬのだ！　たとえどんな世の中であろうともな！」

　虎牙が熱弁をふるってる時だ。

　一匹ぴきの赤トンボがぶ～～んって飛んで来た。

　その後を追いかけて、一人の少年がやって来た。

「わ～～いわ～～い」

　血桜忍群の現頭とう目もく、血桜わに太た朗ろう。わにわに忍者のわに太朗くんだ。

「やった～～、捕まえたぞ～～」

　わに太朗は赤トンボを捕まえると、そのお尻しりに糸をくくりつけた。

「わ～～いわ～～～い」

　そして去って行った。

　極悪、残酷、非道。その三つのどれにも当てはまっちゃいなかった。無理に言葉を当てはめるとしたら、無む邪じや気き、純粋、温おん厚こう。そんなとこだろう。

　ど～～していいんだか分からない底の知れない沈黙が辺りに充満した。

「ご、誤解をするでないぞ！」

　虎牙ベンガルが裏返った声で叫んだ。

「わに太た朗ろう様は敵の目をあざむくため、あえてあのような無邪気な態度をしておられるのだ。わに太朗様が本気になったらその極ごく悪あくぶりは半はん端ぱではないのだぞ。閻えん魔ま大王も真まっ青さおなくらいにもうえげつないのなんのってそりゃ～～もう………」

　説得力はなかった。○もしくはマイナスだった。

　わに太朗のいい子っぷりは血ち桜ざくらでは周知の事実だ。今更あれは演技ですなんて言ったって通用しない。する訳がない。

「そ、それにだ！　先ほどのわに太朗様の行動をよく考えろ。あれほど残ざん酷こくな行動があるだろうか？　一度捕まえた虫に糸をくくりつけ自由を束そく縛ばくし玩具おもちやにする。あんな残酷で非ひ道どうな遊び、わに太朗様だから出来ることなのだぞ！」

　説明しててもつらかった。思わず横っ腹が痛くなってしまう程にだ。

　案の定、下げ忍にん達は冷めた目で虎牙を見てた。な～～に言ってやがんだって顔つきの奴やつもいた。

　虎牙の頭の中で何かがプチンと音をたてて切れた。

「その目はなんだぁぁぁぁぁぁ！！！」

　虎牙は下忍をぶっとばした。問答無用でぶっとばした。気の短さでは定評があるのだ。

「歯をくいしばれ～～！」

　機関車みたいな勢いで下忍達をぶっとばしていく虎牙。そこに手加減とか容よう赦しやって文字は微み塵じんもなかった。

「逃げるな～～～!!」

　下忍達は、怒り狂う虎牙に紛まぎれもなく恐怖した。

　現代においても、虎牙だけはしっかりと恐れられているようだ。

　少なくとも下忍達の中では。
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　真夜中の森。

　アジトから一里程離れた場所だった。

　そんな森を、虎牙は一人、訪れる。

　木々の隙すき間まから差し込む月の光が照らす、少しだけ開けた広場にて虎牙は足を止めた。

　そして、押し殺した声を出した。

「おのおの方、来ているか？」

　闇やみがざわめいた。いや、正確に言えば風が木々を揺らしただけなのだが、まるで闇そのものが動いたような、そんな錯さつ覚かくすら覚える。

　次の瞬間。闇の中に異い形ぎようの影がいくつも浮かび上がっていた。

　ある者は木の枝の上に、ある者は木陰に、またある者は岩陰に、草陰に、てきとーな陰に。

「まったく、どうしてこうも面倒臭くさいことしなきゃなんねえんだよ」

　月明りの下に歩み出て来たのは、精せい悍かんな顔つきの片目の忍にん者じや。背中に背せ負おったのは黒光りする大おお鎌がまだ。

　血ち桜ざくら忍にん群ぐん上じよう忍にん、血桜カバネ丸その人だ。

　欠伸あくびまじりにカバネ丸はおっしゃった。

「話し合いするならアジトでやりゃいいのによ」

「馬ば鹿かを言うな。古来より上忍会議はこのように人ひと気けのない場所で行なうと決まっておる。中ちゆう忍にんや下げ忍にんにも聞かれてはまずいからな。それがしきたりだ」

「五〇〇年もタイムスリップして来てんだからしきたりだなんだってのは忘れりゃいいのによ」

　ぶつくさぼやくカバネ丸を、虎牙ベンガルは無言で睨にらみつけた。

「やれやれ、分かったよ。文句は言わねえさ」

　諦あきらめたように両手を持ち上げると、カバネ丸は近くの倒木に腰を下ろす。

　他ほかには月明りの下に出てくる上忍はいなかった。みんなして陰の中でじっとしている。

　とってもシャイな方々なのだ。

　相変わらず、扱いづらい連中だな。

　虎牙は心の中でため息を吐はき出した。

　上、中、下、その三文字でくくられる血桜忍者だが、その文字の意味するところははてしなく大きい。

　まず一般的な忍者が下忍にくくられる。体術も忍術もそこそこにこなす忍しのびだ。

　次に中忍。一般的な忍術もさることながら何か一つ他人には出来ない特技を持っている忍びだ。水中戦にめっぽう強かったり（血桜泥どろブナ）動物を扱うのが得意だったり（血桜毛け田だ五ご郎ろう）火薬の扱いに長たけていたり（血桜爆発太た郎ろう、血桜大おお山やま火か事じ燃もえ造ぞう、血桜木こつ端ぱ微み塵じん之の介すけ）などなどだ。

　そして、その上に上忍というものが存在する。

　圧倒的な力と特殊能力を保有する魔性の忍び。それが上忍だ。

　しかし、強さを手に入れた代だい償しようは大きかった。

　一般常識だの協調性だの社会性だのといったものを、みんなどこかに置き忘れて来ちゃってたのだ（困ったことに）。

「それでは、上忍会議を始めるとする」

　虎牙が声を張り上げた。

　返事はなかった。陰にひそんだシャイな上忍の皆様は相変わらずじっとしてる。身じろぎ一つしない。

　だけどまあ、上じよう忍にんの皆様がこんなのはいつものことだから、虎牙ベンガルはかまわず声を張り上げた。

「この度、話し合いたいのはわに太た朗ろう様のことだ」

　わに太朗という名前の登場に、空気が少しだけ動いた。

「わに太朗様がどうかしたのかえ？」

　闇やみの中からしゃがれた声が響く。男の声なのか女の声なのか、それすらも分からない不気味な声。

「元気そうではないか」

　やはり闇の中から声が響いた。今度はコロコロと弾はずむような不思議な声だ。

「わに太朗様の性格が、血ち桜ざくら忍にん群ぐんにとって大いに問題となるように思えるのだ」

「わに太朗様の性格って言うと………」

　カバネ丸があくびをかみ殺しながら言った。

「あの、馬ば鹿かみたいに優しい性格のことだろ？　おっと失礼、馬鹿なんて言っちまって」

「うむ、わしとてわに太朗様の温おん厚こうさは嫌いではない。しかし頭とう目もくとなられた今、あのような性格では下げ忍にん達にしめしがつかないのだ」

　ため息混じりに、虎牙は吐はき出した。

「最近ではすっかり平和ボケした下忍達がこっそり町に出てはこの時代の遊びに興じる始末。技や術のキレも悪くなっておる。やはり頭目として、わに太朗様には、極ごく悪あく、残ざん酷こく、非ひ道どうの三つを継承していただきたいのだ」

「しかしよ虎牙。それはど～～しよ～～もないんじゃないか？」

　カバネ丸が呟つぶやいた。

「わに太朗様のあの優しさは筋金入りだ。教育したところで変わらないと思うぞ。三つ子の魂たましい一〇〇までって言うしな」

「一つだけ変える方法がある」

　虎牙はごくりと唾つばを飲み干すと、重々しく吐き出した。

「悪あつ鬼き玉だまだ」

「！！！！！！！！」

　闇がざわめいた。その玉の名前に、さすがの上忍達も息を飲んだのだ。どんな玉かは分からないけれど、パチンコ玉よりは重要なことは確かだ。

「悪鬼玉を使うって！　何てバカなことを考えるんだ！」

　虎牙の前にいきなり飛び出して来たのは、小さな男の子だ。

「そうよ。そんなのひどすぎるわ」

　女の子も飛び出してくる。

「しかし、いっぽく堂よ。他ほかに方法が」

「ちょっと私の名前はにん美みよ！」

　女の子が腰に手を当てて怒った。

「そうだそうだ、ちなみにボクの名前はにん吉きちだ」

　男の子も主張した。

　半ば諦あきらめの境地で、虎牙ベンガルはため息を吐はき出した。

　上じよう忍にん、血ち桜ざくらいっぽく堂は人形を使った忍術では右に出るものはいない忍しのびだ。数体の人形を自由自在に操り敵を切り刻む恐ろしい技の持ち主だ。だけど人形を使わないと会話すら出来ない極度の人みしりなのだ。

　状況が状況だから虎牙は我が慢まんした。

「しかしな、にん吉、にん美みよ」

「にん吉くんって呼んでよ」

「わたしはにん美ちゃんって呼んで。そうしないと泣いちゃうから」

　虎牙は奥歯をぐっと嚙かみ締めた。頭の血管がぶち切れそうになりながらも、なんとか声を搾しぼり出す。

「にん吉くん、にん美ちゃん」

　脇で吹き出すカバネ丸に、手近にあった岩石を投げつけてから、虎牙は二体の人形に顔を向けた。

「このままという訳ではいかんだろう。やはり血桜忍にん群ぐん頭とう目もくとしてはわに太た朗ろう様のあの温おん厚こうな性格は問題なのだ」

「だけど、悪あつ鬼き玉だまを使ったら、わに太朗様が悪い子になっちゃうんだよ！」

「仕方あるまい」

　虎牙は重々しく頷うなずいた。

「血桜忍群に伝わる禁断の秘薬。悪鬼玉。それをわに太朗様に飲んでいただき、わに太朗様の優しさを打ち消してもらう。我らが血桜忍群が血桜バカ集団と呼ばれぬためにはもはやそれしか方法はないのだ」

　ぐるりと影を見渡し、虎牙は言った。

「異論がある者はいるか？」

　誰もが押し黙った。

「正直、気は乗らねえが…………副頭目のお前が言うんなら仕方ねえか」

　カバネ丸が呟つぶやく。

「よし、ならばさっそく悪鬼玉を作ることとしよう」

「ちょっと待てよ」

　カバネ丸が思い出したように声を上げた。

「今思い出したんだが、悪鬼玉は作れないんじゃないか？　あまりに危険な薬だってことで作り方を書いた巻物は焼き捨てられたんじゃなかったか」

　そうだそうだと声が上がる中、虎牙ベンガルはゆっくりと目を細めた。

「一人だけ、ただ一人だけ、悪あつ鬼き玉だまを作ることの出来る人物がいる」

「誰だ？　そいつは？　上じよう忍にんの中にいるのか？」

　虎牙はゆっくりと首を振った。

　そして、その言葉を唇くちびるに載のせた。

「もと中ちゆう忍にんだ」
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　キーンコーンカーンコーン。

　向日葵ひまわり高校に終業のベルが鳴り響いた。

「ん～～、終わった終わった」

　大きく伸びをしてから、マコトは立ち上がった。

　鞄かばんに教科書をぽんぽんと詰め込む。隣の涼すず葉はも手早く帰宅の準備を整えていた。

「さてと……」

　一息つくと、マコトは後ろを振り返った。

　すぴ～～～。

　かなでは居い眠ねむりをぶっこいてた。相変わらずこの世の幸せを凝ぎよう縮しゆくしたような寝顔だった。

　この寝顔を見てると、何だか起こすのが可哀かわい想そうになって来るから不思議だ。

　まだ人類が発見していない未知のオーラが出てるのかもしれんな。

　マコトはしみじみと考えた。

　だけどそんなオーラも涼葉には通用しなかったようだ。

「かなで、かなで、起きるでござるよ。かなで」

「う～～ん、むにゃむにゃ」

　揺さぶられたってかなでは目を覚まさなかった。

「ダメですってマコトさん。そんなことしちゃ。あ～～、マコトさんのエッチ。それはあたしのパンティーですって」

　スパコ～～ン！！！
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　涼葉の、愛のこもったハリセンの一撃でかなではようやくお目覚めした。

「ふわ～～～」

　特大の欠伸あくびをかましてから、かなではよだれでべとべとになった教科書を鞄の中に詰め込み始めた。

「さ、家に帰っておやつ食べたらまた眠ろっと」

「まるで牛でござるな」

　涼葉が呆あきれた息を吐はき出した。

「牛か。そりゃ～～いくら何でも言いすぎだよ」

　笑いながらフォローするマコトだったけど、立ち上がろうとしたかなでの首の所から見える胸の谷間に言葉を失った。

　ある意味では牛なのかもしれん。

　頰ほおを赤く染めて、マコトは心の中で呟つぶやいた。

「マコト様。実は拙せつ者しや、これよりバレー部に行かなくてはならないのでござる」

「バレー部？」

「練習試合があるとかで、どうしてもと頼まれたでござる」

「そっか」

　マコトは息を吐はき出した。

　涼すず葉はの運動能力は学校でも有名だ。もちろん本気を出してはいないのだが、それでも一般ピーポロから見たらアンビリーバボロなのだ。

　その運動能力を求めて、運動部からの誘いも引く手あまただ。

「拙者は気乗りしなかったのでござるが……メンバーがどうしても足りないとのことゆえ」

「ま、いいんじゃないのか？　世の中助け合いって大事だし。うん、助すけっ人としておいでよ」

「失礼するでござる」

　涼葉は一礼すると、しゅたたたと駆かけて行った。足音はしない。

「う～～～～む、大したもんだ」

　毎度のことながら、マコトは感心した。

「さ、マコトさん。帰りましょ」

　かなでがマコトの手をぐいっと引っ張った。マコトとしては恥ずかしいやら何やらでたまったもんじゃない。

「ちょ、ちょっとかなでさん」

「いいからいいから帰りましょ！」

　かなでに引っ張られて、マコトは教室を出た。




「あるこ～～あるこ～～～。わたしは～～のうてんき」

　学校の帰り道を歩く。秋の涼しい風が頰ほおをくすぐって何だかとっても心地よい。

「ねーねー、マコトさんマコトさん」

　かなではうふふふふってすると、ポケットからＭＤを突き出して言った。

「じゃじゃ～～ん！　これミチコちゃんにダビングしてもらったんです。グラーブの新曲。帰ったら一緒に聞きましょ。あとライブのビデオも借りたんですよ」

　きゃはきゃはするかなでに、マコトは軽く息を吐はき出した。

「もうすっかり現代の人間だね。かなでさんは。もともと素質はあると思ってたけど」

「そ～～ですか。あ、でもあたし個人としてはこっちの時代の方が好きですね。いろいろ面おも白しろいものがたくさんあるし。テレビ面白いしアニメ楽しいし。このままこの時代で生きてってもいいって思ってますよ」

「そう言ってもらえると、この時代の人間として嬉うれしく思うよ」

　そう呟つぶやいてから、マコトはため息一つ吐き出した。

「血ち桜ざくらの人達もそんな風に柔じゆう軟なんに考えてくれるとありがたいんだけどなぁ」

「う～～～ん、下げ忍にんの人達はけっこう柔軟なんですけどねぇ。虎牙ベンガル様は頭カチコチだからなぁ。だけど、大丈夫です！」

　拳こぶしを握り締めて、かなでは宣言した。

「マコトさんはあたしが守ってあげますから!!」

　瞳が無意味なくらい燃えていた。

　コンビニでアイスクリームを選ぶ時と同じくらいに燃えていた。

　ちょっと不安ではあるけれど、マコトは笑顔でお礼を言った。

「ありがと。頼りにしてるよ」

「頼りにしちゃってください。そのかわりと言っちゃ何ですけど………」

　かなではもじもじすると、そっと指さした。

「アイスクリーム食べてもいいですか？」

　かなでの指さした方向には、アイスクリーム屋さんがどでんと居座ってた。

「あれ？　あんなとこにアイスクリーム屋なんてあったっけ？」

　ちょっと疑問に覚えるマコトだったけど、最近の建築技術は優れてるってことで納得した。納得するのは得意な性格なのだ。

「分かったよ」

「本当ですか。わ～～いわ～～い」

　アイスクリーム屋さんに向かって飛び跳はねていくかなで。

「くっださいな！」

　そこで異変は起こった。

　強烈な竜たつ巻まきが起こった。木の葉で辺りが何も見えなくなる。

　風がおさまり、マコトが目を開けた時には、そこにアイスクリーム屋はなかった。

　そしてかなでもいなかった。

「ど～～なってるんだ？」

　呆ぼう然ぜんとした顔で、マコトは目をぱちくりさせた。
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「かなで！　かなで！」

　呼ばれる声で、かなでは目を覚ました。

　そして叫んだ。

「いや～～!!　怪かい獣じゆう！！！」

　ひとしきり叫んでから、かなでは目をぱちくりさせた。

「何だ、虎牙ベンガル様じゃないですか」

　かなでの唾つばがたっぷり飛んだ顔を、虎牙は無言でぬぐった。

「お前は相変わらずのようだな」

「えへへへ、あ、カバネ丸様も一緒なんですか？」

　虎牙の後ろにいるカバネ丸にも、かなではにこやか～～に挨拶する。

「それにしてもおかしいですね、あたしは確かアイスクリーム屋さんに行ったはずなのに……あれれ」

　かなでは気がついた。少し離れたとこに倒れてる木の板にだ。

　どこからど～～見ても、芝しば居いの書き割りって奴やつだった。ちなみに書かれてるのはアイスクリーム屋さんだ。

　そして自分の境遇にも気がついた。ロープでぐるぐる巻きにされ、ぶる下げられてるって境遇だ。

　ありていに言って、あまりいい状況ではなかった。

　しばらくしてかなでの頭の中に、一つの事実と一つの掟おきてが浮かび上がった。自分が抜ぬけ忍にんしてるって事実と、抜け忍は抹まつ殺さつされるって掟だ。しばらくしないと思い出せないとこが彼女のすごいとこだ。

　だもんで、かなでははらはらと涙を流した。

「ああ、あたしの人生もこれまでなのね。せめて死ぬ前にライブビデオは見ておきたかったです」

　それから頰ほおを膨ふくらめた。死を覚かく悟ごしてヤケクソになったのだ。

「やり方が卑ひ怯きようじゃないですか。アイスクリーム屋さんの書き割りであたしをおびき寄せるなんて。せめて本物を用意してくださいよ。そしてあたしに食べさせてください。ラムレーズンじゃなきゃ食べません！　ラムレーズンくれなきゃ死んであげません！」

　口をへの字に曲げるかなでに、カバネ丸が鼻で笑った。

「安心しろ。今日は抜け忍抹殺に来た訳じゃねえんだ」

「え？」

「そうだろ、虎牙ベンガル」

「うむ、不本意ではあるが、お前に頼みがあってな」

　虎牙は近くの木箱にどっかと腰を下ろすと、単たん刀とう直ちよく入にゆうに言った。

「悪あつ鬼き玉だまを作って欲しい」

「悪鬼玉？」

　かなでは目をぱちくりとさせた。

「何ですかそれ？」

「忘れておるのか」

　やれやれと虎牙はため息を吐はき出した。

「ほれ、昔、お前はお医者さんごっこが好きだっただろう」

「え、あははは。そうですね。いっつもお医者さんごっこしてましたね」

「秘密の蔵から薬の作り方の巻物を持ち出し、それを使って遊んでいただろう」

「あたし、リアリティーにこだわる質たちだったんです」

　無意味にエバってかなでは言った。

「だけど見つかってえらく怒られましたね。お父さんにばちこんばちこんビンタされて、おたふくみたいになっちゃいました」

「お前の父、金かな手で丸まるがわしに話したことがあるのだ。遊んでいる最中に、その巻物の内容をかなでが覚えてしまったようだと」

「はあ、覚えちゃいましたけど」

「今でも覚えているのか？」

「そりゃ～～まあ、覚えてますけど」

「それを、作って欲しいのだ」

「え～～～～～～」

　かなでは特大のえ～～～をぶちまけた。不満のえ～～だ。

「あれってけっこう作るの面倒くさいんですよ。一晩中煮込まなくちゃいけないし。煮立たせちゃいけないからいっつもくっついてなくちゃいけないし。あたしが抜ぬけ忍にんする前だったら命令だってことで従ったかもしれないけど、別にもう虎牙ベンガル様の部下でも何でもないんですから」

「貴様ぁぁぁ、自分の立場をわきまえんのかぁ！」

　思わず鉄てつ爪づめが出ちゃいそうになる虎牙をカバネ丸が押し止めた。

「かなで、どうしてもダメか？」

「ダメです。あたし忙しいんです！　音楽だって聞かなくちゃいけないしビデオだって見なくちゃいけないし宿題だってやんなくちゃいけないし」

　宿題なんてやったことないくせに、かなではそう主張した。

「ま、しょうがね～～な。諦あきらめよーぜ。虎牙」

　虎牙は諦めなかった。

「タダとは言わん！」

　搾しぼり出すように、虎牙は言った。

「もしお前が薬を作ってくれたならば、作ってくれたならばな！」

「ならば何ですか？」

「もう春日かすがマコトの命を狙ねらうことはせん」

「……………………」

　しばしの沈黙の後、かなでが目を大きくした。

「え、本当ですか！」

「ああ、血ち桜ざくら忍にん群ぐん副ふく頭とう目もく、血桜虎牙。この命をかけて約束しよう」

「いいんですか？　そんな太ふとっ腹ぱらで」

「いいんだ」

　いかつい顔を、こっくりと縦たてに動かした。

「もうマコトさんを狙わない」

　忍にん者じや業界ってのは完全な縦割り社会だ。目上が黒って言っちゃえば白も黒になるって理り不ふ尽じんがまかりとおる程の体育会系だ。虎牙が狙うなって言えばみんなそれに従うはずだ。

　この虎牙の命令を覆くつがえすことが出来るのは頭目であるわに太た朗ろうだけだ。

　だけど………。

　わに太朗様がマコトさんを襲えなんて命令するはずないですもんね。だってあんなに仲良しこよしなんですから。

　かなではこっくり頷うなずいた。

「わっかりました。そ～～ゆ～～ことなら作ります。作って作って作りまくります。あたしに任せてください！」

「うむ」

　虎牙ベンガルは鉄てつ爪づめを出すと、かなでが縛しばられてるロープを一気に断ち切った。

「では、頼んだ。薬が出来たら町外れの公園でのろしを上げてくれ。すぐにかけつけるからな」

「わっかりました～～。それじゃ失礼しま～～す」

　弾はずむような足取りで、かなでは去って行った。

「いや～～、正直驚いたぞ」

　カバネ丸が感心した息を吐はき出した。

「まさかお前の口からあんな言葉が出るとはな」

「あんな言葉？」

「ああ、もう春日かすがマコトを追いかけないって言葉さ」

「ああ、あれか」

　フンって虎牙は鼻を鳴らした。

「わしは追わないと言っただけだ。血ち桜ざくら忍にん群ぐん全すべてが追わないと約束した訳ではない」

「どういうことだ？」

「薬が完成し、わに太た朗ろう様が極ごく悪あくになられたら、きっと春日マコト討とう伐ばつの命令を下されるだろう。わしが動かずともきゃつらに明日はないということだ」

　虎牙は笑った。ボスキャラ級の悪人笑いを響かせた。

「ぬわーっはっはっはっはっは」

「悪あつ鬼き玉だまなんて使わなくても、お前の爪つめの垢あかで十分なんじゃないか？」

　カバネ丸が冗じよう談だんでぼやいた。だけどひょうたんから駒こまが出た。

　しゅばって現れたかなでが、虎牙に言った。

「虎牙様、爪の垢をちょっともらえませんか？　薬の材料に必要なんで」
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「ふ～～、いい湯だったな」

　風呂から上がって来たマコトは、冷凍庫を開けた。

「今日はソーダ味にするか」

　水色の塊かたまりを引っこ抜いた。特売で買って来たやっすいアイスキャンディーだ。

　そのまま縁側へと向かうとそこによっこらしょと座り込む。

　風呂上がりに縁側に座り込んでアイスキャンディーを食べる。それが最近のマコトのお気に入りだった。秋だから出来ることだ。冬になってもこんなことしてたら風か邪ぜをひいてしまう。

「だいぶ風が涼しくなって来たでござるな」

　涼すず葉はがやって来ると、マコトの近くに腰を下ろした。

「この時代の冬も、やはり厳しいのでござるか？」

「う～～ん、昔よりは雪は積もらなくなったって聞くけど………やっぱ寒いよ。冬なんだから」

「そうでござるか」

「だけど、涼葉のいた戦国時代よりはマシだと思うよ。こたつもあるしストーブもあるしエアコンもあるし。ホッカイロってのもあるしな」

「ホッカイロ？　それは何でござるか？」

「そっか、まだ見たことないか。えっと、これぐらいの袋でね。こうしゃかしゃか振ると温かくなるんだ。それをこうポケットとかに入れるっていう」

「それなら似たようなものがあったでござる。もっとも、温めた炭を入れて使うのでござるが」

「へ～～、そうなんだ」

「この時代では振るだけで温かくなるのでござるか。便利でござる」

　しみじみと呟つぶやいてから、涼葉は自信たっぷりに言った。

「よくてれびで聞く、はいてく化というものでござるな」

　自分だって横文字が使えるんだってちょっとアピールしたかったようだ。

「ハイテク化ねえ」

　マコトはちょっとばかし微妙な笑みを浮かべた。

　ホッカイロごときにハイテク化なんて言葉を使うと、もっともっとハイテク化してるパソコンとかデジカメとかに申し訳ないような気がしたのだ。

　だけどまあ、五〇〇年前に比べればホッカイロだってハイテクなのは間違いないし、つまんないことを気にしたって仕方がないから納得することにした。

　そうだよ、昔に比べりゃなんだってハイテク化されてるじゃないか。料理一つとったってそうだ。わざわざ火を起こさなくたってスイッチ一つで………。

　そこで、マコトはとあることを思い出し、縁側から顔を突き出した。

　庭の奥の方に、ローテクでがんばってる女の子がいた。

　どこからかでっかな鍋なべを持ってきて、何やらぐつぐつ煮てた。でっかな木の棒で鍋の中身をぐりぐりかきまぜてた。

「かなでさん、まだやってたのか」

「もう五、六時間になるでござるな」

「すごいな。あの飽あきっぽいかなでさんが……」

　思わず感心の息が漏もれた。

「何作ってるのか知ってる？　僕が聞いても教えてくれなかったんだけど」

「それが、拙せつ者しやにも教えてくれないのでござる」

　涼すず葉はは首を横に振った。

「何かの薬だということだけは確かなのでござるが」

「薬………ねえ」

　マコトはもう一度かなでを見た。やっぱりまだ鍋なべをぐりぐりかきまぜてた。

　鍋の中の様子は見えなかったけど、すごいことになってるんだってことはなんとなく想像出来た。

「僕は飲みたくないぞ。絶対に」

「拙せつ者しやも右に同じでござる」

　涼葉もこっくり頷うなずいた。

「ほんと、何の薬作ってんだろ？」

　がんばるかなでを見つめながら、マコトは呟つぶやいた。




　そ・し・て………翌日。




　カーテンの隙すき間まから差し込んでくる太陽の光で、マコトは目を覚ました。

「ふわあああああ」

　大きく伸びをしてからむっくりと起き上がる。まだ七時にもなっていない早朝だ。

　なんとなく目が押入れに向かう。涼葉が眠ねむっている押入れだ。

　だいぶ慣れたけれど、それでも意識すると何かドキドキしてしまう。困った青少年だ。

「喉のどが渇かわいたな」

　ごそごそとベッドを這はい出すと、マコトは部屋を出て階段を下りた。

　寝ね惚ぼけ眼まなこで台所に到着したとこで、マコトは何かをふんずけた。

「ん？　何だ？」

　見下ろすと、見慣れたくりんくりんヘアーの女の子がうつぶせに倒れてた。

「か、かなでさん」

　眠ねむ気けをぶっとばして、マコトはかなでを揺り起こした。

「ちょっと、大丈夫？　しっかりしてって」

「あ、マコトさん」

　へろへろに疲れきった顔で、かなでは笑った。

「そろそろかな？」

　冷蔵庫を開けるかなでの顔が、ぱ～って明るくなった。

「あ、出来上がってます！」

　マコトの手を取ると、かなでは踊り出した。

「やりました！　ついに完成したんです！」

「え、ああ、何だか分からないけどおめでとう」

「やりましたやりました！」

　しばし踊りまくってから、かなでは冷蔵庫に手を突っ込むと何かを取り出した。

「それじゃ、あたしちょっとお届けものがあるので出かけます。詳くわしいことは帰ってきてから言いますね。そ～～ゆ～～～ことなので失礼します」

　ど～～ゆ～～ことかちっとも分からないけれど、かなでは一礼すると部屋を飛び出して行った。

「一体何がどうなってんのか分からんな」

　首をひねるマコトの隣に、パジャマ姿の涼すず葉はがしゅばって現れた。

「どうも気になるでござる」

　寝起きとは思えないくらい真ま面じ目めな顔して、涼葉は言った。

「一体かなでは何を作ったのでござろうか？　それをどこに届けるつもりなのでござろうか？　どうも胸騒ぎがするでござる」

　鍛きたえ抜かれた忍しのびとしての勘かんがざわめいていた。心配しすぎだって意見もあるけれど、相手はあのかなでだ。何かとんでもないことをやらかす可能性は十二分にある。たとえ本人にその気がないとしたってやらかしてしまうかもしれない。そ～～ゆ～～奴やつだ。

「拙せつ者しや、気になるゆえ後をつけてみるでござる」

　しゅばって涼葉の姿がかき消えた。

「心配性だからな。涼葉も」

　やれやれってマコトは息を吐はき出した。

「さてと、せっかくの休みだし………二度寝でもするか」
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　町外れの小さな公園。そこにかなではしゅばっとやって来た。

　胸の谷間から竹の筒つつのようなものを取り出すとそれを地面に突き刺した。

　そしてライターで火をつける。ライター使ってるとこがものすごく手抜きの香りがするけれど、まあこれぐらいは大目に見よう。

　導火線がしゅばばばば音をたてるのを確認すると、かなでは近くの茂みに飛び込んで両耳を塞ふさいだ。

　ちゅっど～～～～ん！！！

「た～～まや～～～」

　パチパチと拍手してからしばらく待った。

　誰も来なかった。

「も～～仕方ないですね～～～」

　かなではまた筒つつを引っ張り出した。今度は二本だ。それを地面に突き刺してやっぱりライターで火をつける。

　ちゅっど～～～～ん！！！（×２）

「た～～まや～～～」

　やっぱり誰も来なかった。

「も～～～～、それじゃありったけ出しちゃいますね」

　かなでは持ってた火薬類をありったけ出した。谷間の奥は四次元ポケットかい！ってつっこみを入れたくなるくらいの大量の物ぶつ騒そうなもんが出てくる。

「うふふふふふふ」

　世にも物騒な笑みを浮かべながら、かなではそれらに火をつけた。

　ばちばちばちばちばちばちばちばち。

　導火線がどんどん短くなっていく。だけど盛大な花火は上がらなかった。

「うが～～～～～！！！」

　すっ飛んで来た虎牙ベンガルが、導火線をげしげしと踏みつけた。

「あ、虎牙様、やっといらっしゃったんですね」

「この馬ば鹿かがぁ!!　わしはのろしを上げろと言ったのだ。爆発させろと言った覚えはない。何だこの大量の火薬は！　どこにこんなにも隠しておったのだ！」

　同じ忍にん者じやの虎牙でもびっくりしちゃうくらいの量だった。恐るべし、谷間四次元ポケットだ。

「あははは、せっかくだから盛大にのろしを上げようと思ったんですけど、ダメでしたか？」

「ものには限度があるわ！　お前はここいら周辺をふっとばすつもりなのか！」

　ぜーはーぜーはーって虎牙は息を吐はき出した。

　そして、思った。

　かなでが血ち桜ざくらを抜けたのは正解かもしれん。もしかなでが血桜に残ってこんなことしてたら………。わしは長生き出来なかったろう。

　虎牙はしみじみと呟つぶやいた。

「爆発でくたばるか、頭の血管が切れてくたばるかのどちらかだったろうな」

「え、何ですか？」

「何でもない何でも」

　大きく深呼吸して血圧を下げると、虎牙は言った。

「それで、わしを呼びつけた理由は何だ？　まさか薬の作り方を忘れたということではなかろうな」

「えへへへへへへ」

「ど～～したのだ？」

「えへへへへへへへへ」

　脳味噌にカビでもふいたような笑いをしばし浮かべてから、かなでは両手を突き出した。

「じゃじゃ～～～ん！！！」

　掌てのひらの上には、ピンポン玉大の緑色した玉が載のっかっていた。

「ちゃんと作りましたよ。頼まれてた奴やつ！」

「ぬわんと！」

　虎牙ベンガルが素直に驚いた。

「恐ろしく早いではないか。まさか昨日の今日で作り上げるとは………」

「あたし、不ふ眠みん不ふ休きゆうでがんばりましたもん」

　偉えらいでしょ偉いでしょってかなでは胸張って見せた。

「さ、ど～～～ぞ」

「うむ」

　虎牙は緑色の玉を手に取ると、太陽に透すかしてみたりした。

「これが、伝説とまで呼ばれる秘薬。悪あつ鬼き玉だまか」

「そ～～です。あたしよく分からないで覚えちゃいましたけど、確か飲んだ人が悪い人になっちゃうって薬ですよね。お父さんが言ってました」

　にこやか～な顔して、かなでは尋ねた。

「それで、ど～～するんです？　その薬。虎牙様が飲む………ってことはないですよね。そこまで悪い顔しててこれ以上悪くなる必要ないですもんね」

　ものすごい顔で睨にらまれたもんだから、かなでは慌あわてて口をつぐんだ。

　ちょっと口くち笛ぶえなんて吹いてみて、誤ご魔ま化かしたつもりになってからかなでは尋ねた。

「で、誰に飲ませるんですか？」

「くっくっくっくっくっく」

　ものすごい悪人笑いを響かせてから、虎牙はその名前を口にした。

「この薬は、わに太た朗ろう様に飲んでいただくのだ」

「ええええ！　わに太朗様を悪い子にしちゃうんですか！」

　かなでの頭の中に、悪い子になっちゃったわに太朗が浮かんだ。つっぱりヘアーにサングラスで、改造自転車をぶいぶい乗り回してる不良のわに太朗だ。

「わに太朗様は悪い子より良い子の方が絶対に似合うのに。ど～～してそんなことするんですか？」

「血ち桜ざくらには血桜の事情というものがあるのだ。それにお前も人のことばかりは心配はしていられないのだぞ」

「え？」

「極ごく悪あくになられたわに太朗様が、春日かすがマコト討とう伐ばつの命令を出さぬはずがないからな」

「……………………………」

　かなではくいって首を傾げた。

　しばし左右にくいくいひねってから、腕を組んでう～～んって考え込んだ。

　とてつもなく長い時間をかけてから、かなではその事実に気がついた。

「騙だましたんですね！」

「遅いわぁ!!」

　思わずつっこみを入れちゃってから、虎牙ベンガルは悪者チックに声を響かせた。

「ふっふっふ、誰も騙してはおらんわ。約束をしたのはわし一人なのだからな。わに太た朗ろう様の命令ならば仕方なかろう」

「ううう、前々からずっと思ってたんですけど、虎牙様って鬼おにです！　悪魔です悪人です！」

「どうとでも言うがよい」

「顔が恐いです！　ヒゲが濃こいです！　足の親指の爪つめが大き過ぎです！　鼻をかむ時うるさすぎです！　納豆にネギ入れすぎです！　それからそれから」

「………ちと言いすぎだろそれは」

　虎牙がしぶい顔でうなったその直後。彼の大きな目玉がぎょろっと動いた。

「ふん！」

　腕を振った。ガキンと音をたてて、一本の投げ苦く無ないが地面に突き刺さった。

「草くさ影かげくノ一いちか」

　しゅばって現れたのは、忍にん者じや服の涼すず葉はだった。

「涼葉さぁん」

　涙と鼻水が入り混じった壮絶な声で、かなでは言った。

「あたしの作ったあの薬でわに太朗様を悪い子にしちゃうつもりなんです～～～」

「まったく、お主ぬしとゆ～奴やつは」

　どうしていつもいつもこうも厄やつ介かい事ごとを引き起こすんだろうか？　こいつは。

　やるせない気持ちになったけど、今はそんな場合ではない。

「その薬、こちらに渡してもらうでござる」

　忍にん者じや刀とうが抜かれた、バリバリの戦闘モードだ。

　かなでも二本の短刀を引き抜いてかまえる。頼りないけどこっちだって戦闘モードだ。

「おろかな連中だな」

　虎牙が、不ふ敵てきな笑みを浮かべた。

「我らを相手にし勝てる訳がなかろうに」

「我らだと？」

「そうだ。我ら血ち桜ざくら上じよう忍にん衆しゆうよ」

　その言葉を発した直後だった。辺りがざわめいた。

　その姿は見えない。だけど、気配だけは感じる。何か得体の知れない気配だ。

　そこにいることだけは確かだ。

　涼すず葉はの肌が粟あわ立った。本能が危険信号をビーコンビーコン鳴らしていた。

「泣け！　わめけ！　そして恐怖しろ！　我ら上じよう忍にんの恐ろしさになぁ！」

　勝ち誇ったように虎牙ベンガルが声を張り上げる中、近くの茂みがごそごそって動いた。

　ひょっこり出て来たのはにん吉きちくんとにん美みちゃんだった。

『うわ～～なんか、大変なことになってるね』

『本当ね。もしかしたら戦いが始まっちゃうかも』

『準備体操しておかなくっちゃね』

　にん吉くんとにん美ちゃんは何やらぴょこぴょこと踊り始めた。どうやら準備体操らしい。

　どこをどう恐怖していいのか、涼葉には分からなかった。

　ど～～していいんだか分からない無言の時が流れた。

「いや、あれはだな。なんと言うか例外という奴やつでな。基本的には恐ろしいのだぞ」

　一生懸けん命めいに虎牙が説明するけど、正直「へ」ってとこだ。

　だけどかなでは違ってた。真まっ青さおな顔でぶるぶる震えてた。

「い、いっぽく堂様が来てるなんて」

「何を恐こわがってるでござるか」

「涼葉さんはいっぽく堂様の恐さを知らないからそんな落ち着いてられるんです！」

　かなではおびえた瞳で涼葉を見つめた。

「いっぽく堂様は、いっぽく堂様は」

　切せつ羽ぱ詰つまった声で叫んだ。

「声が遅れて届くんですよ！」

「……………」

　何がどう恐ろしいのか残念ながら涼葉には分からなかった。

　何がどう恐ろしいか分かったのは、にん吉くんとにん美ちゃんの姿がかき消え、次の瞬間頭上から襲いかかって来た時だった。

　間かん一いつ髪ぱつで避よけた涼葉だけど、その肩口のところがすっぱりと断ち切られてた。

『あ、残念。外しちゃった』

『も～～、ちゃんと狙ねらわなきゃダメじゃない』

　トゲトゲした武器を手にそんなことを会話しあう人形二体は、とてつもなく無気味な存在だった。

「どうやら、手て強ごわい相手のようでござるな」

「そりゃそうですよ。だって声が遅れて届くんですから」

「操っている本体を探し出さねば、勝機は薄いでござるな」

「それは難しいですよ。だって声が遅れて届くんですから」

「操り人形ならば糸を使っているはず。近寄らなければ見えないでござるな」

「近寄るのは危険です。なんてったって声が遅れて届くんですからね」

「だ～～、さっきからお主ぬしは同じことを何度も何度も」

　耐え切れなくなった涼すず葉はがかなでの口に親指突っ込んでび～～って引っ張ってる時だ。

「ここは大人おとなしく引き下がっておいた方が正解だぜ」

　遠慮のない声をぶつけるのは、欠伸あくびしながらやって来た血ち桜ざくらカバネ丸だった。

「ここにいる連中を一度に相手にするにはいくらお前らでも無茶すぎる。どいつもこいつもイカレた野や郎ろうどもだが強さだけは本物だ」

『そ～～ゆ～～こと』

『そ～～ゆ～～こと』

　にん吉きちくんとにん美みちゃんがハモって言った。何だかちょっとムカついたけど、事実強いんだから文句を言えないとこだ。

「そういう訳にはいかないでござる！」

「やれやれ、仕方ね～～な」

　カバネ丸は背中の大おお鎌がまを引き抜いた。

「それじゃ、この間の続きといこ～～じゃね～～か」

「望むところでござる！」

　戦いが始まった。そりゃあもう忍にん者じやらしいすんごい戦いだった。

　だけど戦いはいつものごとくそんな長く続かなかった。

　助すけ太だ刀ちしようとかなでが投げた爆ばく裂れつ玉だまが、カバネ丸に弾はじかれた。問題なのは落っこちた場所だった。

　盛大なのろしを上げようとかなでが作った火薬のピラミッドだった。

　どっか～～～～～～ん!!

　容よう赦しやなくふっとんだ。

　爆ばく煙えんの晴れた後には、もう何も残ってなかった。血ち桜ざくらの上じよう忍にん達もすでに逃げ出した後のようだ。

「か～～な～～で～～」

　煤すすで真っ黒になった涼葉は、やっぱり煤で真っ黒になってるかなでの首を締め上げた。

「ど～～していつもいつも」

「うがががが、苦しいです。放してくださいって涼葉さん」

　ようやく放してもらえたかなでは、唇くちびるを尖とがらして言った。

「だけど、運がいいんですよ。あのまま戦ってたって絶対に勝てっこなかったんですから。あの爆発のおかげで戦いがうやむやになって………あ、もしかして」

　かなではハッとした。

「カバネ丸様、そこまで計算してあの爆ばく裂れつ玉だまを弾はじいたのかも。きっとそうですね。カバネ丸様なら弾かなくたって導火線をちょん切っちゃうくらい出来たはずです。狙ねらって弾いたんです」

　感心したように、かなでは頷うなずいた。

「カバネ丸様、忍にん者じやなんか止めて野球の選手になればいいのに」

「とにかく、追いかけるでござる!!」

　走り出そうとする涼すず葉はに、かなでが慌あわてて言った。

「あ、それなんですけど、追いかけなくてもいいことになりました」

「何を言ってるでござるか？」

「ですから、追いかけてなくてもいいんです。あたし今の爆発で思い出しました。だから大丈夫です！」

　意味はよく分からないけれど、かなでは胸張っておっしゃった。

「わに太た朗ろう様は悪い子になんかなりませんから！」




「わ～～いわ～～～～い」

　わに太朗は森でどんぐりを集めていた。

　毎日毎日飛び回ってるお子様なわに太朗だ。

「うん、こんなもんかな」

　自分の背せ丈たけよりも高く積まれたどんぐりの山に、わに太朗は満足気に頷うなずいた。

　とくに意味はない。なんとなく集めちゃってるだけだ。

「よ～～し、もっともっと集めちゃおっと」

　元気よく飛び立とうとするわに太朗だけど、その足を止める。

「ん？　みんなそろって何やってるの？」

　木々がざわめいた。

「いや～～、さすがですな。わに太朗様」

　のっそりと虎牙ベンガルが姿を現した。

「我ら上じよう忍にんの気配を一瞬にして感じ取るとは」

「たんにお前さんのでかい図体がはみ出してただけじゃね～のか」

　ぼやくカバネ丸をぎろっと睨にらみつけてから、虎牙は慣れない笑顔をわに太朗に向けた。

「実は、わに太朗様に贈り物がございまして」

「ぼくに贈り物？」

「これでございます」

　虎牙がごっつい腕を突き出した。掌てのひらには緑の丸い玉が載のっかってた。

「これな～～に？」

「これは………飴あめでございます」

　虎牙ベンガルは不自然に強こわばった表情で言った。誰がどう見たって噓うそついてる顔だった。

　だけどわに太た朗ろうはそんなことちっとも気にしなかった。

　忍にん者じや業界のエリートとして生まれたくせに、人を疑うってことをお母さんのお腹なかの中に忘れて来ちゃってる男の子なのだ。

「わ～～ぃ、飴あめだ飴だ」

　何のためらいもなく、わに太朗はその緑の玉を口に突っ込んだ。

「何味あじなんだろ？」

　ほくほく顔で口を動かしてたわに太朗だけど、その表情が強ばる。

「虎牙………これ、飴じゃないよ」

　にんまりと、壮そう絶ぜつな笑みを虎牙は浮かべた。

「わに太朗様。ご無礼をお許しください。しかし我ら上じよう忍にん一同これからの血ち桜ざくら忍にん群ぐんの行く末を考えた結果、やはりこれしか方法がないとの結論に達し」

　虎牙の謝罪の言葉なんてわに太朗は聞いちゃいなかった。

　口をもぐもぐもぐもぐさせてから、にっこり笑顔で言った。

「これ、ガムだね」

　わに太朗は可愛かわいいらしく風船を膨ふくらませて見せた。

　虎牙の口がかぱ～～って開いた。もちろん目は点だ。

「うん、おいしいおいしいおいしい」

　くっちゃくっちゃしながら、わに太朗はまたどんぐり集めの旅に出かけてしまった。

「なるほどね」

　カバネ丸がおかしくてたまらないと言った様子で呟つぶやいた。

「ありゃ～～どう見たってこの時代のガムって菓か子しだな」

「くの～～～～～!!」

　奥歯をぎちぎちと鳴らして、虎牙は叫んだ。

「かなでめ！　たばかりおったな！」
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　たばかってなかった。

「あれってあたしが一昨日おとといスーパーのがちゃがちゃで買ったガムボールでした」

　春日かすが邸ていへの帰り道、かなでが説明した。

「たくさん買ったんですけど食べ切れなくなって残ったのをれ～ぞ～～庫に突っ込んどいたんです。うっかりそれを持って来ちゃったんです」

　頭の後ろに手をやって、かなでは笑いながらおっしゃった。

「いや～～、寝不足だと失敗人間になっちゃうもんですね～～」

「お前は、しっかり寝てても失敗人間のような気がするでござるがな」

　涼すず葉はのさらっとした皮肉なんてちっとも気にしないで、かなではてってこてってこ歩いた。

「それにしても」

　涼葉は表情を険けわしくして考え込んだ。

「血ち桜ざくらの上じよう忍にん衆しゆうでござるか………」

　ハッキリとは姿を見せなかったが、闇やみの中に隠れてたいくつもの気配。

　思わず背筋が凍こおりつく、そんな気配だった。

「もしまともに戦えば、勝ち目はなかったでござるな」

「そ～～ですね～～。だけど上忍の皆様ってけっこうぼ～～っとしてたり何考えてるのか分かんないとこがありますからね～～。常識もない人が多いし」

　お前が言うなお前がってつっこみを入れたかったけど、涼葉はごっくり飲み込んだ。今はくノ一いち漫才をしてる場合じゃない。

「ま～～、基本的にはわに太た朗ろう様が命令しない限り自分勝手に何かしようなんて思わない方々ですよ。ま～～、一度わに太朗様が命令出したら最後、死んだってその命令を果たすでしょうけど」

　前々から話には聞いていたけれど、血桜の縦たて割り社会は想像以上のようだ。

「わに太朗殿がこちらの味方で本当によかったでござる」

　涼葉はしみじみと吐はき出した。

「もし、わに太朗殿が薬を飲んで極ごく悪あく人にんになっていたとしたら………」

　想像しただけでもゾっとした。あまりに恐ろしすぎて口に出せないくらいだ。

　だけど、女王様はあっさり口にした。

「ま～～、マコトさんも含めてあたし達み～～んなあの世行きですよね。あはは」

　スパコ～～ン！

「も～～、何するんですかいきなりぃぃ」

「まったく、お前は無神経すぎるでござる」

　ハリセンを仕し舞まい込みながら、涼葉は言った。

「とにかく、家に戻ったらすぐに捨てるでござるよ。その恐ろしい薬を」

「分かってますって。すぐにトイレに流します。それでじゃ～～です」

　そんなこんなしてるうちに、春日かすが邸ていについた。

　玄関から入って居間へとやって来ると、マコトがテレビを見てた。涼葉らには気がついていない。

　何かを言おうとする涼葉の口をかなでが押さえた。

　しずかにしずかに。

　茶ちや目めっ気けのある瞳でそんなこと言うと、かなではひょこひょことマコトの後ろから近寄る。

　腐くさっても忍にん者じやだ。足音はいっさいしない。気配も消してるからマコトはちっとも気がつかない。

「ばあ！」

「うわ!!」

　面おも白しろいようにマコトは驚いてくれた。

「あははははははは、びっくりしましたか？」

「！！！！！！！」

　しばし目を白黒させてから、マコトはちゃぶ台の上のグラスを手に取ってごくごくと喉のどを鳴らした。

「ふ～～、死ぬかと思った」

　大きく息を吐はき出してから、マコトは二人に目をやった。

「二人ともど～～したの？　なんか真っ黒けだけど」

「ちょっと爆発に巻き込まれて来たんです」

「ええ！」

「何でもないでござるよ。それじゃ失礼するでござる」

　涼すず葉ははかなでの耳を引っ張って、台所へと消えていく。

「朝っぱらから何してんだろ？」

　くノ一いちってもんは分からんもんだ。

　マコトはしみじみと思った。




「マコト様に余計な心配をかける必要はないでござるよ」

　台所にて、涼葉はかなでに囁ささやくようにして言った。

「さ、例の薬を捨てるでござる」

「でももったいないな～。あんなにがんばって作ったのに」

「かなで！」

「冗じよう談だんですよ冗談。え～～っと」

　かなでは冷蔵庫を開けた。頭を突っ込んでごそごそしてからのっそりと引き抜いた。

「不思議なこともあるもんですね～～」

「ど～したでござるか？」

「なくなっちゃったんですよ。確かここにあったはずなのに……おかしいですね～～」

　そこで二人は同時に固まった。

「まさか」

「もしかして……」

　次の瞬間、居間に向かってダッシュした。




「マコト様！」

「マコトさん！」

　いきなり血けつ相そう変えて目の前に現れた二人に、マコトはおおいに驚いた。

「うわぁ、なんだってまあそんないきなり」

「マコトさん！　問題です!!」

「はい？」

「問題です！」

　問答無用な勢いだ。

　マコトの意志は関係なく、問題は始まった。

「道を歩いてたら目の前に野球のボールが飛んで来ました。すみませ～んって声がして、見ると少年野球の子供達が手を振ってました。ど～～しますか」

「そりゃ～～～、そっちに投げてあげるかな」

「道を歩いてたらお腹なかをすかした犬が倒れていました。マコトさんはきび団だん子ごを持ってます。ど～しますか？」

「そりゃ～～、きび団子あげるんじゃないかな。鬼おにが島しま行きたいって訳じゃないけど」

「道を歩いてたら女の人が苦しんでました。どうしますか？」

「そりゃ～～、ど～～しますかって尋ねるかな。で、悪いようなら救急車呼ぶかな」

「分かりました」

　かなではおでこの汗をぬぐった。

「どうやらマコトさんが飲んじゃったってことはないですね。悪人になってたら女の人の財さい布ふはネコババしてボールは逆に投げてきび団子は自分で食べちゃってたはずですから」

「少し強引な問題でござるが、一安心でござる」

「は？」

　すっかり取り残されて、マコトは目をぱっちんぱっちんさせてた。

「それじゃ薬はどこに行っちゃったんでしょうかね」

　かなではう～～んって考え込んでから、マコトに尋ねた。

「マコトさん。冷蔵庫の中に入ってた薬を知りません？」

「薬？　そんなの知らないなあ」

「そ～～ですか」

「ガムボールなら知ってるけど」

「え！！！」

　涼すず葉はとかなでが仲良く凍こおりついた。

「マ、マコトさん。そのガムボールってのは、もしかしてその、これぐらいの大きさで、青い色なんかしちゃってる奴やつですか？」

「そ～～だけど」

「どっひぇ～～～～～」

　かなでが飛び上がった。

「それで、それでそのガムボールはどうしたんですか？」

「ほら、さっきかなでさんが僕のこと驚おどろかしたじゃん」

「はい」

「その時に飲んじゃったよ」

　ポクポクポクポクチ～～ン！

　そんな効果音が聞こえて来たような、そんな気がした。

　真っ白になってる二人に気づかず、マコトはぶつぶつ言った。

「かなでさんが驚かすから、ごくって飲んじゃったよ。いや～～、死ぬかと思った」

　涼すず葉はとかなではゆっくりと顔を見合わせた。

「かなで………もしかして……」

「………間違いないです。マコトさん。飲んじゃったみたいです」

「今から吐はき出させて」

「………もう遅いです。もうすぐ薬の効き目が現れて………」

　…………………。

　涼葉は想像した。悪人となり悪事の限りをつくしてるマコトの姿をだ。

　かなでも想像した。つっぱりの不良になって改造バイクにまたがっているマコトの姿をだ。

「マコト様」

　うるんだ瞳でマコトを見つめてた涼葉の顔が、急に固まった。

　次の瞬間、忍にん者じや刀とうが抜かれてた。

　世にも恐ろしいことに、忍者刀はマコトに向かって構えられた。

「マコト様。お許しください！」

「ど、ど～～したんだよいきなり!!」

「極ごく悪あく人にんとなるくらいなら、いっそ拙せつ者しやの手で」

「おい！」

「ご安心ください！　拙者もすぐに後を追うでござるよ！」

　そんなこと言われたってご安心出来るはずがない。ある訳がない。

「覚かく悟ご！」

　かなでが止めてなかったら本当に死んでたかもしれなかった。

「涼葉さん早まらないでくださいって！」

「放すでござる！　放すでござる！」

「逃げてください！　マコトさん！」

　何だかよく分からなかったけど、マコトはとりあえず逃げた。
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「まったくも～～、何だってんだよ本当に」

　てってこてってこ逃げたマコトは、ふ～～って大きく息を吐はき出した。

「にしても涼すず葉はの奴やつ、何であんなことしたんだ？」

　時代劇で言うとこのお殿様ご乱心って奴だった。

　だけど、涼葉はお殿様じゃない。忍にん者じやだ。くノ一いちだ。そう簡単にご乱心するとは思えない。

「僕が食べちゃったガムボール。そんな大切なもんだったのかな？」

　謎なぞは深まるばかりだった。

「とにかく、スーパーでガムボールを買って返そう。とりあえずそれぐらいしかないもんな」

　スーパーに向けて歩き出すマコト、その隣に一台の車が到着した。びっくりするぐらい高そうな車だ。

　そして車からはびっくりするくらい高級な女の人が出てきた。

「側そば之の小こう路じ先せん輩ぱい」

「こんにちは。マコト兄様」

　桃とう香かは、静かに会え釈しやくした。

「これからマコト兄様の家へ向かおうと思ってました」

「これから？　それはちょっと……」

　言葉を濁にごした。

「うん、止やめておいた方がいいと思うな。その、いろいろと立て込んでるって言うか何て言うか」

「マコト兄様はこれからおでかけですか？」

「おでかけって言うか、ちょっとそこのスーパーまで」

「ならば車で」

「いや、いいよ。そんな遠い訳じゃないし。それにちょっと考え事もしたいし」

「そうですか」

　桃香は、ちょっとだけ恥ずかしそうにもじもじすると小さな声で言った。

「なら、ご一緒してもよろしいですか？」

「え、別にいいけど」

「ありがとうございます」

　車を運転する時とき田たに先に行っているように伝えると、桃香はマコトの隣へと来た。

「さ、行きましょう」

「え、ああ」

　二人並んで歩き出す。人ひと気けのない道だ。雰囲気もなんだか静かでいい感じだ。

　なんか、考え事する余よ裕ゆうもなくなって来たぞ。

　どぎまぎしながらマコトは心の中で呟つぶやいた。

　いかんいかん。涼すず葉はがご乱心してるって時に僕は何を考えてんだ。

　首をぷるぷる振ったマコトに、桃とう香かが声をかける。

「あ、あの、マコト兄様」

「あ、はい」

　いつまでたっても、このマコト兄様って呼ばれ方には慣れるもんじゃない。その度にいっぱいいっぱいになってしまう。

「前からお聞きしたかったのですが、あの……その」

　事故はその直後に起こった。

　マコトが、足下のミミズに気がついたのだ。

　毛虫とか芋いも虫むしとか、長細くてもにょもにょしてる虫がマコトはど～～も苦手だった。

　もちろんミミズだって苦手だった。

「うわあああ」

　慌あわててミミズを避よけようとして、足が素す敵てきにもつれた。そしてバランスを崩してぶっ倒れた。

「うわあああああ」

「きゃあああああ」

　桃香も巻き込んで倒れた。

　そして………その態勢になった。

　桃香の上にマコトが覆おおい被さるような態勢だ。

　人に目撃されたら誤解される可能性はかなり高い。

　そして、一番見られたくない方に見られてしまった。

「ま～～こ～～と～～さ～～ま～～」

　悲しくなるくらい物ぶつ騒そうな声が響いた。

「なんて極ごく悪あく極きわまりなことを…………」

　現れた涼葉の指がわなわな動いていた。目は完全にいっちゃってた。何かよくないオーラがほとばしってた。

「違う！　何だかよく分からんけど違うぞ！」

　必死に手をぶるんぶるん振りたくったけど、涼葉は聞いちゃくれなかった。

「成せい敗ばいするでござる！」

[image: ]

　本当に、かなでの助けがなかったら死んでたかもしれなかった。

　飛んで来た鎖くさりが涼葉の体を捕えがちがちに固める。

「マコトさん！　逃げてくださいぃぃぃ!!」

　ボロボロになったかなでがかなきり声を上げた。

「放せ！　かなで！　極ごく悪あく人にんになったマコト様を放ってはおけないでござる！」

「逃げてくださいぃぃぃぃぃぃ！！！」

　何だかよく分からないけど、逃げた方がよさそうだ。街角で一〇〇人に聞いたってみんなそう答えるはずだ。

「それじゃ、側そば之の小こう路じセンパイ。また」

　桃とう香かに一礼すると、マコトは全速力で逃げ出した。

「……………？」

　桃香は呆ぼう然ぜんとしてた。

　言うまでもなく、何がどうなってるのかさっぱり分かってなかった。




　そんな光景を、木々の天てつ辺ぺんより見下ろす影が二つあった。

　一人は恐い顔のごつい男。もう一人は片目のワイルドな男。血ち桜ざくら虎牙ベンガルと血桜カバネ丸の二人だ。

「妙なことになっておるようだな」

　虎牙が牙きばを嚙かみ鳴らして言った。

「ああ、春日かすがマコトがあの薬を飲んじまったらしいな。気の毒と言うか間抜けと言うか……」

　やれやれってカバネ丸は肩をすくめて見せた。

「かなでの奴やつ、薬を作らなかった訳じゃないんだな。案外うっかり間違えただけだったのかもな。あいつならそれぐらいのこと平気でやりかねん」

　実感をこめてカバネ丸は頷うなずいた。

　実は、カバネ丸は、忍にん術じゆつの師範としてかなでの教育を任されてたことがあるのだ。

　カバネ丸はしみじみと思い出した。

　あの頃だったっけな、胃が痛いってのを初めて覚えたのは。

　思い出にひたってるカバネ丸の隣で、虎牙ベンガルは不ふ敵てきにも笑い声を響かせた。

「おい、カバネ丸。こいつは僥ぎよう倖こうという奴だぞ」

「どういうことだ？」

「考えてもみろ。どうしてこうも春日マコト討とう伐ばつが遅れていると思う」

「そりゃ～～理由は一つだろ」

　何を今更って感じにカバネ丸は吐はき出した。

「わに太た朗ろう様が乗り気じゃないからさ」

「その通りだ。お優しいわに太朗様は他人を殺あやめることを嫌うのだ。だからのらりくらり逃げておられるのだ」

「で、そのことと今の状況とどんな関係があるのだ？」

「おおいにある！」

　虎牙は声を潜ひそめて言った。

「わにを目覚めさせられるかもしれん」

「わにを目覚めさせるだって？」

　カバネ丸の表情が強こわばった。

「お前も知っての通り、わに太朗様は確かにお優しい。しかし自分の中の正義に反するものに対しては容よう赦しやなさらない性格だ」

「確かにそうだな。一度、わに太朗様の可愛かわいがってた忍にん犬けんが敵忍者の手にかかったことがあったな。あのときのわに太朗様はすごかった。泣きながら敵忍者をばったばったとぶち倒していってた。オレが止めなきゃとんでもないことになってたぞ」

「春日マコトの極ごく悪あくぶりを見せつければ、わにが目覚めるかもしれん。いや、それは無理でもこれまでよりも春日マコト討伐に対する抵抗はなくなるはずだ。それは間違いない」

　でっかな拳こぶしを握り締めて、虎牙は叫んだ。

「極悪目撃大作戦だ!!」

　し～～～～～んってした静せい寂じやくが、その作戦名を吸い込んだ。

　虎牙はもう一度叫んだ。

「極ごく悪あく目撃大作戦だ！」

　やっぱり反応はなかった。

　虎牙ベンガルは、捨てられた子猫ねこのよ～～な瞳でカバネ丸を見た（もっとも、その大きな瞳で捨てられた子猫を表現するのはかなり無理があったけど）。

「極悪目撃大作戦だ！！！」

　三度目の正直とばかしに、虎牙は叫んだ。

「あ～～、すごいすごい」

　仕方なしにカバネ丸はぱちぱち気合いの入らない拍手をしてあげた。

　一応、職場の仲間だから気を使ったのだ。

「よ～～し、すぐに準備に取りかかろう。アジトに戻るぞ。カバネ丸！」

　おざなりながらも拍手をもらって気をよくした虎牙が元気よく消えた。

　やれやれってカバネ丸は息を吐はき出した。

「あんましうまくいかないような気がするのはなんでだろ」

　ぼそっとそう呟つぶやいてから、カバネ丸の姿もかき消えた。
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「ね～～、ど～～したんだってば」

　ぴょんぴょんと屋根の上を飛びながら、わに太た朗ろうが口を尖とがらした。

「せっかくドングリ集めて遊んでたのに」

「うむ、ここだな」

　電柱の上に飛び乗った虎牙はぐるりと辺りを見渡し頷うなずいた。

「わに太朗様。こんなところにお連れした理由は、実はわに太朗様に見ていただきたいものがあるからでございます」

「ぼくに見て欲しいもの？」

　わに太朗が小首をコキっと傾げた。大きいお姉ねえさん達をめろめろにさせちゃう仕し種ぐさだ。

「な～～に、それ」

「それは…………春日かすがマコトの極悪ぶりでござります」

「え、マコト兄ちゃ……」

　わに太朗は慌あわてて口を押さえた。宿しゆく敵てきである春日マコトと仲良しこ好よししてるのは血ち桜ざくらでは内ない緒しよにしてることなのだ。

「わに太朗様が春日マコト討とう伐ばつに乗り気でないことは察しております。誠せい之の進しんの血を引いているという理由だけでこの時代の若者を葬ほうむる。お優しいわに太朗様には耐えられないことでしょう。しくわ～～～～～し！！！！」

　虎牙がぐわっと牙きばを剝むき出した。わに太朗だから耐えられたけど普通の子供だったらびっくりしておしっこちびっちゃうとこだ。

「我々が調べたところ、ぬわんと！　春日かすがマコトという男、とんでもない極ごく悪あく人にんということが分かったのでございます」

「…………悪い人？」

「いかにも。この世にのさばらしておいては百害あって一利なしと言い切れるほどの極悪人なのでございます！」

　な～～に言ってんだろ？

　わに太た朗ろうは思った。

　マコト兄ちゃんが悪者なんかのはずないじゃないか。

　だけど、詳くわしいことは言えないからわに太朗は黙ってた。

「今日はその極悪ぶりを見てもらおうと、こうやって来ていただいた訳です」

　虎牙ベンガルはびしっと指さした。道の向こうからやってくるマコトがいた。

「しっかりとご覧らんください。きゃつの極悪ぶりを」

「う～～ん、見てればいいんだね」

　わに太朗はちょこんとしゃがみ込むと、歩くマコトを眺めた。




「ど～～もガムボールのせいじゃないようだぞ。あの乱心ぶりは」

　歩きながらずっと考えてて、マコトはやっとその結論に達した。呆あきれるくらい鈍どん感かんな思考回路だった。

「それじゃ一体なんのせいなんだろ」

　考えはそこで止まった。思い当たる節ふしなんてナッシングだ。

「とりあえず花はな滝たきセンパイの家にでもかくまってもらおっと。週末は帰ってくるって言ってたから」

　うんうんってマコトが頷うなずいたその時。

　目の前に野球のボールが一つ飛んできた。

「すみませ～～～～ん！　ボール取ってくださ～～～～い」

　この野道の脇には小さなグラウンドがあることをマコトは知っていた。そこで休日に少年野球の皆様が練習してることも知っていた。

「おう」

　足下に転がったボールを拾い上げてグラウンドに目を向けたマコトは、思わずギョッとした。

　野球のユニフォームがずらって並んでた。間違いなく少年野球のユニフォームだ。胸にひまわりファイターズってロゴ入ってるし。

　だけど、ユニフォーム着てるのはちょっと子供には見えなかった。

　丸坊ぼう主ず頭で、にこって笑って、鼻水だって流してる。だけどそのたっぱとがたいはどう見たって大人おとなだ。

「なんなんだあれは」

　しばしほうけちゃってたけど、取ってくださ～～いって声で我に返った。

「そだ、ボールボール」

　マコトは手に握り締めてたボールを少年野球（？）の皆様に向かって投げてあげた。

「う～～ん、最近の子供達は発育がいいのか？」

　首をひねりながら、マコトは道を歩き出した。




「ぬわぜだぁ！！！」

　虎牙ベンガルが吠ほえた。

「ぬわぜボールを返すのだ！　極ごく悪あく人にんならば逆方向に思い切り投げるはずなのに」

「ちっとも極悪じゃないね」

　くすくすと笑いながらわに太た朗ろうが言った。

「いい人じゃん」

「いいえ、わに太朗様。今のはきっと単なる気き紛まぐれ。どうぞ次をご覧らんください！」




　歩くマコトの目の前にバレーボールが転がって来た。

「すみませ～～ん。ボール取ってくださ～～い」

　見るとママさんバレーの集団がいた。ちょっとゴツいママさん達だった。

　ニューハーフって増えてるって言うもんな。

　そんなこと考えながら、マコトはボールを投げ返した。




　歩くマコトの目の前にゴルフの玉が転がって来た。

「すみませ～～ん。ボール取ってくださ～～い」

　ゴルフバックを持ったおじさん達が並んでた。

「こんなとこにゴルフ場なんかあったけ？」

　疑問に思ったけれど、マコトはボールを投げ返した。




　歩くマコトの目の前にボーリングのボールが転がって来た。

「すみませ～～ん。取ってくださ～～い」

　のっぱらにピンたててボーリングやってる人達がいた。

「いろんな人がいるもんだ」

　半ば感心しながら、マコトはボーリングのボールを転がし返した。




　そっから先もいろいろあった。

　サイフをなくして困ってる人がいたり、靴のヒモが結べなくて困ってる人がいたり、カマキリに襲われて困ってる人がいたり、水たまりにはまって困ってる人がいたり、バナナに手が届かなくて困ってる人がいたりした。

　首をかしげながらも、マコトはサイフを一緒に探してあげて、靴のヒモをちょうちょ結びにしてあげて、木の棒でカマキリを追い払ってあげて、水たまりから引っ張り出してあげて、ブロックを台にしてバナナを取ってあげた。

「な～んか今日は困ってる人が多い日だぞ～」

　そんなこと呟つぶやきながら、マコトはてくてく歩いた。




「ぬわぜだ～～～！！！！」

　虎牙ベンガルが吠ほえた。

「ぬわぜ極ごく悪あく人にんであるくせにあんなにも親切なのだぁぁぁ!!」

　ここまでくれば、もしかして極悪人じゃないんじゃないか？　なんて疑問を普通は覚えるだろう。

　だけど虎牙は違ってた。彼の頭の固さがそれを拒こばんでいた。

「だから、悪い人じゃないんだって。親切ないい人なんだよ」

　欠伸あくびしながらわに太た朗ろうが言った。

「それじゃ、ぼくもう帰るから」

「お待ちください！　お待ちください！　わに太朗様！」

　団扇うちわのような掌てのひらを、わに太朗の前に突き出した。

「今しばらく！　今しばらくお待ちを！　もうしばらくですから！」

「何だかよく分からないけど、もう少しだけだよ」

　浮かしかけてた腰をわに太朗は下ろした。

「それでは、拙せつ者しやはしばし失礼いたします」

　わに太朗に一礼すると虎牙は電柱から飛び立って行った。

「も～～、なんなんだろ」

　ちょっと膨ふくれてるわに太朗の目の前を、赤トンボが通り過ぎて行った。

　その瞬間、虎牙との約束がふっ飛んだ。

「わ～～いわ～～い」

　わに太朗は赤トンボを追いかけてどっかに行っちゃった。
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「な～～、俺おれ達なんでこんなことしなくちゃならんのだろ～～な～～」

　一人の下げ忍にんが呟つぶやいた。少年野球のユニホームを着てた。固かた太ぶとりの少年だ。

「まったくだよ」

　別の下忍も呟いた。こっちはママさんバレーの格好をしてた。ごついママさんだ。

「そりゃ、命令とあれば何だってするけど………せめて目的ぐらいは聞かせてくれないとな～～。やる気しないよな～～」

　また別の下忍も呟いた。ボーリングのピンでジャグリングしてた。

　ちょっとした茂みの中、そこにいろんな格好した下忍達が集まってた。ちょっとした劇場の控室のようなありさまだ。

「春日かすがマコトの前で困った人を演じる。そしてその光景をわに太た朗ろう様に見ていただく。それが虎牙ベンガル様から言われた仕事だろ？」

「分からん。我らが春日マコトに親切にされる光景を見せて一体何になるというのだ？　抹まつ殺さつ推進派の虎牙様の作戦とはとても思えんぞ」

「きっと虎牙様のことだから何か深い考えがあってのことだろうが……………」

　下忍一同、なんとなく重くなった。

「忍しのびの勘かんとゆ～～奴やつだろうか？　今回は何だか虎牙様が恐ろしく空から回りしているような気がする」

「奇き遇ぐうだな。俺もそうだ」

「オイラも」

「俺っちも」

「僕も」

「あっしも」

　一〇〇パーセントでみんなが同じ見解だった。

「それにしても……春日マコトってけっこういい奴だな」

　こっちも一〇〇パーセントだった。

「野球ボール取ってくれたし」

「バレーボール取ってくれたし」

「ゴルフボール取ってくれたし」

「ボーリングの球取ってくれたし」

「財さい布ふ探してくれたし」

「靴のヒモちょうちょ結びにしてくれたし」

「カマキリ追っ払ってくれたし」

「水たまりから引っ張り出してくれたし」

「バナナ取ってくれたし」

　下忍一同、そろって同じ言葉を吐はき出した。

「いい奴やつだよな～～～」

　そんな時だ。茂みがごそごそって動いてすごい形ぎよう相そうした虎牙ベンガルが顔を突き出した。

「虎牙様！」

　慣れてる下げ忍にん達だから驚いただけですんだ。慣れてない一般人だったら心臓マヒ起こしてたかもしれない。

「お前ら～～、何をもたもたしておる。早く最後の作戦にとりかかるんだ。それとももう準備が終わって待たい機きしておるのか？」

「いえ、今誰がやるかを決めていたとこなんです。やはり一番演技力がある者がやるべきだと思いまして。ちょうどいいや。虎牙様も審査員やってってくださいよ。さ、みんな。休きゆう憩けいは終わりだぞ」

「おう」

　下忍が整列した。胸に番号札なんかつけてた。

「18番、血ち桜ざくら判ばん介すけ。投げキッスとウインクします」

　下忍は投げキッスしてウインクした。

「19番、血桜友ゆう三ぞう。小指をたてて唄うたいます」

　下忍は小指をたてて唄った。

「20番、血桜十じゆう朗ろう太た。スカートがめくれて恥はずかしがります」

　下忍は風でスカートをめくってもらうと恥ずかしがった。

「いや～～～ん」

「いいぞ～～～～」

「色っぽいよ～～～～」

　なんて声が観客席の下忍達から上がる。

「………お前ら、何をやっておるのだ？」

「ですから、審査です。誰が一番、女子を演じるのがうまいかって」

　下忍はくそ真ま面じ目めな声で言った。

「突然の差し込みに苦しむ娘むすめ。生なま半はん可かな演技力では演じきることは不可能ですからね。ですからこうやって厳密な審査を重ねて決めてるんです。それじゃ次、21番、どうぞ」

　虎牙は無言で審査員やってる下忍を摑つまみあげた。手加減することなく全力で殴なぐりつけた。

　ばちこ～～んばちこ～～んばちこ～～ん。

「貴様らはアホか！　そんなことをしていたら日が暮れてしまうわ！」

　ぜーはーぜーはー息をしながら虎牙は叫んだ。

「もういい、わしがやる！」

「え？」

「わしがその女子を演じると言うておるのだ！」

「[image: え]!!」

　下げ忍にん一同、濁だく音おんのくっついた声で固まった。

「あの、虎牙ベンガル様。それは考え直した方が」

「さすがに無理があるって言うか」

「そ～～ですよ。ありえませんって」

「悪いことは言いませんから」

「この世で一番やっちゃいけないと」

「やかましい！　わしとて忍しのび。演技の手て解ほどきを受けたことぐらいある！」

「いや演技力とかの問題じゃなくって、そのガタイが」

「いいからやれ！　やれったらやれ!!」

「はいぃぃぃ！」

　命令は絶対だ。命令に背そむいたら殺されたって文句は言えない。それが忍にん者じや業界だ。

　下忍達はそれぞれの手に必要なものを手にした。カツラだったり化け粧しよう道具だったり髭ひげ剃そりだったりブラジャーだったりだ。

　下忍が一気に虎牙に飛びかかった。目にも止まらない速さで仕事をこなしていく。巷ちまたでは烏う合ごうの衆なんてささやかれてる下忍達だけど、腐くさっても忍者。その動きは一般人とは比べものにならない。

　虎牙の変装が完了するまでに、五秒はかからなかった。

「とりあえず………完成です」

「どうだ？　出来映えは」

「その……とりあえず全力はつくしました」

「鏡を見せてみろ」

「いや、その鏡を見るのは止やめておいた方が。その、心臓に悪いって言うか何て言うか」

「いいから見せてみろ！」

　虎牙に怒ど鳴なられて、一人の下忍が手鏡を突き出した。

「うむ」

　虎牙は鏡を覗のぞき込んだ。

　次の瞬間、手鏡にヒビが走った。耐えられなかったようだ。

　だけど、虎牙は割れた鏡に映る自分を角度をかえて幾度か眺めてから満足気に頷うなずいた。

「うむ、なかなか悪くないではないか」

「え～～～～～！！！」

「何だそのえ～～～～っと言うのは」

「いえ、何でもありません!!」
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「よし、それではさっそく春日かすがマコトを待ち伏せるとしよう。先回りするぞ」

　機関車のような勢いで、虎牙ベンガルが茂みを飛び出そうとしたちょうどその時。

「よ、がんばってるよ～～じゃね～～か」

　しゅばってカバネ丸が姿を現した。

「おお、カバネ丸か！」

　向けられた虎牙の顔に、さすがのカバネ丸も硬こう直ちよくした。

「な、なんだ。虎牙か。どこの物の怪けかと思ったぞ」

「失礼な奴やつだな。それほど悪くないと思うがな」

　割れた手鏡をまた手にしてうっとりと見つめる虎牙に、カバネ丸は呆あきれた息を吐はき出した。

「ま、本人が幸せならいいや。それより虎牙」

「おっと、カバネ丸。今は時間がない。一刻も早く先回りし春日かすがマコトを待ち伏せなくてはならんのだ。話は後で聞く。急がねばわに太た朗ろう様が帰ってしまわれるからな」

「それなんだがな、虎牙」

　なるべく虎牙の顔を見ないようにしながら、カバネ丸は告げた。

「わに太朗様。もういないぜ」

　元気よく飛び出そうとした虎牙が思い切りずっこけた。

「何だと？」

「ここに来る途中で、赤トンボを追いかけてるわに太朗様を見つけた。もうお前のことは忘れてんじゃね～～か」

「わに太た朗ろう様ぁぁ」

　虎牙ベンガルが悲痛な声を上げた。

　そんな格好でそんな声上げられると本当に気持ち悪いから止やめて欲しいってみんなが思った。

「仕方ない、計画は中止だ」

　虎牙はゆっくりと立ち上がった。

「アジトに帰るぞ」

　って言った次の瞬間。

　ズキっと来た。

　下腹に、ズキズキっと来た。

「あたたたたたたたたた」

　下腹を押さえて、虎牙はしゃがみ込んだ。

「あたたたたたたたた」

　信じられないくらいの激痛が虎牙を襲ってた。

　だけど、誰も心配しなかった。

「虎牙よ。もう芝居はいいんだぜ」

「そ～～ですよ。虎牙様」

「ち、違う、芝居じゃなくてだな。これは本当に」

「うわ～～、脂あぶら汗あせなんか流してる。迫はく真しんの演技ですね」

「虎牙様、すごいです」

　パチパチと拍手する下げ忍にん達を睨にらみつけ、虎牙は心の中で誓ちかった。

　痛みが治まったら絶対にこいつらはっ倒してやる！　一人あたり三発ずつだ！

　だけど痛みはちっとも治まらない。だから殴なぐるのは保留にするしかなかった。

「それじゃな、俺おれは先に行っとくぜ」

　カバネ丸の姿がしゅばって消えた。

「それでは、我らも借りたゆにふぉーむの洗濯なぞがありますので」

　下忍達も消えた。

　虎牙だけが残された。

「あたたたたたたたたたたた」

　下腹をかかえて、虎牙はもだえ苦しんだ。

　あまりの痛さに、意識もぼんやりと薄れていった。
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「放すでござる！　かなで！」

「いいえ放しません！　放しませんったら放しません！」

　かなではまだ涼すず葉はの体にしがみついてた。まるで貫かん一いちとお宮みやのような光景だ。

「涼葉さんは、本当にマコトさんを本当に成せい敗ばいしちゃえるんですか！」

　かなでの一言に、涼葉の頭の中で一〇〇万人の和お尚しようが鐘をついた。

　ゴ～～～ン！

「それは………そうするしか」

「噓うそです！　涼葉さんには出来ません。だって涼葉さん本気を出してないじゃないですか。本気を出してたらもっといろいろな忍にん術じゆつ使ってあたしのこと振りほどいているはずです！」

「…………」

　涼葉はがっくりと膝ひざをついた。

「かなでの言う通りでござる。いくら、いくらマコト様が極ごく悪あく人にんになったからって……拙せつ者しやには、拙者には」

「自分の心に正直になりましょうよ。いくらマコトさんが極悪人になったからって成敗なんかしちゃえませんよね。あたしだって同じです。だからせめてあたしたちががんばってマコトさんを更こう生せいさせてあげましょうよ」

「かなで………」

　涼葉はちょっと感動した瞳でかなでのことを見た。

　初めて、かなでに対して尊敬に似た感情が芽生えた。

　もとを正せばかなでの作った薬でこんなことになっちゃってる訳なのだけれども、それでもちょっと尊敬してしまった。

　草くさ影かげ涼葉、一生の不覚だった。

「そうと決まれば早速、マコトさんのとこに行きましょう」

「そうでござるな」

　涼葉は拳こぶしを握り締めた。

　拙者の手で、マコト様は立派に更生させてみせるでござる！

　そんな不屈の意志がめらめらと燃えていた。

　事件はそんなおりに起こった。

　歩き出したかなでが素すっ転ころんだのだ。

　右足を左足にひっかけるっていう、とてもじゃないけどくノ一いちとは思えない理由で素っ転んだ。かなでだからこそ可能な高度な技だ。

「いった～～～い、またやっちゃったぁぁぁ」

「気をつけるでござるよ」

　手を伸ばそうとした涼葉は、足下に転がって来るその丸い物体に気がついた。

「何でござるか？　これは」

　拾いあげてみると、何やら毒々しい緑色した玉だった。

「あ～～～～～～！！！！」

　かなでが大声を上げた。

「そ～～だ、そ～～だったんだ。あはは、思い出しました」

「何が……どうしたでござるか？」

　かなでは笑いながら説明した。

「それ、悪あつ鬼き玉だまなんです。飲むと悪い人になっちゃうって薬です」

「……………はい？」

「そ～～だ、マコトさんに起こされる前にあたし一度目を覚ましたんだ。それで、他ほかの人が間違って飲んだら大変だと思って薬をポケットに入れといたんだ。それでまた眠ねむっちゃったんだ。あははははは、うっかりしてました」

　の～～てんきに笑うかなでは気がついてなかった。おどろ線かぶってぷるぷると震えてる涼すず葉はの姿にだ。

「ちょっと待つでござる。ということは、マコト様は、マコト様は極ごく悪あく人にんになぞなってはおらんということなのか？」

「そ～～ゆ～～ことです」

　元気一杯にかなでは頷うなずいた。

「マコトさんの飲んじゃったのは普通のガムボールだったみたいですね」

　いや～～まいっちゃったね～～ってかなでは頭の後ろを搔かいた。

　それから、涼葉の肩をぽんぽんって叩たたいて言った。

「よかったですね。マコトさんのこと成せい敗ばいしちゃわなくて」

　涼葉の頭の中で何かがプツリと音をたてて切れた。鍛きたえ抜かれた忍耐力にも限界って奴やつがあった。

　手にしてた悪鬼玉を近くの林に力一杯投げ捨てると、涼葉は指をバキバキ鳴らした。

「か～～な～～で～～」

「ちょっとど～～したんですか？　涼葉さん。そんな恐い顔してそんな物ぶつ騒そうなもの持ち出して。涼葉さんってば。もしかして怒ってます？　も～～怒っちゃダメですって。シワが出来ちゃいますよ」

　かなでの恵え比び寿す顔がおでも、涼葉の怒りをなだめることは出来なかった。

「うわ～～きゃ～～いや～～」

　追いかけっこは、暗くなるまで続いた。
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「なんか今日はおかしな日だったな」

　てくてく歩きながらマコトは呟つぶやいた。

「いろんなボールは転がってくるし財さい布ふなくして困ってる人はいるしカマキリに襲われてる人はいるし水たまりにはまってる人はいるしバナナが取れない人はいるし……苦しんでる女の人はいるし」

　そこでマコトは考えた。

　女の人なのか？　あの時は必死になっててよく見なかったけど、なんかあごんとこじょりじょりしてそうだったし。ニューハーフって奴やつだったのかな？　ママさんバレーやってたのもニューハーフっぽかったし。最近流は行やってるのかな？

　そんなこと考えてるうちに、自宅までやって来てしまう。

「涼すず葉は、もう乱心してなきゃいいけど」

　マコトは恐る恐る玄関の扉を開いた。

「ただいま………」

　土ど下げ座ざが待ち構えてた。

　玄関にて土下座してたのは涼葉だった。隣にはかなでもいた。

「ど、どうした」

「申し訳なかったでござる！」

「へ？」

「申し訳なかったでござる！」

　土下座はいつまでも土下座だった。

　マコトは意味が分からず目をパチクリさせた。

「涼葉さんに悪気があったんじゃないんです。ちょっとした勘かん違いだったんです。だから許してあげてください。あと間違っちゃったあたしのことも許してください」

　かなでの説明を聞いてもさっぱり意味が分からなかった。

「あの………」

「申し訳なかったでござる」

「すみませんでした」

　いつまでたっても意味不明のままだった。

　土下座する二人を前にして、マコトはう～～んって唸うなった。

　そして呟いた。

「ど～～なってんだ？」

　全すべての謎なぞが解けるまでには、まだけっこう時間がかかりそうだった。
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　目を覚ますと、白い天てん井じようが見えた。

「ここは、どこだ？」

　虎牙ベンガルがむっくりと起き上がると、チクチクって痛みが腹部に走った。

「一体どうしたというのだ？」

「虎牙様！」

　天てん井じようの一部に穴が開いて、そこから下げ忍にん達がわらわらとやって来た。

「大丈夫ですか？　虎牙様」

「心配しましたよ。虎牙様」

「神様にずっと祈ってました。虎牙様」

「え～～い、やかましい」

　わらわらと好き勝手にしゃべる下忍達を怒ど鳴なりつけてから、虎牙は言った。

「わしに分かるように説明しろ。一体ここはどこなのか？　どうしてわしはこんなところで眠ねむっておるのか」

「虎牙様、盲もう腸ちよう炎えんだったんですよ」

　一人の下忍が口を開く。

「盲腸炎？」

「はい、腹の病気です。ここはこの時代の病院で、虎牙様はさっき手術を受けたんです。あ、大丈夫ですよ。裏工作はちゃんとすましたので何も心配せずに眠ってれば」

「そうか………病気だったのか。どうりで腹が痛かった訳だ」

　虎牙ベンガルは持ち上げてた背中をベッドに押しつけた。

「お前達がここまで運んで来てくれたのか？」

「違いますよ」

　下忍達はそろって首を横に振った。

「虎牙様をここまで運んだのは、春日かすがマコトです」

「何だと！」

　虎牙は牙きば剝むき出して叫んだ。

「どういうことだ！」

「ですから………えっとですね」

　困ったような目つきで、下忍は説明した。

「虎牙様が戻って来ないので迎えに行ったら、誰もいなかったんです。心配になったので、中ちゆう忍にんの犬いぬ之の介すけ様に頼んで臭においをたどってもらったところ、この病院にたどり着いたんです。で、話を聞いたら、若者が虎牙様を背せ負おって茂みから運び出し、救急車を呼んで病院まで連れて来たそ～なんです。で、その若者のことを詳しく尋ねたら……」

「春日マコトだったということか……」

「そ～～ゆ～～ことです」

　こっくりと下げ忍にん達は頷うなずいた。

「いや～～、やっぱりいい奴やつですよね。あいつって」

　そんなこと口走る下忍の顔に、虎牙ベンガルは超スペシャルな一撃を食らわせた。

「あいつのことをいい奴などと二度と口にするな！　我ら血ち桜ざくら忍にん群ぐんの宿しゆく敵てきなのだからな！」

　下忍達は押し黙った。誰だって殴なぐられるのは痛いのだ。

「どうやら、春日かすがマコトは悪人にはなっていないようだな。かなでの薬は失敗だったということか……」

　今なら楽に仕留められるかも。

　虎牙は思った。

　まだ草くさ影かげのくノ一いちとかなでが誤解しているなら、仕事もやりやすいだろうし……

　だけど、それは思い止とどまった。

　虎牙の中の何かが、それを思い止まらせた。

「こちらも病気だ。今回は見逃してやろう」

　静かにベッドにて瞳を閉じた虎牙だったけど、すぐにぱっちりと開く。

　保留にしてた三発のことを思い出したからだ。

「ところで貴様ら」

　でっかな拳こぶしをぱきぱき鳴らしながら、虎牙は言った。

「わしが病気で苦しんでるのにもかかわらず、鼻で笑って帰って行きおったな」

「……………」

　下忍達の背中を戦せん慄りつが走った。忍びの勘かんとゆ～～ものだ。

「それでは虎牙様、我らこれにて。また明日お見舞いに来ますゆえ」

　慌あわてて逃げ出そうとする下忍達だったけれど、虎牙はそんなに甘あまくなかった。

「一列にならべ～～～！　歯をくいしばれ～～～!!」

「いや～～～」

　ばちこ～～んばちこ～～んばちこ～～ん。

　夕暮れ時の病室に、そんな壮絶な音が響いた。




　結果…………。




　虎牙の傷口が、ちょっぴり開いた。





第十七話　完　















　　　おまけ話　星空を見上げながら







　なんとなくマコトは目を覚ました。

　誰かに起こされた訳でもなく、何か物音がした訳でもなく。本当になんとなくだった。

　ベッド脇の時計に目を向ける。ぼんやりと見える針は、午前二時をさしていた。

「寝よっと」

　再び蒲ふ団とんにもぐり込むマコトだったけど、何な故ぜか寝つけない。眠ねむいことは眠いのだけれども寝つけない。ちょっと歯がゆい感じだ。

「………水でも飲んで来るか」

　むっくりと起き上がったマコトは、窓が少しだけ開いているのに気がついた。吹き込んでくる風でカーテンが揺れていた。

「ど～～したんだろ？」

　何気なくマコトは窓を開けると外に顔を突き出してみた。

　そして、屋根の上に座るパジャマ姿の涼すず葉はに気がついた。

「お～～い」

　軽く声をかけたけど、涼すず葉はが気がついてないようだった。

「あんなとこにいてカゼひかなきゃいいけど。そ～～だ」

　マコトは何かを思いつき、早足で部屋を出た。




　雲一つない空に、たくさんの星が浮かんでいた。思わず見とれてしまうくらいにキレイな星空だ。

　こんな風に星空を眺めるのはどれぐらいぶりでござるか？

　屋根の上で物音がした。少し気になって来てみたら猫ねこがケンカしてた。猫をおっぱらってさて帰ろうとしたらこの星空に気がついた。

　そして、ついついこうやって眺め始めてしまったのだ。

　そう言えば、城の屋根の上からもよく空を眺めたものでござるな。

　遠い昔の記憶を、涼葉はぽっこりと思い浮かべた。

　遠い昔ってのは、タイムスリップして来るずっとずっと前。五〇〇年という気の遠くなる昔の話だ。

　いつだったでござるか？　拙せつ者しやが星を見ていると誠せい之の進しん様がやって来て、二人で星を見ながら話をしたことがあったでござるな。

　涼すず葉はは軽く微笑ほほえんでから、表情を崩した。

「誠せい之の進しん様………」

　五〇〇年前、あの峠とうげで命を落としたであろう主あるじ。涼葉が、ずっとずっと思いを寄せていた人物。

　マコトのことを生まれ変わりだと信じ、だからこそこうやって守っているのではあるが、あの時のことを思い出すとまだ胸が痛くなる。

　どうしてあの時、自分だけ時を超えてしまったのか？　どうして一緒に時を超えられなかったのか？　どうして助けられなかったのか？

　暗あん澹たんたる気持ちで、涼葉が抱かかえた膝ひざに顔をうずめた時だった。

　後ろから、そっと上着がかけられた。

　振り向いた涼葉は思わず叫んだ。

「誠之進様！」

「何を今更言ってんだよ。マコトだよ。春日かすがマコト」

　マコトは、笑いながら言った。

「す、すまないでござる。つい」

「いいっていいって。それよりカゼひくからちゃんとそのジャンバー着とくんだよ。で、何してるの？」

「星を見てたでござる」

「星？」

　マコトは空を見上げた。

「へ～～、キレイなもんだな」

「あの、よろしければ」

「あ、ありがと」

　マコトは涼葉の隣によいこらしょと腰を下ろした。

「そう言えば、最近ちゃんと星空なんて見てなかったもんな。すごい久しぶりだよ」

「この星空は、昔から変わらないでござる。ずっとずっと昔から」

　涼葉の言う昔ってのがいつのことなのか、マコトにはよく分かっていた。

「やっぱり……帰りたい？　もとの世界に」

「………確かに拙せつ者しやにはあの時代の方が似合っているような気がするでござるが」

　少しだけ口ごもってから、涼葉はきっぱりと言った。

「だけど、マコト様を守るのが拙者の使命でござる。だからマコト様のいる時代が拙者の生きる時代でござる」

「………あ、ありがとう」

　マコトは鼻の下をちょっとこすって照れた。

　それから、言った。

「僕が、涼すず葉はが守ってた誠せい之の進しんって若殿様の生まれ変わりかどうかは分からないけど、その誠之進って若殿様みたいな人格者にはなれないかもしれないけど、だけどがんばるよ」

「マコト………様」

　涼葉は少しだけ表情をゆるめた。

「さてと、それじゃ僕は寝るよ」

　立ち上がりかけるマコトに、涼葉は慌あわてて声をかけた。

「マコト様」

　少しだけもじもじしながら、涼葉は言った。

「もう少しだけ、もう少しだけ、話をしないでござるか？」

「………別にいいよ。明日は休みだし」

　マコトはにっこりと微笑ほほえむと、涼葉の隣に腰を下ろした。

「何の話をしようか？」

「そうでござるな。マコト様の子供の頃の話とか聞きたいでござる」

「大した子供時代じゃなかったけど、それなりにいろんなことあったよな。えっと………」

[image: ]




　そして………翌日。




「も～～しわけないでござる！」

　ベッドのマコトに向かって、涼すず葉はは額ひたいをこすりつけた。

「拙せつ者しやが、拙者が引き留めたばっかりに」

「涼葉のせいじゃあないよ」

　鼻水混じりの言葉で、マコトは言った。

「もともと季節の変わり目にはカゼひくんだ。見かけによらず軟弱だから」

　ぶえっくしょんってマコトは特大のクシャミをかました。

　あれからしばらく夜の秋風にあたってたもんだから、すっかりカゼをひいてしまったのだ。

　あんな長期戦になるとは思いも寄らず、ついつい薄着で出てしまったのがマコトの敗因だった。

「拙者が看かん病びようするでござる！」

　涼葉が熱血一〇〇パーセントで立ち上がった。

「アタシも看病しま～～す！！！」

　かなでも飛び込んで来た。その格好にマコトは思わず毛穴を開いた。

　フリフリのナース服を着てたのだ。

「かなで！　何でござるか！　その格好は！！！」

「マコトさんこ～～ゆ～～の好きって言ってたじゃないですか。だから知り合いから借りて来たんです」

「冗じよう談だんじゃないでござる！　早くそのハレンチな格好を止やめるでござる」

「や～～～ですよ～～～だ」

「ならば力づくでも………」

　毎度お馴な染じみのくノ一いち追いかけっこが始まった。壁や天てん井じようを走り回るとんでもない追いかけっこだ。

「やれやれ」

　窓から飛び出して行く二人を見送ってから、マコトはため息を一つ吐はき出した。

「相変わらずなんだもんな。二人とも」

　それから、静かに呟つぶやいた。

「いつまで、いつまでこんな風に楽しくわいわい暮らせるのかな」

　だけどしみじみと考えてる暇なんてそうなかった。

　二人が戻って来たのだ。

　しかも、厄やつ介かいなことにまだ戦いは終わっちゃいなかった。それどころかかなりヒートアップしてた。

　手しゆ裏り剣けんが投げられ、苦く無ないも投げられ、爆ばく裂れつ玉だまも投げられ、そりゃあもうえらいこっただ。

　流れ弾に当たらないように必死になって逃げ回りながらマコトは力の限り叫んだ。

「ちょっと二人とも！　止やめろって！　危ないってば！」

　次の瞬間、涼すず葉はの放った鎖くさり分ふん銅どうが、マコトの頭を直撃した。

　スコ～～～～ン！！！





おしまい












　　　にん吉にん美のおまけコ～ナ～




声『にん吉きち』

声『にん美みの』

二人の声『おまけこ～な～』




　煙とともに二人が現れる

[image: ]

にん吉きち『皆さんこんにちは。血ち桜ざくら忍にん群ぐん下げ忍にんの血桜にん吉です』

にん美み『同じく、血桜忍群下忍の血桜にん美です。よろしくね』

にん吉『このコーナーは視聴者から伝書鳩ばとで寄せられたおハガキを紹介し、また質問にお答えしようというというコーナーです。前回はさっさと退場にされてしまったので、今回はたっぷり喋しやべりたいと思います』

にん美『それでは最初のお便りから。岡おか山やま県出身のマジオさん、二十五歳さいの方からの質問です』




★『血桜の上じよう忍にんって何人いるんですか？　出来たら名前も教えてください。某ぼうドッコイダーの１０８の必殺技と同じで全部考えてないんじゃないですか？』




にん吉『名前が出てるのをあげると、まず虎牙ベンガル様か』

にん美『それからカバネ丸様。ちらっと変へん面めん丸まる様の名前も出てたわね』

にん吉『それじゃ残りの上忍の名前を発表したいと思います。まず………』

にん美『あ、いきなり煙が』

にん吉『うわあ、前が見えないぞ。うわああああああ』




　どろんどんどろんどろん（煙にまかれて強制終了）










　　　あとがき




　締め切りを破りました。

　初めてって訳じゃありません。前にも一度破ったことがあります。そのときは半月やぶりました。

　しかし、今回はその記録を大幅に更新してしまいました。

　なんと、二ヶ月も破ってしまったのです。

　胃い袋ぶくろにおできが出来てしまい、痛くて痛くてしばらく寝込んでました。遅れてしまったのはそのせいです。

　担当さんをはじめ関係者各位には心の底からごめんなさいを言いたいと思います。

　ごめんなさい！！！！

　いや～～～、それにしても大変だったな。

　一時期は本当、もう僕も長いことないかもなんて思ってしまいました。

　最近は大分楽にはなったけれど、相変わらず空腹時と早朝はしくしく痛むので、薬を飲んだりヨーグルトを食べたりしてすごしてます。

　何と言っても一番つらかったのは胃カメラ。

　生まれて初めて拷ごう問もんされた気分ってのを味わいました（それぐらい苦しいもんだったの）。

　だけど、会社で調子に乗って胃カメラ飲んだってことを話してたら、同年代の同僚にこんなことを言われました。

『阿あ智ちさんはいいよ。上からだから。オレが腸ちよう炎えんやったときは下から入れたからね』

　そっちのデビューだけは死んでもしたくないので、腸炎にだけはなりたくないと思ってます。

　ではではではでは。


阿智太た郎ろう






　追伸その１

　宮みや須す弥みさんから年賀状をいただきました。マコト達が初はつ詣もうでしてる絵が描いてありました。とっても素す敵てきでした。みんなに見せたいくらいです。

　追伸その２

　最近、テレビの調子が悪いです。奮ふん発ぱつしてプラズマテレビなんか買っちゃおうかななんて考えてます。レンタルビデオでよく映画を借りて来て見るので、大きい画面がいいです。先日電気屋に行って見て来ました。びっくりするくらい高かったです。…………仕事がんばろ。

　追伸その３

　今年は会社に遅刻しないようにしよう。
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阿あ智ち太た郎ろう

１９７８年の10月３日、長野県の南のほ～～～で生まれた。あちこち引越してたけど、今は東京都の西のほ～～～で暮らしてる。夢は南のほ～～～の島で釣りをしながらのんびり暮らすこと。スイカが好き。
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イラスト／宮みや須す弥み

ゲーマーでイラストレーターで漫画描き。主な作品に『僕の血を吸わないで ザ・コミック』（電撃文庫）、『女神天国』（電撃コミックＥＸ）などがある。
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[image: ]電撃文庫





いつもどこでも忍２にんにんニンジャ④




極ごく悪あくを再ふたたび！








阿あ智ち太た郎ろう
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